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　　　　１




　授業終了のチャイムが鳴ると、僕は教室を出て将しよう棋ぎ部ぶのある教室へと向かう。桂けい香か先せん輩ぱいと橘たちばな先輩はすでに着席していて、机の上の将棋盤ばんには駒こまが並べられていた。

「こんにちは、大おお橋はし先輩、橘先輩」

　僕は挨あい拶さつをして、桂香先輩の隣となりに腰を下ろした。

「上かみ条じよう、夏休みボケもすっかり直ったようだな」

　橘先輩は僕の顔をじっと見ている。

　僕は頭を搔かいて、

「僕、ずっと夏休みボケの顔をしてましたか？」

「ああ。つい先日まで廊下ですれ違った時なんか、何でここにいるんだろうって顔してたぞ。まあ、ここに来て将棋を指さしてる時は真剣な表情になってたけどな」

「確かに、ここにいる時以外は、頭がぼーっとしている状態でした。今はもう大丈夫ですけど」

「やっと授業にも身が入るようになってきたってことか」

「いえ、授業に身が入らないのは以前からのことです」

　橘先輩は笑って、

「それにしても、二人の呼吸はかなり合ってきたよなぁ。阿あ吽うんの呼吸までもう少しなんじゃないか」

　橘先輩が愉快そうに笑う。

　桂香先輩が僕をちらりと見て、

「交互に指す時の基本は、パートナーが何を目指しているのかを知ること。最近は、あゆむくんが何を目指しているのか以前よりもわかるようになってきた。攻めようとしているのか、玉ぎよくを固めようとしているのか、あるいは手渡しの一手なのか。そういう方向性が、見えるようになってきたの」

　橘先輩は納なつ得とくしたように頷うなずいて、

「何か、大橋さんが上条に引っ張られているような感じだね」

「それはそうよ。もう、あゆむくんは私よりも圧倒的に棋き力りよくは上になっているんだから。私が、あゆむくんの指し手に付いていかなければいけない立場になってるの」

「なるほど。確かに上条は僕達を追い越している。日本刀の斬きり合いで喩たとえると、もう僕達では上条にかすり傷一つ付けられないくらい差が広がっているのかもしれないね」

　僕は首を横に振って、

「それは大おお袈げ裟さですよ。さすがに傷も付けられないというのは……」

「大袈裟じゃないよ。つい三ヵ月前までは、上条は僕や大橋さんに手も足も出なかった。王おう手てをかけることすら、ままならなかった。だけど今はどうだ。手も足も出なくなったのは、僕達の方だ。ほんとに凄すごいよ。たった三ヵ月で、まるで別人の強さになってる」

　橘たちばな先輩の言葉に、桂けい香か先輩もうんうんと頷うなずいている。

「私、交互に指す将しよう棋ぎをやって気づいたんだけど、自分よりも格上の人と交互に指すと、深く読む練習にもなるのよね。自分では全く読みになかった一手をパートナーに指された時、違う見方で盤ばん面めんを見ることになる。そうすると、はっと気づく時があるの。ああ、そうか。数手先にこんな鋭い攻めがあるのかって。まだ交互に指す将棋を始めて三週間くらいだけど、私、きっとレベルアップしてると思う」

　今度は橘先輩がうんうんと頷く。

「ペアマッチ将棋は、大おお橋はしさんにとって大きな収穫になりそうだね」

「最終的には、あゆむくんじゃなくて上かみ条じよう師し匠しようって呼ばなくちゃいけなくなるかも」

　二人の先輩に褒ほめられるだけ褒められたので、僕は照れて頭をぽりぽりと搔かいた。

「さて。それじゃ始めようか」

「はい。今日もよろしくお願いします」

　僕と桂香先輩ペア対、橘先輩の対局が始まった。

　先月、桂香先輩と遊んだ時に約束したペアマッチ将棋大会が、二日後に迫っていた。土日は桂香先輩宅に行き、ネット将棋で指している人相手に交互に指す練習をしていて、夏休みが明けてからは、こうやって橘先輩に相手になってもらっていた。

　先ほど桂香先輩が話したとおり、僕と桂香先輩ペアは、かなり息が合う状態に成長していた。最初の内はいまいち呼吸が合わないこともあって、ネット将棋でアマチュア四、五段くらいの人にも負けることはあったが、ここ二十局くらいは誰とやっても勝ち続けていた。

　桂香先輩の綺き麗れいな白い指が３六にある銀を押さえて、３五へと前進させた。銀を進ませられるところは２五、３五、４五と三ヵ所あったが、３五を選んだ意図を汲くみ取るために僕は少し考える。一分後、なぜ３五だったのか答えが出る。ふむ。そっち狙ねらいか、と。

　橘先輩が指したあと、僕は桂香先輩が想定していると思われる攻めに着手する。橘先輩が指すと、今度は桂香先輩が即そく座ざに指す。読みどおりの一手なので、僕も即座に指した。それから数手後、桂香先輩が３五に進ませた銀が敵の角を奪うことになった。角と銀の交換。駒こま損ぞんの橘先輩は肩を落とす。僕と桂香先輩は視線を合わせて、互いに軽く頷いた。

　僕と桂香先輩ペアの怒ど濤とうの攻めは続き、一気に橘先輩の玉を討うち取った。

「いやぁ、参った。もう、全然相手にならなくなってるな」

　投了した橘先輩が、頭を搔きながら苦笑した。

「あゆむくんが、私の３五銀と指した一手の意味を汲み取ってくれたから、スムーズに指せたわ。本当に、二人で指してるとは思えないくらい自然に指せてる」

「僕も同じです。序盤中盤、考える時間が少なくていいから、一番大事な勝負どころの終盤に考えられる時間を残せておけますからね。ペア将しよう棋ぎに参加するのは初めてですけど、難解な展開になることが多い終しゆう盤ばんに時間を残しておいた方がいいというのは、きっと一人で指す時と変わらないと思いますから」

　橘たちばな先輩は僕に笑みを向けて、

「この強さなら、確実に優勝を狙ねらえるだろうな。楽しみだよ」

　僕も微笑ほほえみ返し、

「はい。どういう人が出てくるかまだわかってないですけど、自信はあります」

　桂けい香か先輩もにこりと笑って、

「私も自信あるわ。あゆむくんが隣となりにいてくれるから、百人力よ」

　ペア将棋に関する話が一段落すると、今終わった対局の感想戦が始まる。桂香先輩と橘先輩は、中盤の攻防に関して話し合っている。

　僕は、この対局で一番気になった局面に関して言いたいことがあったが、ぐっと吞のみ込んだ。橘先輩には指摘できるが、桂香先輩には何となく指摘し辛づらかった。別にその程度のことで嫌われるなんてことはないとわかっているが、言い辛いものは仕方がない。

　と、その時、僕の頭に声が響ひびいた。

（今の対局のお前と桂香の指し回しは、一貫性があってなかなか良かった。橘が言ったとおり、十分優勝を狙える棋力になっている）

　玉将の化身である、女王の有り難がたいお言葉。

　僕はポケットの中の駒こまを触り、

（ありがとうございます。どの対局でも、緩かん手しゆや疑問手がなくなりつつあるので、強い手を指し続けることができています）

（そうだな。だが、桂香がお前の読みに追いつけず、最善手を指せない時もたくさんある。棋力の劣る桂香がお前と同じ深い読みができないのは仕方のないことだが、最善手が何か教えてやるのは大切なことだぞ）

（……まるで僕が何か指摘したいことがあると知っているような言い方ですね）

（お前は言いたいことが顔に出るタイプだから、すぐにわかる。中盤、桂香が３五銀と指した局面。お前はあの一手が最善手じゃないことを知っている。そうだろう）

（……はい）

（それを桂香に指摘してやれと言ってるんだ）

（何となく、言い辛いんです）

　女王は呆あきれたような溜ため息いきを吐ついて、

（お前が指摘することによって、桂香もレベルアップできるんだぞ。それにもしかしたら、今度のペアマッチ大会で、同一局面が出てくるかもしれない。最善手を教えてやっていれば、接戦にならずにもっと安全に勝てるかもしれない）

（仰おつしやるとおりです）

（じゃあ教えてやれ）

（そうですね……）

　僕が言い淀よどんでいると、

「あゆむくん、もしかして何か言いたいことがあるの？」

　と、桂けい香か先輩が僕の顔を覗のぞき込むようにして言った。

「えっ、僕、そういう顔してました？」

「うん。私達の感想戦に対して意義あり！　って顔してた」

　僕は自分の顔を両手で触りながら、

「ええっ、ほんとにそんな顔してましたか？」

　桂香先輩は笑い出して、

「ごめん。それは言い過ぎだけど、何か言いたそうな顔はしてたわ。私が指した手よりももっと良い一手があるのなら、教えて欲しいな」

　その言葉で、僕はやっと指摘する決心がつく。

「わかりました。あのですね、さっき大おお橋はし先輩が３五銀と指した局面なんですけど……ここでの最善手は４五銀だと思います。さっきはこちらが銀で角を取って、橘たちばな先輩がその銀を金で取るという結果になりましたけど、４五銀からの進行だと角銀交換はそのままで、最終的にと金を作れることになるんです。具体的な手順はですね──」

　僕は説明しながら駒こまを動かしていく。

「こういう風に指していくと、先に相手に角で銀を取らせることができます。そしてこちらは歩ふで角を取ると同時にと金になることができます。さっきは終しゆう盤ばんに橘先輩の強い反撃がありましたけど、と金を作ることができていれば、一方的に寄せ切れる展開になっていたと思います」

　僕の説明と指し回しに、桂香先輩と橘先輩はうーんと唸うなり声を上げた。

「すでにここで必勝形になっているとはな。恐れ入ったよ。さっきの傷一つ付けられないという僕の喩たとえは正しかった。実際には、僕が鞘さやから刀を抜く前に斬きられてしまうくらい実力差が広がっているのかもしれない」

「あゆむくん、これからも遠慮せずに指摘してね。今までは私が教える側だったけど、これからはあゆむくんが教える側。私もまだまだ強くなりたいし、少しでもあゆむくんの強さに近づきたい。だから、どんどんアドバイスをください」

（桂香もこう言っているんだから、気になる点があったらその都つ度ど指摘してやれ。今のお前は、すでにトップアマチュアの域にある。自覚しろ。棋き力りよくが上の人間が教えてやるのが道理だ）

　僕は首しゆ肯こうし、桂香先輩と女王に聞こえるように、

「わかりました」

　と、答えた。




　哀あい愁しゆう漂ただよう午後六時の時報を聞きながら、僕は桂けい香か先輩と共に学校を後にする。

　先月の団体戦を最後に、将しよう棋ぎ部ぶの活動を引退した桂香先輩だったが、来きたるペアマッチ将棋大会のために毎日将棋部に顔を出してくれていた。ただ、明後日あさつての大会が終われば、高校受験に専念するということで、部室にも顔を出す回数は激減すると聞かされていた。

　つまり、こういう風に一緒に帰宅できるのも、もう数えるほどしかないということだ。

　仕方のないことだが、やはり寂しい。来週からは、自分一人で帰ることになる。以前の日々に戻るだけではあるが、楽しい時間が長かっただけに、その反動は大きい。すでに僕の胸には穴が空あき始めていた。

「どうしたの、考え事？」

　隣となりを歩く桂香先輩が訊たずねてきた。

「……いえ、あの、その……受験勉強は捗はかどってますか？」

　僕の問いに、桂香先輩は眉み間けんに皺しわを寄せた渋しぶい顔を作った。

「いやぁ、あんまり捗ってないかも。志望校はちょっと背伸びをしないといけないところだから、覚かく悟ごはしてたんだけどね。今まで一度も行ったことがないけど、塾じゆくに行かせてもらおうかなって思ってるの。三、四ヵ月程度で効果があるのかわからないけど」

「大おお橋はし先輩なら、それだけ通えば余裕で合格できるレベルになってますよ」

「本当にそう思う？」

「大丈夫です。僕が保証します」

　僕はゴリラのように強く右手で胸を叩たたいた。桂香先輩は微笑ほほえむ。

「あゆむくんがそこまで言ってくれるなら、きっと大丈夫ね。──帰ったら、塾に行くことをお願いしてみるわ」

　僕の胸に、悲しみの鎖くさりが打ち込まれた。

　本格的に塾に通うとなると、もう一緒に帰れる日はゼロになってしまうかもしれない。

　もしかして、今日が一緒に帰宅できる最後の日になるのだろうか。

　それならば、せめて今日という日の光景を強く脳裏に焼き付けておこうと思った時には、僕の自宅に着いていた。僕は心の中で深い溜ため息いきを吐ついて、門扉の前で脚を止めた。

「ふう。まだまだ暑いね。もう夏はいいから、涼すずしくなって欲しいな」

　桂香先輩はシャツの胸元を摘つまみ、パタパタと前後に揺らした。僕も真ま似ねをして服の中に風を送る。

　ふっと桂香先輩が僕の顔を覗のぞき込むようにして、

「やっぱりあゆむくん、何か考え事してるでしょう。もしかして、悩み事でもあるの？」

「いえ、悩み事というか……」

「力になれるかもしれないから、お姉さんに相談してみなさい」

　桂けい香か先輩は冗じよう談だんっぽい口調と表情を作って僕の目をじっと見た。

　僕は一つ息を吐はいて、

「いや、あの、ちょっと、思ったんです」

「思ったって、何を？」

「大おお橋はし先輩と一緒に帰るのも、今日で最後になるのかなぁと……」

　勢いで言ってしまったが、かなり際どい言葉を口にしてしまったと、僕は後こう悔かいした。暑さで搔かく汗とは別の質の汗が汗腺から溢あふれ出してきた。

　桂香先輩は僕の顔を見つめたあと、今来た道を振り返った。数秒後、再び僕の顔に視線が合わせられる。

「ほんとね。こうやって一緒に帰るのは、あんまりなくなっちゃうかもしれない」

　ヤバい。話が変な方向に行ってしまうかもしれない。しんみりせずに明るく振る舞って話題を変えなければ。

　そう思って口を開いたが、先に桂香先輩の言葉が発せられた。

「でも、もう二度と部室に顔を出さないわけじゃないから。はっきりとした回数は言えないけど、二週間に一、二回は部室に顔を出すことになると思う。だから、その日はあゆむくんとも一緒に帰れる。別に今日で最後じゃないよ」

　その時僕が見た桂香先輩の微笑ほほえみは、今まで見た種類のものと少し違って見えた。が、それは僕の錯さつ覚かくかもしれない。

　まあ、どちらでもいい。今日が一緒に帰れる最後の日ではなかった。それを知ることができただけで、僕には大層な喜びである。

「それじゃ、今日は帰ろうかな」

「はい。明日の最終調整の件ですけど、何時くらいに大橋先輩の家に行けばいいでしょうか？」

「そうねえ……」

　桂香先輩は人差し指を顎あごに当てた恰かつ好こうで考える顔になった。その視線が僕の部屋がある二階に向けられた時、

「あ、そうだ。明日はあゆむくんのお家でネット将しよう棋ぎをしましょうか？」

　僕の心臓が、どっくんと大きく跳ねた。直後、早はや鐘がねを打ち出す。

「ぼぼぼ、僕の部屋に大橋先輩が来るんですか？」

「うん。ダメ？」

「いえ、ダメではないですけど」

「あゆむくんのお部屋にパソコンあるんだよね？」

「はい。ネット将棋をやる環境は整ってます」

「ほら、いつか話してくれたことがあるでしょう。先祖代々受け継いでいる将棋盤ばんと駒こまを持ってるって話。アレ、まだ見せてもらってなかったなって思い出したの」

「ああ、そうですね。お見せする約束をしてましたね。じゃ、じゃあ、明日は僕の部屋でやりましょう」

「何時くらいがいいかな？」

「僕は何時でも構いません」

「じゃあ、午前中は勉強することにして、一時に行こうかな。練習対局の時間は、四時間くらいでどうかな？」

「了解しました。一時にお待ちしています」

「それじゃ、帰るね。また明日」

「はい。また明日」

　僕は手を振り続け、桂けい香か先輩の姿が消えたのを確認して自宅の玄関ドアを開けた。階段を駆け上がり、自室に入る。鞄かばんを机の上に置く。身体からだ全体で大きく息を吐はきながら室内を見回す。

　明日、この部屋に、桂香先輩が来る。大事件だ。僕が桂香先輩の部屋に脚を踏み入れた時と同じかそれ以上の大事件だ。

　片付けは明日の朝にでもすればいいのだが、居ても立ってもいられない僕は掃そう除じ機きを持ってきて部屋を掃除し始めた。

「ちょっとあゆむ、何でこんな時間に掃除機かけてるの？」

　時刻は午後六時半。夕食の支度をしている母親の声が階下から飛んできた。

「ちょっとね、部屋を掃除したい気分なんだ」

　僕は適当な返事をし、掃除機のヘッドを動かし続ける。

　男には、掃除をしなければいけない時がある。僕にとって、それは今だ。毛も埃ほこりも全て吸い込んでやる。

「あゆむくん、わたくし達もお手伝いしますわ」

　振り返ると、女王、香きよう車しや、桂けい馬ま、歩ふ、四人の駒こま娘むすめ達が出てきていた。

「話は全て聞いていましたわ。桂香さんに変な目で見られないように、きちんと整理整せい頓とんして迎え入れましょう」

　歩は棚の上や中にある物を慣れた手つきで整理整頓し始めた。

「ありがとう、歩さん」

「桂馬を使う時も、そんな風に気配りや思い遣やりの心を持って動かして欲しいものだわ」

　いつもどおり僕の桂馬の扱あつかい方に苦情を言いながらも、桂馬はハンディモップで机の上やテレビ台等などの埃を取ってくれている。

「ありがとう、桂馬さん」

　女王に視線を合わせると……椅い子すに座り黄金の扇せん子すで顔を扇いでいるだけだった。特に何か言うこともなく、視線を宙に向けている。それでいいと僕は思った。女王に掃除姿は似合わない。

　香きよう車しやはというと、ベッドのマットを持ち上げて中を覗のぞき込んでいた。

「あ、香車さん、そこまでは掃そう除じしなくてもいいですよ。マットレスは重いでしょう」

　香車は振り返ることなく中を覗き込んだままの恰かつ好こうで、

「掃除してるんやない。探してるんや」

「探してる？　何をですか？」

「アレや、アレ」

「アレ？　何ですか、アレって？」

「アレ言うたら、アダルトな本のことやないか」

　僕は盛大に噴ふき出して、

「な、何を言ってるんですかっ。そんな物、僕は隠かくしてませんっ」

「あのな、あゆむ。そういう物を受け入れてくれる女やったらええんやけど、桂けい香かはあのとおりのウブな女の子や。明日この部屋でエッチな本を見つけてしまったら、気まずい雰囲気になること必至やろ。別にあたしはええで。あたしは、男はそういう生き物やと理解しとるからな。でも、桂香は笑って受け流せるほど男を理解しとらん。だからエッチな本は押し入れの中に隠しとかなあかんのや。──で、どこに隠しとるんや？」

「だから隠してませんし、そもそも持ってませんってば」

「もう、香車さん！　またあゆむくんをからかって！　こっちを手伝ってください！」

　頰ほおを膨ふくらませた歩が、ケラケラと笑っている香車の手を取って別のところを掃除させ始めた。

　夕ご飯できたから下りてきなさい、という母親の言葉で、僕は掃除を止めて一階へと下りた。半分ほどの量を胃袋の中に収めた時、母親が明後日あさつてのペアマッチ大会のことを訊きいてきた。僕はその大会に出場することを言っていなかったので、なぜ知っているのかと訊き返した。

「桂香ちゃんのお母さんに聞いたのよ」

　という母親の答えに、僕は納なつ得とくした。

「東京で毎年九月に行われてる大会に出るんだよ」

「どのくらい強い人が出てくるの？」

「それは当日にならないとわからないけど、過去の出場者を見ると、公式戦でプロ棋き士しにも勝てるほどのアマチュア強豪も出てくるみたいだね」

「まあ、そんな人に勝てるの？」

「一対一の戦いだと厳しいけど、あくまでも男女で交互に指すわけだからね。片方がどれだけ強くても、もう片方が弱かったら、満足な戦いはできない。たとえば男性がプロ棋士だったとしても女性が初級者なら、僕と大おお橋はし先輩ペアにも十分勝ち目があるよ」

「なるほどね。まあ、頑がん張ばりなさい。今度は桂香ちゃんと笑顔で帰って来られるといいね」

　先月の団体戦に負けた時の悲しみに暮れた顔を見ているからか、母親の言葉には優しさの響ひびきが含まれていた。

「うん。そうなるように頑張るよ」

　母親が麦茶を飲む。空になったコップに麦茶を注ぐ。再び半分ほど飲む。ふうっと息を吐はいて口を開く。

「ねえ、あなたって、桂けい香かちゃんのこと好きなの？」

　僕は嚥えん下げする寸前だったチキンカツを噴き出した。

「何してるの。汚きたない」

　母親がティッシュを三枚取り出し、テーブル上に散らばったチキンカツの欠片かけらを摘つまみ取る。

「いきなり変なことを訊きくからだよ」

「だっていつも一緒に帰ってきてるじゃない。桂香ちゃんの部屋にもよく行ってるし、今度の大会も一緒に出るし」

「一緒に帰るのは家が同じ方向だからで、部屋によく行くのは将しよう棋ぎの練習で行ってるだけだよ。今度の大会に誘ったのは僕だけど、それは大おお橋はし先輩が同じ将棋クラブの先輩だからだよ」

　僕は理屈っぽく答える。当然だが、母親に本当のことなど言えるはずもない。

「でも、このあいだ二人で遊びに行ったらしいじゃない。桂香ちゃんのお母さんから聞いたのよ。ゲームセンターやボウリング、カラオケ、そのあとは大橋名人と将棋のイベントで対局したって。普通の先輩と後輩というには、結構濃こい関係に思うけど」

　僕は答えることなく、ご飯を食べ続ける。このままここに居たら、何を訊かれるかわからない。危険だ。早く脱出しなくては。

　僕のそんな考えなど知る由よしもない母親は、更に桂香先輩について話し始める。

「あなたもいつか結婚することになるわけだけど、桂香ちゃんみたいな女の人をお嫁さんにしなさい。絶対に上う手まくいくから。そうなってくれたら、私もとても助かるんだけどね。ああ、桂香ちゃんみたいな人というか、桂香ちゃんが一番良いんだけどね。それで、どうなの。あなた、桂香ちゃんのことどう思ってるの？　もしあなたが恋心を抱いてるのなら、私が桂香ちゃんのお母さんに話してそういう場をセッティング──」

「ご馳ち走そう様さま」

　僕は急いで食器を流し台に置いてリビングを離れた。脱出成功。何だよセッティングって。僕は結婚したくても結婚できない三十代や四十代の男ではないのだ。セッティングなどする必要はない。

　部屋に戻ると、女王は先ほど同様椅い子すに座り、香きよう車しやはベッドの上で寛くつろぎ、歩ふと桂けい馬まは将棋の対局をしていた。僕は将棋盤ばんの横に座り、二人の対局を眺める。

　今までは夕食を食べたあとはすぐに風呂に入っていたのだが、先月の終わり頃から週に四日は、夕食後にウォーキングをすることにしていた。風呂に入るのは、ウォーキングから帰ったあと。たくさん汗を搔かいたあとに入る風呂は、最高に気持ちが良かった。

　ウォーキングを始めた理由は、将棋を指すのにも体力が必要だと思ったから。将棋ファンのあいだでは有名な話だが、プロ棋き士しは対局のあとに体重が二、三キロ減ることもあると言う。それだけ、体力と気力を消費しているということだ。ウォーキングの他に、桂けい香か先輩に倣ならって筋トレも始めていた。棋力を上げるのと並行して、どんな強敵との戦いにも耐たえられるだけの体力を付ける。それが狙ねらいだ。

　時計の針が七時を少し過ぎた頃、僕はジャージーに着替えて首にタオルをかけ、四枚の駒こまをポケットに入れて家を出た。

　九月中旬でも夏の暑さは引くことを知らないが、日の入りは早くなっていて、すでに世界は黒く染まっていた。気分転換のために、僕はいつもとは違う方向へと歩き始める。

　二十分ほど前進し続けたところで、人通りのない通りへと出る。街灯もなく、時折通る車のヘッドライトが辺りを照らすだけの寂しい通りだった。

　僕はポケットから四枚の駒を取り出し、

「みんな、出て来てもいいですよ」

　と、声をかけた。

　瞬しゆん時じに四人の駒娘達が出てきて、僕と一緒に歩き始める。僕は時々、人通りの少ないところでは駒娘達と一緒に歩くことにしていた。

「薄気味悪い通りだな。こんなところ、女子供は安心して歩けないだろ」

　月明かりに照らされている女王の顔は、見たことのない表情だった。眉み間けんに皺しわを寄せ、険しい顔で辺りを窺うかがっている。女性や子供のことを思って、そういう表情になっているのだろうか。安全が確保できていないじゃないか、と。

　僕は額ひたいから流れ落ちてくる汗をタオルで拭ふきながら、

「確かに、無む駄だに街灯を設置しているところから、いくつかここに持ってきた方がいいかもしれないですね」

「不必要なところに金をかけて、必要なところには手をつけず。江戸時代から、役人というのは全く変わってないな。嘆なげかわしい」

　四百年の記憶を持つ存在の言葉には、非常に説得力があった。

「ほんま、女王様の仰おつしやるとおりです」

　香きよう車しやが揉もみ手で相あい槌づちを打つ。

「社会的弱者の痛みがわからない連中が、役人には多くいるということでしょうね。そういう人間じゃないとお役所仕事は務まらないのか、それともお役所の中にいるとそういう思考の人間になってしまうのかは、判断しかねるところですが」

　僕達の頭上を、飛行機が重低音を響ひびかせて通過していく。歩きながら、四人の駒娘達は頭上を見上げていた。その光景を見た時、僕の口は自然と開いていた。

「今更ですけど、みんなが生まれた江戸時代や明治、大正時代と比べて、今の科学力をどう思いますか？」

「文字どおり天と地ほどの差がありますわ。正直、同じ日本とは思えないくらい、あらゆる物が発展しています」

　歩ふは心底感心した様子で答えた。

「あんまり興味ないけど、今の時代は人間が物に引っ張られている感じ。昔はその逆だった」

　桂けい馬まは興味なさげに答えた。

「便利になるっちゅうことは、とてもええことやと思うで。江戸時代やったらどんなに頑がん張ばっても到着するのに数十日かかる距離を、今じゃ数時間で行けるんやからな。しかも、疲つかれることなく、や。携けい帯たい電話やパソコンも含めて、あらゆる家電製品が劇げき的てきに進化した。あゆむは良い時代に生まれたと思うで。絶対、便利な方がええもん」

　香きよう車しやは僕の頭を撫なでながら答えた。

「確かに便利にはなったが、人の心はどうかな。個人的な感覚で言わせてもらうと、文明が発達して豊かになれば、比例して人間の心も豊かになるものだと想像しているのだが、実際には疑問符が付く。桂馬が言ったように、操っているのではなく操られているのだとしたら、とても悲しいことだと思うがな」

　女王は少し遠い目をして答えた。

　僕は昔のことはわからないが、確かに今は物への依存度が異様に高い気がする。携帯電話がその最たる例だろう。傍はた目めには携帯電話を操作しているように見えて、実際は操作させられているとしたら……怖こわい話だ。

「まあ、私はお前がしっかりした人間に成長すればそれでいい。お前は、心の貧しい人間にだけはなるな」

　僕は頷うなずき、腕時計を見る。

　家を出てから、三十分が経たっていた。そろそろ前進を止めて、来た道を戻ることにするか。そう思い立ち止まった時、僕の視界にとある建物が目に留まった。

　あそこって、確か……。

「何や、あの建物がどうかしたんか？」

　僕の視線に気づいた香車が訊たずねてきた。

「僕の記憶が正しいなら、あそこってお化けが出るって噂うわさの廃はい墟きよなんです。確か、以前は病院だったかな」

　言い終わった瞬しゆん間かん、僕は後こう悔かいした。

　恐る恐る、香車の顔を見る。

　満面の笑みで廃墟を見ている。

　ほら。やっぱり。僕はバカだ。

「ほう。お化けが出るんか。じゃあ、探たん索さくと行こうか」

「じゃあ、の意味がよくわかりませんが……」

「あたしは今まで幽ゆう霊れいというものを見たことがないんや。世間ではこれだけ幽霊を見たという目もく撃げき情報が溢あふれとるのにな。だから一度是ぜ非ひ、お化けを見てみたいんや。あゆむも見てみたいやろ？」

「いえ、僕は全く見たいとは思いません」

「何や、もしかして、男のくせにお化けが怖いんか？」

　男のくせに。

　たぶん男が一番言われたくない言葉だろう。たとえばこの局面。別に悪いことをしていないのに、お化けが出る廃はい墟きよに行くことを拒否することが、とても悪いことのように思われる。本当に、厭いやな言葉である。

　お化けなんて見たくないので、僕に同意してくれるだろう歩ふに助けを求めることにした。

「歩さんも、お化けは怖くて見に行きたくないですよね？」

「怖い？　わたくし、お化けなんて全然怖くありませんわ。たぶん、戦ったら勝てると思いますし」

　予想に反して、歩は毅き然ぜんとした顔で僕の言葉を突っぱねた。

　そうだった。忘れていた。駒こま娘むすめ達も幽霊みたいな存在なのだ。僕はもう慣れたが、将しよう棋ぎの駒が人間の姿で出てきたら、大抵の人は腰を抜ぬかす。

　一応、桂けい馬まにも同意を求めてみる。

「桂馬さん、お化け怖くないですか？」

「全然」

　会話終了。

　僕は深い溜ため息いきを吐つく。これはいつもの如ごとく、拒否しても無理やり連れて行かれる展開になるだろうな。

　考え方を変えよう。

　仮に、万が一お化けが出たとしよう。お化けに物理攻撃は効かない。しかし駒娘達も幽霊みたいなものなのだから、きっと何らかの攻撃が通用して撃退できるはずだ。香きよう車しや達なら僕を守ってくれる。そう信じることにしよう。

　僕が観念して了解しようとした時、意外なところから反論の声が飛んできた。

「何で幽霊が出るかもしれない廃墟に行く必要があるんだ」

　声の主は女王だった。怪け訝げんな顔で香車を見ている。

「いえ、まあ、人間がよくやってる肝きも試だめしみたいなものです」

「肝試し？　そんなものをやる必要性を感じない」

「まあ、お遊びの一種ということで」

「さっさと家に帰って指導対局をやった方が有意義だ」

「まあ、十分くらいの探索で終わりますので」

「別に廃はい墟きよの中に入らなくても、周囲を一周するくらいでも雰囲気は味わえるだろう」

　そう女王が言った瞬しゆん間かんだった。香きよう車しやの瞳の奥がきらりと光るのを、僕は見逃さなかった。

「あの、女王様、もしかして、お化けが怖いのですか？」

　香車が言い終わると同時に、女王の顔を扇いでいる扇せん子すのスピードが超高速になった。

「なあぁぁにを言ってるんだお前は。私を誰だと思ってるんだ」

「将しよう棋ぎの絶対的な駒こまである玉将の化身、女王様です」

「そうだ。女王の私に怖いものなどあるわけがないだろう」

「そうです。女王様に怖いものなどあるはずがありません。それでは、廃墟を探索しに行きましょう。すぐに終わります」

　香車は歩き出す。歩ふと桂けい馬まもあとに続いた。

　僕は女王を見る。女王も僕を見ていた。

「あの、女王様、大丈夫ですか？　何か理由をつけて駒の姿に戻りますか？」

「だぁぁから怖くないと言ってるだろう。ほら、お前が先に歩け」

　言われたとおり、僕は歩き始める。女王はまるで僕を盾にするかのように後ろを歩いている。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっている草木のあいだを歩き続け、廃墟の真ん前まで来た。僕達が止まっていると、一切の物音はしない。二階建ての建物はモルタルが剝はがれ落ちて、窓ガラスはところどころ割れている。風は吹いていないのに、変な臭においが鼻び孔こうの中に入ってきた。腐くさった食べ物のような臭い。しかしもう一度嗅かぐと、もう何も臭わなかった。気のせいだろうか。

　香車と桂馬、歩の三人はさっさと廃墟の中に入って行く。僕も周囲に気を配りながら中へと入る。

　廃墟の中はほんの少し月明かりが入っているだけで、ほとんど何も見えない。脚を前に出す度たびに、何かを踏みつける音が廃墟の中に響ひびく。木材や剝がれた石材等などが床に散らばっているようだ。冷房なんてついていないのに、なぜか建物の中は涼すずしげな空気が漂ただよっていた。

「幽霊さーん。いますかぁ。お話ししましょっ」

　廃墟中に香車の声が響き渡る。

「何を言ってるんだあいつは。全く」

　僕の背後では、女王がぶつぶつと香車に文句を言っている。

　前方に意識を集中していたために気づかなかったが、女王が僕の袖そでの部分を指で摘つまんでいた。広げた扇子で口元を隠し、忙せわしなく辺りをきょろきょろと見ている。歩く姿はへっぴり腰である。
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　普通に可愛かわいいと思ってしまった。僕の方がずっと年下なのに、守ってあげたいという思いが生まれていた。

　一階を半分ほど見たあと、中央に位置する階段で二階へ上がり、全ての部屋を見て回る。誰かが肝試しで入ったのか、空き缶がいくつか落ちていた。僕がその空き缶に気づかず蹴けってしまい高音が響ひびき渡ると、女王が僕の二の腕をぎゅっと摑つかんだ。乱れた呼吸が僕の耳にかかっている。二階を探索し終えると、再び一階へ下り、残り半分の部屋を見て回った。幸いにもこの世のものではない何かが現れることなく、一階も全て探索し終えた。

「何や。何もおらへんやん」

　実につまらないといった表情で、香きよう車しやが軽く首を振った。

「まあ、噂うわさですからね……」

　僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。激げき闘とうの末に勝利した対局後のように、身も心も軽くなっていた。

「さあ、さっさと帰ってあゆむを鍛きたえるぞ」

　それまで僕の背後に隠れていた女王が前に出て来て歩き出した。そこにへっぴり腰だった女王の面おも影かげはない。

「みんなも行きましょう」

　香車達を促うながし、僕は女王の横に並んで歩き始めた。

　その直後だった。

　僕の視界の右みぎ端はしで、何かが動いた。僕は立ち止まる。駒こま娘むすめ達も気づいたようで、全員が同じ方向に視線を向けていた。

　一面が黒い窓まど際ぎわの端で、月明かりに照らされた黒い人影のようなものが、ゆらりと動いた。

　瞬しゆん間かん──。

「うわあああああああああああああ」

「きゃあああああああああああああ」

　僕と女王は絶ぜつ叫きようしながら走り出した。

　僕は決して脚が速い方ではないが、その時の僕は百メートル走の県代表中学生とも五分くらいの速さだったという自信がある。

　驚きの速さで外に出ると、僕と女王は砂利じやり道みちの上にへたり込んだ。二人の荒い吐と息いきが、暗くら闇やみの中で存在を主張している。

　女王は、僕が初めて見る女の子座りをして、肩で息をしていた。俯うつむいている顔には長い髪かみがかかっているので表情は確認できないが、泣いているようにも見えた。その姿は、誰よりも女の子だった。

　僕達が外に出てから、五分ほど経たっただろうか。香きよう車しや達が一向に出て来ないので、僕が心配し始めた頃、三人の駒こま娘むすめ達はゆっくりとした歩みで出てきた。平然とした表情は崩れていない。

「女王様、大丈夫ですか？」

　中腰になって訊たずねる香車だったが、その表情に心配している色は微み塵じんも見受けられない。僕の目には、笑い出すのを堪こらえているようにも見えた。

　自分の置かれている状況を理解したのか、女の子座りをしていた女王が跳ね上がるように立ち上がった。

「私は最初から大丈夫だ。今まで大丈夫じゃなかったことなど、一度としてない。こんなつまらん茶番は終わりだ。さっさと帰るぞ。──あゆむ、右手」

　いつもと変わらない口調で言い、女王は駒の姿に戻って僕の掌てのひらに乗った。

「ひひひ。良い武器を手に入れたで」

　僕の耳元で囁ささやく香車の顔は、下げ剋こく上じようを狙ねらう家来そのものだった。

　僕は廃はい墟きよに視線を向けて、

「それにしても、さっきの黒い影は錯さつ覚かくだったのかな。ほんとに怖くて、総毛立ちました」

「錯覚ちゃうで。あれは本物の幽霊やった。少し話したもん」

「ええっ！　幽霊と話したんですか？」

「話のわかる幽霊やったで。ま、歩きながら色々と教えたるわ」

　僕はとても貴重な体験をしたのかもしれない。幽霊との会話も聞かせてもらえるし。だが、二度とこんな怖い思いをするのはごめんだ。香車のいないところで、女王と作戦会議をする必要があるだろう。僕の考えに呼応するかのように、ポケットの中の玉将が少し動いた気がした。




　　　　２




　僕は朝から落ち着かなかった。女王の指導対局もきちんと頭に入ってこなくて、何度も注意されていた。間もなく桂けい香か先せん輩ぱいがこの部屋にやって来る。それだけで極度の緊張状態だった。桂香先輩の部屋には何度も行っているのに、なぜこんなに緊張するのだろうか。今日の戦いはアウェーじゃなくてホームなのに。

　昼食を食べ終えたあと、僕は部屋の隅すみ々ずみに掃そう除じ機きをかけた。昨日あれだけ掃除したので一本の毛も落ちてはいなかったが、身体からだを動かさずにはいられなかった。

　約束の時間の二分前に、呼び鈴が鳴った。

「あゆむ、いきなり押し倒したらあかんで。慎重にな」

　香きよう車しやが厭いやらしい笑みを浮かべて僕に耳打ちする。

「もう。またそんな変なことを言う。あゆむくん、桂香さんと楽しい時間を過ごしてね。香車さんは、わたくしが押さえ込んでおきますから」

　そう言って歩ふは香車の手を握って駒こまの姿に戻った。

　僕が階段を下りている時、母親が玄関のドアを開けるところが見えた。しまった。出遅れた。

「あら、桂香ちゃん、こんにちは」

「こんにちは。あゆむくんはいますか？」

　僕は母親の後ろから顔を出して、

「大おお橋はし先輩こんにちは。どうぞ。上がってください」

　と言ってスリッパを出した。

　母親は僕と桂香先輩を交互に見て、

「桂香ちゃんが家に来るの、初めてじゃない？」

「はい。初めてお邪じや魔まします」

「あらぁ、嬉うれしいわ。ありがとうね。そうなのぉ」

　何が、ありがとうなのだろうか。そうなのぉ、という言葉の意味もわからない。赤いシグナルが脳裏で点てん滅めつする。昨日のことがあるので、あまり母親と桂香先輩を話させない方がいいと、僕の直感が告げていた。

「さあ、大橋先輩、どうぞ」

　僕は母親を押し退のけるようにして、桂香先輩を招き入れた。桂香先輩は母親に丁てい寧ねいに頭を下げてスリッパを履はくと、僕に続いて階段を上がって来る。

　ドアを開けて、中を見回す。塵ちりは落ちていない。芳ほう香こう剤ざいの匂においも良し。クーラーも寒すぎない程度に効いている。眉まゆを顰ひそめられるようなところは、ゼロだ。僕は安全を確認し終えてから、部屋に桂香先輩を入れた。

「綺き麗れいに整理整せい頓とんされてるわね。普段の行動から見ていてわかってはいたけど、あゆむくんって綺麗好きよね」

　そんな風に見られていたのか。感激である。

「散らかっていると落ち着かないので」

「ふうん。男の子の部屋って、こんな感じなんだ」

　桂けい香か先輩は色々なところを、まじまじと眺めている。

「大おお橋はし先輩は、男子の部屋に入られたことはないんですか？」

「親族以外の男の子の部屋には、今日初めて入ったわ」

　桂香先輩を初めて部屋に入れた男子が僕になるわけか。思った以上に僕は凄すごいことをやっているのかもしれない。

　ドアがノックされ、母親の声が聞こえてきた。僕はドアを開ける。母親はペットボトルに入ったジュースとコップ二つ、和菓子をお盆に載せていた。母親はお盆を僕に持たせると部屋の中に顔を入れて、

「桂香ちゃん。おばちゃんはちょっと用事で出かけるから、ゆっくりしていってね」

「はい。ありがとうございます」

「あゆむ。お母さんは夕方まで帰ってこないから、ちゃんとしなさい。いいわね」

　やたら真剣な顔で言い置き、母親は一階へと下りて行った。

　やれやれである。一体何をちゃんとすればいいのだろうか。

　僕はコップにジュースを注いで桂香先輩の前に置く。桂香先輩がジュースを飲んでいるあいだに、部屋の隅に置いていた将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまを持ってきて桂香先輩の前に置いた。

「これが先祖代々伝わる、盤と駒です」

「わあ。やっぱり年季が入ってるわね。触ってもいい？」

「どうぞ」

　桂香先輩は将棋盤の上を指でなぞる。次いで箱の中から駒を取り出し、一枚一枚手に取って眺め始めた。

「今まで触ったどの駒よりも、重みがあるわ。盤も駒も、厳おごそかな気を纏まとっている感じ。駒の文字もはっきりと見えているし、保存状態も良かったのね」

「先祖代々受け継がれてきているものなので、僕も大事に扱あつかわないといけません」

「あゆむくんも、将来父親になったら、この盤と駒で子供に将棋を教えるのかな」

　その言葉で僕の脳裏に浮かんできたのは、桂香先輩と赤ん坊の顔だった。

　僕は頭を振って妄もう想そうを消し去る。飛ひ躍やくし過ぎだ。本人を前にこんな妄想をしていたら、まともに顔も見られなくなる。

　桂香先輩が、一枚ずつ丁てい寧ねいに駒を箱の中に戻していく。その途中、香きよう車しやを摘つまんで箱の中に入れようとした時だった。

「ん？」

　と、桂香先輩が手を止めて室内を見回した。

「どうかしましたか？」

「今、女の人の声が聞こえた気がしたの」

　僕の頭に真っ先に浮かんできたのは、ニヤニヤした香きよう車しやの顔だった。

　もうっ。悪戯いたずら好きなんだから。

　僕は桂けい香か先輩から盤ばんと駒こまを受け取り部屋の隅に置く。離れ際に箱の中の香車を触って「お願いですから悪戯しないでください」と念押しした。

「それじゃ、始めましょうか」

　僕は桂香先輩をパソコンの前に誘さそい、父親の部屋から持ってきた高級椅い子すに座るよう勧すすめた。僕も隣となりに腰を下ろし、パソコンを起動させる。ネット道場にアクセスして、腕の立つ猛も者さを探し始める。日曜日の午後ということで対戦相手には事欠かない。すぐに強者を見つけた。

「この人、新顔ですけどかなり勢いがありますね。現在二十連勝中です。対戦相手も手て強ごわい相手ばかりだし、相手に不足なしかと」

「うん。この人を倒して、勢いを分けてもらいましょう」

　対戦を申し込むと、すぐに対局が開始された。

　桂香先輩は初手２六歩ふと指さした。明日のペアマッチ大会は、必ず女性が初手を指すことになっている。だからペアで指す時は本番と同じように桂香先輩が初手を指していた。戦型がどうなるかは対戦相手次第だが、僕は居い飛び車しや党とうなので、先後どちらになっても飛車は振らないということに決めていた。

　桂香先輩が指し、対戦相手が指す。僕が指し、対戦相手が指す。その行為が繰り返されていく。僕が攻めたいと思う時は桂香先輩も攻めの手を、ここは受けておきたいなと僕が思った時は桂香先輩も受けの手を指してくれている。この意思疎そ通つうができないと傷口がどんどん広がっていくことになるが、僕達の呼吸はぴったりだった。

　横よこ歩ふ取どりの勝負は、終盤戦に突入していた。僕の形勢判断は五分。二十連勝しているだけあって、対戦相手は強かった。終盤戦のこれからは、隙すきを見せたら一気に寄せられるだろう。そう思わせるだけの迫力があった。

　明日の本番では、対局中に二回まで相談タイムを取ることが許されている。だから僕達は難解な局面になったら相談することに決めていた。桂香先輩の手番になった時、ここが勝負どころだと判断した僕は、相談タイムを取りましょうと声をかけた。

　桂香先輩はジュースを一口飲んで、ふうっと息を吐はいた。

「この人、本当に強いわね。隙がない感じ」

「さすが二十連勝してるだけはありますね。でも、ここから攻め合ったら一手差で勝ちます」

　桂香先輩は少し驚いた顔をして、

「えっ。あゆむくん、もう詰つみまで見えてるの？」

「はい。相手が受けずに攻め合ったらという条件付きですけど。たぶん相手は、次に桂香先輩が玉を詰ましにいく攻めを見せたら、受けずに攻め合いを選ぶと思います。そう思うだけの理由もあります。直前に僕が２一飛車と打ち込みましたけど、相手は五分の時間を使って考えた末、受けずに８七歩ふ成なりと攻めの一手を指しました。つまり、ここから攻め合えば自分が勝つと相手は思っているわけです。自信がなければ、敵てき陣じんではなく自陣の方に手をつけたはずです」

　桂けい香か先輩は感心した様子で頷うなずいて、

「なるほど。さすがの読みね」

「それで、具体的な攻め手順なんですけど、次に大おお橋はし先輩は４五桂けい馬まと指してください。上と下からの攻めを開始します。そのあと相手は７八と金と攻めてくるはずですから、次に僕は５三桂けい成なりと指します。相手は最善の逃げ道である７二玉と指しますけど──」

　それから僕は十五手先までの攻め手順を桂香先輩に説明した。途中で変化はあるが、桂香先輩の力なら必ず正しい攻め手順がわかるはずですと付け加える。

「こちらの連続王手が一いつ旦たん途切れると、相手は猛攻を仕し掛かけてくるはずです。こちらの玉の逃げ道は一本道で、最終的には１六の地点まで逃げることになります。そこで相手は２七銀と王手をかけてきます。かなり際どい局面になりますけど、さっき僕が２一に打った飛車が利きいているので、２七同飛車成と指して銀を取れます。相手が２七同金と指すと飛車を取られて自玉に必ひつ至しをかけられますけど、こちらが銀を取ったことによって敵玉に即そく詰づみが発生します。難度の高い十三手て詰づめですけど、大橋先輩の力なら問題ないはずです。でも、もし詰み手順がわからない場合は相談タイムを取ってください」

　僕の長い説明を真剣な表情で聞いていた桂香先輩は、腹の底から響ひびくような唸うなり声を上げて僕を見た。

「ほんとに凄すごい。この局面でここまでの読みができるなんて。──わかったわ。考えてもわからないところが出てきたら、相談するわね」

　僕達は対局の場へと戻る。桂香先輩が４五桂と指すと、予想どおり対戦相手は受けずに攻め合う一手を指してきた。僕と桂香先輩は、一糸乱れぬ手順で敵玉を追い詰めていく。一度王手が途切れると、対戦相手はやはり僕の想定内の攻めで迫ってくる。この手順を選択したということは、対戦相手は勝ったと思っているはず。パソコンの前で口角を上げているかもしれない。

　僕は十三手詰の始まりである一手を指す。敵玉は逃げる。次は桂香先輩の手番。この詰め手順は、五段階の難度で言えば三と四のあいだくらいだが、桂香先輩は詰つめ将しよう棋ぎを得意としているので解けると確信していた。

　桂香先輩は眉み間けんに深い皺しわを刻んでディスプレイの中の将棋盤ばんを凝ぎよう視ししている。そのまま持ち時間を使い切り、三十秒の秒読みに入る。二十秒になったところで、桂香先輩は着手した。その一手を見た僕の口角は自然と上がる。ここで正しい一手が指せるなら、きっと明日も大丈夫だ。

　対戦相手が玉を逃がし、僕の手番になる。本当は即そく座ざに指せるが、僕は敢あえて時間ギリギリまで指さなかった。桂香先輩にこのあとの展開を読んでもらうためだ。ペア将棋では、こういう思い遣やりも必要となる。以降、僕と桂香先輩は最善手を指し続けて敵玉を仕留めた。

「はあぁ。良かったわ、間違わずに指せて」

　桂けい香か先輩は胸に手を当てて、安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「お見事でした」

「でも、あゆむくんに先導してもらわなかったら、あの詰みは私には見えなかった」

「ペア将しよう棋ぎですから、それで全く問題ありません」

「そっか。引っ張ってもらう形でも、正しく指せれば問題ないのよね」

「はい。変化の多い詰みをお互いに間違わずに指せたので、ますます優勝の可能性は高まったと思います」

「よし。もっと優勝の可能性を高められるように、更なる強敵と指しましょう」

「了解です」

　それから西の空が杏あん子ず色に染まるまで、僕達は全国に散らばる強敵達と戦い続けた。最終的な戦績は、九戦して七勝二敗。このネット道場で名の知られた相手ばかりとの対局でこの数字は、明日の大会に向けて十分自信を高められるものだった。

「私がきちんと指せていれば全勝だったね」

　桂香先輩は、自分の指した手が負けに繫つながっていることを気にしている様子だった。

　僕は首を横に振って、

「以心伝心で勝つことも大事ですけど、一人で指す時と同じように、負けても得るものはありましたから。僕が思ったのは、相談タイムの取り方ですね。二敗はいずれも、二回の相談タイムを使い切ってしまっていたので、悩ましい最終盤ばんでタイムを取ることができませんでした。明日もきっと同じように最後の斬きり合いで相談タイムが必要になる時があると思うので、余程のことがない限りは、最終盤まで相談タイムを残しておいた方がいいと思います」

「それは痛感させられたわ。何度もあゆむくんに最善手を訊ききたいと思っちゃったもの」

「頼りにしてもらえるのは凄すごく嬉うれしいんですけど、僕も大おお橋はし先輩に相談したい時もあるんですよ。話し合うことで、見えていなかったものが見えることもありますから」

「私でも、お役に立てる？」

「当然じゃないですか。ペア将棋は、二人で一つなんですから」

「二人で一つ、か」

　桂香先輩が呟つぶやくように復唱する。僕は自分の発した言葉に一人で照れた。

「私、あゆむくんからペアマッチ大会に誘われた当初は、そこまで優勝への強い拘こだわりはなかったのね。もちろん、出場するからには頂点を目指すけど、中学の公式戦ほどの思い入れはなかった。でも、私気づいたの。中学生になってから、私はどの大会でも優勝したことがないって。団体戦は準優勝、中学生名人戦も西にし本もとくんに負けて準優勝、あゆむくんと二人で参加した道場の大会も二に階かい堂どうくんに負けて準優勝だった。この三年間、私は一度も頂点に立っていないんだという事実を知ると、是ぜが非ひでもペアマッチ大会は優勝したいという思いが湧わいてきた。終わり良ければ全て良し。だから、明日の大会は、最高の集中力で臨のぞんで、足あし手で纏まといにならないように頑張ります」

　桂けい香か先輩は握り締めた拳こぶしを軽く前に突き出した。

　僕は桂香先輩の言葉を真しん摯しに受け止めて頷うなずいた。

「わかりました。僕も最高の状態で臨みます。必ず、二人の力を全て出し切って優勝しましょう」

「はい。よろしくお願いします」

　桂香先輩はにこりと笑って頭を下げた。

　それから明日の駅での待ち合わせ時間を確認し合ってから、桂香先輩は帰宅することになった。学校から一緒に帰宅した時と同じように、僕は外に出て桂香先輩の姿が消えるまで見送り続けた。部屋に戻ると、四人の駒こま娘むすめが出現していた。香きよう車しやが僕をヘッド・ロックする。

「あゆむぅ、桂香を押し倒さないか冷や冷やしたけど、よう我が慢まんしたなぁ」

「我慢なんかしてませんよ！　──香車さん、桂香先輩に何か言ったでしょう」

「こんにちは、言うただけやで」

「もうっ、ダメじゃないですか」

「ええやん。洒落しやれや、洒落」

「桂香先輩が気味悪がって来てくれなくなるかもしれないから、止めてください」

　歩ふが前に出てきて、僕をヘッド・ロックしている香車の両手をこじ開けた。

「ごめんね、あゆむくん。今度からはわたくしがきちんと見張っておきますから、心置きなく桂香さんとの時を過ごしてください」

「ありがとう。お願いするね」

「何やそれ。あたしが悪者みたいやないか」

「香車さんがちょっかいを出すからいけないんですよ。さぁ、こっちに来てください」

　歩が香車を引っ張って行き、テーブルの横に座らせた。僕も一ひと息いき吐ついて腰を下ろすと、正面に座る女王が口を開いた。

「さっきの九回の対局は、なかなか良かったぞ」

「ありがとうございます」

「桂けい馬まの使い方は相変わらず微び妙みようだけどね」

「すみません」

　女王は一つ咳せき払ばらいをして、

「明日は桂香の調子次第だから何とも言えんが、まあ今日の調子なら、ほとんどのペアには勝てるだろう。相談タイムの使い方も、お前がさっき桂香に教えたとおりで良い」

「はい。他に何かアドバイスはありますか？」

　女王は少し考えて、

「お前と桂けい香かが事前に決めている作戦に異論はないが、敢あえて一つ言うなら、桂香に遠慮するなということか」

「遠慮、ですか？」

「たとえば桂香が緩かん手しゆを指したとする。お前の手番になった時、道が二つに分かれていたとする。左に進めばその緩手を打ち消してお釣つりがくるほどの展開。しかし桂香に継続手は見えないかもしれない。右に進めばその緩手を打ち消せるかもしれないが、はっきり優勢になれるかどうかはわからない。でも左の道を進むよりも、右の道は桂香でも確実に先が読める展開。この場合、お前は右の道を進むことを選ぶ。さっきの二敗がその証左だ。お前には必ず優勢になる手順が見えていた。しかし前述したとおり、そちらの道は変化が多く難解な手順なので、桂香にはこの展開は読めないかもしれないと判断したお前はそちらへは進まなかった。結果、二度負けた。そうだろう」

　図星だったので、僕は首しゆ肯こうした。

「まあ、仕方ない面もあるが、それだと優勝を逃のがすかもしれない。桂香に遠慮せず、お前が確実に勝てると思う一手を指せ。あと、桂香を信じてやれ。この一手を指して負けたら仕方ないと思うのではなく、桂香なら確実にこの一手の意図を汲くみ取ってくれると、強く信じてやれ。どんな競技でもそうだが、パートナーを信じないペアに真の勝利はない」

　ぐうの音も出ないほどの正論だった。女王の言ったとおり、僕は桂香先輩を信じ切っていなかったのかもしれない。深く読む時間が残されていなかったから、わかりやすい道を選んだというのが真実である。でもそれは結果的には、女王の言ったことと同義とも言える。僕の中で、桂香先輩を信じる力が足りていなかった。

「僕、明日は強い一手を指し続けます。自分が優勢になれると確信できる道を進み続けます」

　女王は満足したように頷うなずき、

「それでいい。明日の大会は団体戦や中学生名人戦のような張り詰めた空気の中で指す対局とは違うが、真剣勝負には違いない。わかっていると思うが、私は負けるのは嫌いだ。たとえペア将しよう棋ぎでもな。優勝しろよ」

「もちろんです。優勝しか狙ねらっていません。桂香先輩と一緒に、有終の美を飾かざりたいです」

「うむ。それじゃ、指導対局午後の部を始めるか」

「よろしくお願いします」

　僕は深く頭を下げて、女王との対局を開始する。




　　　　３




　ペアマッチ将棋大会が行われる区民センターに着いたのは、午前九時二十五分だった。

　夏の最後の抵抗とばかりに、今日の気温は真夏日と同じだった。大した距離を歩いたわけでもないのに、区民センターに着いた頃には肌着が汗で湿しめっていて、クーラーの効いた建物に入ると生き返った心地になった。

「あゆむくん、いきなり体力を削けずられたわね」

　桂けい香か先せん輩ぱいは冗じよう談だんっぽく言って、タオルで汗を拭ふき始めた。

　僕もバッグからタオルを取り出して、

「ほんとに、嫌いやがらせのように暑いですね」

　自動販売機で飲料水を買い、水分補給をする。力が漲みなぎってくるのを感じながら、僕達は会場のある階へと移動した。

　受付カウンターの前にはすでに多くの人が並んでいた。このペアマッチ将しよう棋ぎ大会は、並行して初級者の女性限定の大会も行われるので、女性の方が多く目に付いた。

　大人の方が圧倒的に多いのだろうなと予想していたのだが、僕達と変わらない年齢の人もたくさんいて、父親と思おぼしき男性と手を繫つないでいる小学校低学年の女の子や、高校生と思われる女子三人、僕と同年代に見える男女も数人いた。

　そんな風に並んでいる人達に視線を向けていると、僕の目が受付で書き込んでいる男性に釘くぎ付づけになった。桂香先輩もその男性に気づいたようで、

「あゆむくん、あの人……」

　と、僕に声をかけてきた。

　僕は頷うなずき、

「はい。今年のアマチュア名人に輝いた、一いつ色しきさんですね。これはまた、凄すごい強豪が出てきましたね」

　一色さんは今年も含めて、計三度もアマチュア名人の座に就ついたトップアマチュアの一人だった。対プロ棋き士しの勝率も三割に到達しているはずだ。将棋指さしを生なり業わいにしている人達相手の勝率三割は、僕からするとかなりの高勝率に思えた。少なくとも、今の僕ではその数字を出すことはできない。

「パートナーの女性の方も、将棋雑誌で見た憶えがあるわ。その時とは髪かみ型がたが変わってるけど、三年くらい前のアマチュア女流名人戦を制した、光みつ原はらさんだと思う。最近はタイトルを獲とっていないけど、どのタイトル戦でも上位に進出している強豪よ」

　僕は唸うなり声を上げて、

「トップアマチュア同士のペアですか。かなりの強敵と戦うことになりそうですね」

　一いち概がいに比べることはできないが、あのペアを倒すのは、団体戦の西にし本もとチームを倒すくらいハードルが高いことなのかもしれなかった。予想していた以上にハイレベルなペアの出現に、僕は少し気き後おくれしてしまった。

　だが、そんな僕のマイナスな感情も、すぐに桂香先輩が吹き飛ばしてくれた。

「あの二人の名前は過去の優勝や準優勝ペアの欄らんに載っていなかったから、長年ペアを組んでるわけじゃないと思う。以心伝心の強さなら、私達の方が上かもしれない。それに今のあゆむくんなら、アマチュア名人とだって五分以上に戦えるはずよ。頑がん張ばらなきゃいけないのは、私の方。私があゆむくんの脚を引っ張らずにきちんと指すことができれば、あの二人にだってきっと勝てる」

「そうですよね。あくまでも大事なのは、どれだけ息が合った指し回しができるかですよね」

　桂けい香か先輩の力強い言葉に、僕は気持ちを奮い立たせて頰ほおを叩たたいた。

　受付で手続きを済ませて僕達は会場へと入る。整然と並べられた机や椅い子す、組み合わせ表等などを貼はるホワイトボードを見ていると、一ヵ月前の団体戦の光景が脳裏を過よぎった。

　対西にし本もと戦の負け。そして団体戦の敗北は、僕の人生で一番悔くやしい負けだった。

　あれから一ヵ月の時間が流れて、胸に空いた穴も埋まりつつあったが、まだほんの少し、空虚感のようなものが残っていた。あの時見た桂香先輩の悲哀に満ちた顔が、時折夢に出てくるのだ。

　夢に出てくる桂香先輩の悲しげな顔を笑顔に変えるには、ここで優勝するしかない。そう信じている。

　僕が心の中で決意表明をした直後、女王の声が頭に響ひびいた。

（今年のアマチュア名人も出てくるのか。一対一の戦いじゃないのが惜しいが、まあそれでも力試しの場にはなる。あのペアを見て、ネガティブ思考は芽を出してないだろうな）

（少しだけ気き後おくれしてしまいましたが、桂香先輩の言葉で打ち消しました。問題ありません）

（あのペアを倒して優勝しろよ）

（はい。組み合わせ次第ですけど、間違いなくあのペアは優勝候補筆頭ですから、僕達が勝ち続ければどこかで当たるはずです。倒して優勝します）

「あれ？　大おお橋はしと上かみ条じようか？」

　声のした方に振り返ると、二に階かい堂どうが立っていた。隣となりには見慣れない眼鏡めがね姿の女の子がいる。僕達はそれぞれ挨あい拶さつを交わした。二階堂は僕と桂香先輩を交互に見ながら、

「以前にもこの大会に出たことあるのか？」

「ううん。今回が初めてよ。あゆむくんに誘われて参加することにしたの」

「へえ……上条の方から誘ったのか……」

　二階堂の僕を見る目に嫉しつ妬との炎が宿った、ように見えたのは僕の錯さつ覚かくだろうか。しかしきっと二階堂も、桂香先輩を誘いたかったに違いない。勇気を出せなかったのだろう。

「二階堂くんは参加経験があるの？」

「いや。俺も今回が初めてだ。前からこの大会があるのは知ってたんだけど、大したレベルの人は参加してないと思ったんだ。だけど調べてみると意外に名の知られた高段者も出てることを知ってな。賞品も結構良いものをくれるみたいだし、それならってことで脚を運んだのさ」

　桂香先輩が二階堂の隣にいる女子を見て、

「こちらの方は、二に階かい堂どうくんの恋人？」

　と、真顔で訊たずねた。

　二階堂は慌あわてふためいた様子で首を横に振って、

「いやいや、彼女とかそういうのじゃないよ。この子は、同じ将しよう棋ぎ部ぶの子で、二年生の東とう条じようさんって言うんだ」

　紹介された東条さんも否定的に首を振って、

「二階堂さんは先輩です。はい」

　東条さんはともかく、二階堂が慌てふためいたのは、桂香先輩にそんな風に思われたくないからなのだろう、と僕は分ぶん析せきした。彼の心の内を知っているだけに僕は同情した。

「私じゃ足あし手で纏まといになるって言ったんですけど、二階堂先輩が大丈夫だよって言ってくれたんで、参加することにしたんです。あの、お二人の強さは二階堂先輩から聞いています。対局することになったら、お手柔らかにお願いします」

　そう言って東条さんはぺこりと頭を下げた。

「それにしても、団体戦、惜しかったな」

　二階堂の僕達を見る目が、憐あわれみを帯びたものへと変わる。

「準優勝が一番悔くやしいってのは、俺も経験してるからわかる。こんなこと言っても何の慰なぐさめの言葉にもならないってのはわかってるけど、上かみ条じようの対西にし本もと戦の棋き譜ふを見た俺の感想は、限りなく勝ちに等しかったってことだ。本当にあと一歩、いや、半歩の差だった。相手が西本じゃなければ、上条の快勝だったはずだ。あの痺しびれる一手、上条の飛ひ車しや捨すてで劣勢になったはずなのに、あそこから跳ね返す西本は、やはり怪物だったってことだ」

「負けた直後は放心状態でしたけど、今はもう吹っ切れてます。あの時の悔しさをいつか笑える日がくるように、将棋を指し続けるだけです」

「そうか。その第一歩が今日ってわけだな。──ところで、何で二人とも制服を着てるんだ？」

　二階堂が言ったとおり、僕と桂香先輩は制服姿で戦いに臨のぞもうとしていた。

「私は、これが本当に中学生としては最後に出る大会だから、記念に着てきたのよ」

「ということで、僕も大おお橋はし先輩に合わせました」

　二階堂はなるほどと言って、

「俺も制服で来れば良かったかな」

　と、青いポロシャツ姿で頭をぽりぽりと搔かいた。

　やがて受付が終了し、全参加者が部屋の中に集まった。五十人以上はいるだろうか。熱気が充満している。係員がホワイトボードに組み合わせ表を貼はると、参加者が順番にそれを確認していく。

　ペアマッチ大会は、棋力に応じてＡクラスからＣクラスまでに分けられる。一クラス八組で編成され、三回の対局で順位を決定する。優勝するためには全勝しなければいけない。僕と桂香先輩ペアはＡクラスで申し込んでいて、当然アマチュア名人の一いつ色しきさん達や二に階かい堂どう達もＡクラスだった。

　確認した結果、僕達は一色さん達とは最後まで当たらない組み合わせになっていた。最後とはつまり、互いに二連勝したあとの直接対決。そのこと自体に安あん堵どするのは、別に悪いことではないだろう。どの道戦うことになるのであれば一回戦で戦ってもいいというのは理屈の話で、一色さん達と戦うまでに、桂けい香か先輩ときちんと意志の疎通ができるか確認しておきたかった。

「ちっ。一色さんとは二回戦で当たるのか」

　組み合わせ表を見た二階堂が、少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

「できれば最後に当たりたかったんだが、まあいいか。そっちのブロックを勝ち上がるだろう大おお橋はしと上かみ条じようは、一色さんペアと同じ強さだろうし」

「まずは一回戦を勝つことですね。あまり先を見ていると、足を掬すくわれますから」

　注意を促うながす意味を込めて僕は言った。それは同時に自分に言い聞かせた言葉でもある。僕達と一回戦で戦う人達の名前は聞いたことがない。しかし聞いたことがないからといって、弱いとは限らない。未知の強豪はどこにいるかわからないのだ。団体戦を経へて、僕はそのことを痛感している。

　二階堂は肩を竦すくめて、

「そうだな。Ａクラスに申し込んでる人達だから、皆強いよな。一対一ではこっちの棋き力りよくが上だったとしても、意志の疎通具合では向こうの方が優れているかもしれないし」

　僕は頷うなずき、

「お互い一回戦を勝てるように頑張りましょう」

「ああ。まずは初戦突破だ」

　僕達は互いの健けん闘とうを祈って、それぞれ決められた席へと腰を下ろした。

　僕達と戦うペアは、テーブルから少し離れたところで話し合っている。事前に決めている作戦の最終打ち合わせだろう。男女とも三十代半なかばくらいに見えるが、苗みよう字じが違うので夫婦ではないようだ。恋人同士か、あるいは会社の同どう僚りようか。いずれにしても大人のペアが相手ということで、一段と身が引き締まっていた。

「私達も作戦の確認をしておこうか」

　僕は首しゆ肯こうし、声に出して作戦の最終確認をする。




　一　先手と後手、どちらになっても居い飛び車しやの戦法を使う。

　一　急戦にするか持久戦にするかは、相手の出方次第。

　一　対振り飛車になった場合、可能ならば穴あな熊ぐまに囲う。

　一　相談タイムは持ち時間四十分の中で二回まで取ることができるが、どちらがタイムを取るにしても、なるべく終しゆう盤ばんまでは使わないようにする。

　一　持ち時間がなくなると相談タイムは取れないので、序じよ盤ばんはできるだけ早指しにする。




　お互いに確認し終えると、対戦相手ペアが着席した。互いに会え釈しやくする。

　団体戦の時は、戦う相手の顔を見て、どのくらいの棋き力りよくなのだろうとか、どういう戦法で挑いどんでくるのだろうとか、アレコレと考えたものだが、今の僕はそういった雑音に悩まされることはなかった。それは単純に棋力が上がって心の余裕ができたということもあるし、隣に桂けい香か先輩がいてくれるから落ち着いていられるというのもある。

　先後を決める振ふり駒ごまは、対戦相手ペアの男性が担当した。慣れた手つきで五枚の歩ふをばらまく。歩が四枚、と金が一枚。僕達の初戦は後手に決まった。

　対局開始時刻が近づいてくると、前方の壁かべ際ぎわに一人の女性が立って話し始めた。主しゆ催さい者しやの女じよ流りゆう棋き士しだ。僕はこの女流棋士も含めて、この大会を開催してくれた主催者やスポンサーに感謝していた。もしこの大会がなければ、先月で全てが終わり、僕は桂香先輩と一緒に戦うことができなかった。大会の規模は違っても、団体戦での悔くやしい気持ちを晴らせる機会であることに違いはない。

　挨あい拶さつが終わると、女流棋士の口から対局開始を告げる言葉が発せられた。

「お願いします」

　と、僕も含めて数十人の男女の声が室内に響ひびいた。

　先後とも、初手は必ず女性が指すルール。対戦相手である川かわ道みちという女性が、初手▲７六歩と指してチェス・クロックのボタンを押す。桂香先輩は一つ息を吐はいて、△３四歩と指した。次いで対戦相手の三み上かみという男性が、五秒考えて▲６八飛車と指した。

　ふむ。四し間けん飛び車しやか。

　相手に時間を使わせる目的で、ギリギリまで居い飛び車しやか振り飛車か絞しぼらせない指し方をすることも考えられたが、早々に飛車を振ってくれたので余計な時間を使わないで済む。僕はふうっと息を吐いて、△８四歩と指した。

　序盤は時間を使わない方がいいという考え方は相手も同じようで、常に十秒以内で指し続けている。

　事前に決めていたとおり、対振り飛車になり持久戦模も様ようになったので、僕達は玉を穴あな熊ぐまに囲った。デメリットも挙げることはできるが、一般的には全ての囲いの中で穴熊は最も堅いとされている。最大の長所は、堅さを活かして攻めに専念できるというところだ。

　矢や倉ぐら囲かこいや美み濃の囲がこいの場合は、攻める時も受ける時も読まなければいけない筋が非常に多く、そしてどれだけ深く読んでも、相手がそれを上回る手を指してくるというのは珍めずらしくない。だが穴熊という囲いの場合、相手が驚天動地の攻め方をしてくるというのはまずなかった。どういう攻め方をしてくるにしても大体読みの範はん疇ちゆうであり、自玉があと何手で詰まされるのか、速度計算が非常にし易やすい囲いである。故ゆえに、受けを無視して攻められるのが最大の魅み力りよくだった。

　局面は中ちゆう盤ばん。僕達の飛ひ車しやが相手陣じん地ちに入れるかどうかという局面になった時、相手ペアが一回目の相談タイムを取ることになった。三み上かみさんと川かわ道みちさんは席を立ち、相談コーナーが設もうけられている場所へと歩いて行く。その時点での持ち時間は、僕達が二十八分。相手ペアは二十五分。相談中も時間は減っていくので、相手ペアの持ち時間はこの間も減り続けている。

　桂けい香か先輩がペットボトルのお茶を飲んで、

「あゆむくんの形勢判断はどう？」

　と、訊たずねてきた。

　一方のペアが相談タイムを取って席を外しているあいだは、もう片方のペアも席に座ったまま相談していいルールとなっている。

「現局面は五分だと思いますけど、次に飛車を成なることができたら、こちらが一気に優勢になると思います」

「向こうもきっとそれをわかっているから、相談タイムを取ったのよね」

「そうですね。とにかく飛車を成らせないようにしてくると思います。たぶん、持ち駒ごまの歩ふを使って飛車を自陣に下げさせようとするでしょうね」

「そのあとの展開がちょっと難しそう……。右辺から攻めるのを諦あきらめて、玉ぎよく頭とう攻ぜめに方針転換とか？」

「いえ。銀を相手にあげて飛車を成らせましょう」

「銀をあげる？」

「はい。厳げん密みつに言うと銀と歩の交換です。こちらの大きな駒こま損ぞんですけど、それだけの価値があります。具体的な手順はですね──」

　僕は将しよう棋ぎ盤ばんの上を指差しながら、手順を説明していく。

「この指し方なら、最終的に８八飛車成なりとできます。飛車を成るだけで桂馬も取れませんし、相手に銀を取られているので不利のように思えますけど、このあとこちらは必ずと金を作ることができます。６七に歩を垂らして、次に６八歩成の順ですね。そのあと相手が攻めてくればこちらもと金を使っての攻め合いで十分ですし、相手が守りを強化してくるのであれば、こちらはまた歩を敵陣に打ち込んでと金を増やすという攻め方でいけます。いずれにしても、飛車を成ってと金を作った時点でこちらの優勢です」

　今盤上に現れている局面は、女王との指導対局で何度も目にした形で、敵の急所もたくさん教えてもらっていた。今桂香先輩に説明した筋も、そのうちの一つだ。僕には、ここからどう指せばいいのか、最終盤までの光景がはっきりと見えている。相手が女王の読みを上回る手を指してこない限り、僕の脳裏に浮かんでいる光景が覆くつがえされることはない。

　ただ、これは交互に指すペア将棋。全て僕の読みどおりに進行するとは限らないので、当然気を弛ゆるめてはいなかった。

　僕の説明を聞き終えた桂香先輩が、感心した様子で何度も頷うなずいていた。

「あゆむくんには何度もこの言葉をかけてるけど、ほんとに凄すごいわ。この時点で、すでにと金を量産できる展開になっているわけだけど、これも狙ねらいどおりなの？」

「そうですね。でもそれは大おお橋はし先輩が狙いどおりに指してくれたからです」

「私は、そこまで計算して指してたわけじゃないから……。こんな短い時間でそれだけ読めて思いどおりの展開を作れるなんて、圧巻の一言だわ」

　全ては駒こま娘むすめ達のお陰かげなんです。心の中で答えた。

　三み上かみさんと川かわ道みちさんが戻ってきた。二人が相談に使った時間は、約六分だった。

　次の手番である川道さんは、果たして僕の予想どおり、歩ふを盤ばん上じように打ち込んで飛ひ車しやの成なり込みを阻止しにきた。桂けい香か先輩は確認するように頷うなずき、銀を相手の桂けい馬まに取らせるところへ動かした。ほとんどタダで銀を取らせる一手に、三上さんはやや面喰らった顔になったが、少し考えて銀を取った。僕は桂馬の紐ひもが外れた歩を飛車で取る。駒こま得どくした相手ペアは自信有りといった表情と手つきで指し続けていたが、こちらがと金を作った辺りで顔色が悪くなり、二度目の相談タイムを取った。

「こうやって実際に指されてみると、簡単そうな筋に見えるんだけど、指される直前まで読めないのよね」

「そうですね。でも将しよう棋ぎって、そういうのが多いですよね。指されてみると自分でも簡単に指せそうだって思うんですけど、実際にはそう簡単に読めるものじゃないんですよね。相手ペアも、今頃そういう話をしているかもしれません」

「ここからの応手は、さっきあゆむくんが説明してくれたとおりでいいのかな？」

「はい。相手が攻め合いを選べば、龍りゆうとと金の攻めで十分です。そのまま一気に寄せるには攻め駒不足ですけど、攻め合いなら相手は必ず僕達に駒を渡すことになるので、それを使って攻めを継続させられます」

　矢や倉ぐらや美み濃の囲がこいなら、駒を渡さずに敵玉を追い回す攻めも可能だが、手つかず状態の穴あな熊ぐまを攻める場合は、それが歩であれ飛車であれ、必ず何らかの駒を相手に渡さなければ玉を討うち取ることはできない。穴熊で戦う時は、そういった後々手に入る駒のことも考えて攻められるのが利点の一つだった。

　相手ペアが戻ってくる。覚悟を決めた顔だ。

　予想どおり、相手は受けずに攻め合いを選択した。

　派手な殴なぐり合いへと突入していくが、やはり玉の囲いが堅い分、僕達の方が迫力のある攻めを繫つなげることができた。僕達が相手に歩と香きよう車しやを渡した時には敵の美濃囲いは八割方壊かい滅めつしていたが、相手は僕達に角と銀と桂馬を渡す怒ど濤とうの攻めを見せても、穴熊囲いは半壊くらいに留まっていた。

　やがて、こちらが受けなければあと五手で詰まされる局面になる。手番は桂香先輩。こちらの持ち時間はまだ十分残っている。攻めても受けても僕達の必勝形だが、敵玉を即そく詰づみにはできない。攻めに自信がないのであれば、安全勝ちを狙ねらって受けてもいい局面だった。

　相談タイムを取っても良い。そう思ったが、桂けい香か先輩は僕の顔をチラリと見たあと攻めの一手を指した。

　僕の口角が上がった。

　それでこそ桂香先輩だ。安全勝ちなんて狙わなくていい。敵てき玉ぎよくを詰まして勝った方が勢いもつく。

　僕達が受け切りを狙わなかったことで、相手ペアにも勝利への可能性がほんの少しだけ残された。僕達が攻める手順を間違えた場合は、逆転もある展開。

　だけど僕達は間違わなかった。正確無比な指し手で、敵玉を追いつめていき、必ひつ至しをかけた。三み上かみさんは川かわ道みちさんの顔を見る。目で会話を交わしたあと、二人は負けましたと言って頭を下げた。僕達もありがとうございましたと言って頭を下げる。

　桂香先輩が勢いよく僕に振り向き、

「最後、攻めて良かったよね？」

「はい。それでこそ大おお橋はし先輩だと思いました。決勝戦だったら受け切りでもいいとは思いますけど、一回戦だから勢いのつく勝ち方の方が良いです」

「ありがとう。そういえば、相談タイム取らなかったね」

「意志の疎そ通つうができている証拠だと思います。このまま乗っていきましょう」

「うん」

　一対一の時と同じように、ペア将しよう棋ぎでも対局後は感想戦を行う。ただ、結果が決まったら勝ったペアの男性が報告しなければいけないので、僕は感想戦に加わる前に席を立って係員のもとへ進んだ。

　椅い子すに座っている中年男性に、名前と結果を伝える。係員が名前と勝敗を書く紙に記入していく。

　踵きびすを返して席に戻ろうとした時、とあるペアの勝敗が目に留まった。

　一いつ色しきさんと光みつ原はらさんペアの下に、×印が付けられていた。

「えっ」

　思わず驚きの声が漏もれる。

　×印ということは、負けたということか？

　え、噓うそ。あの二人が負けるなんて。

　一色さん達と戦ったペアの下には○印が付けられているので、やはり間違いではない。男女ともトップアマチュアのペアが、一回戦で負けた。絶対に二連勝して三回戦に出てくると思っていたので、僕はかなり意表を突かれる恰かつ好こうとなった。

「どうかしたかな？」

　いつまでもその場に突っ立っている僕を、係員が不思議そうに見上げている。

「あ、いえ、何でもありません」

　僕は急ぎ足で桂けい香か先輩の元へ戻った。




　　　　４




　三み上かみさん川かわ道みちさんペアとの感想戦を終えたあと、僕は一いつ色しきさん達が一回戦で負けたことを桂香先輩に話した。僕同様、桂香先輩も驚きの顔を作った。

「意志の疎そ通つうが上う手まくいかなかったということなのかな？」

「対戦相手の棋き力りよくがわからないので断言はできませんけど、その可能性が高いんじゃないでしょうか」

「一色さん達の相手は確か……栄さかえ村むらさんという母親と息子のペアだったはず。──あ、ほら、あそこにいる二人よ」

　僕は桂香先輩が指差した方に視線を向ける。

　通路を挟はさんだ斜はす向むかいのテーブルに、その女性と子供は座っていた。優しそうな顔立ちの女性と、中性的な顔立ちの少年。

「あの二人ですか……あの男の子、どう見ても小学校低学年ですよね？」

「そうね。小学一年か二年くらいにしか見えないわね」

「ということは、つまり……」

　つまり……。

「母親の方がかなりの腕前ということになりますかね。いくら何でも、あんな小さな子供がアマチュア名人に匹ひつ敵てきする棋力だとは思えませんし。母親の方がアマチュア高段者なんでしょう」

「そう考える方が自然だとは思う。でも、あの男の子もある程度の棋力はあるはずよね。そうじゃないと、一色さん達には勝てないと思う」

「ある程度の棋力といっても、小学一、二年くらいだと、どんなに才能があってもアマチュア三、四段くらいが精一杯じゃないでしょうか。それでも相当凄すごいことだとは思いますけど」

「そうね。そのくらいよね。さすがにあの年齢でそれ以上の段位は厳しいと思うし」

「でも、息子がそれくらいだとして、お母さんがかなりの腕前だとしても、やはり総合力では一色さん達に劣ると思うんですけどね」

「じゃあ、一色さん達が頓とん死しレベルの悪手を指さしたのかな」

「その方が、個人的には納なつ得とくできるんですけどね」

　僕と桂香先輩は優勝候補筆頭のペアが負けた理由を探ったが、棋き譜ふを見るか本人に訊きくかしないと答えは出ない。

　やがて一回戦の対局が全て終わった。時刻は十一時五十五分。二回戦は昼食のあと、一時から行うと発表された。僕と桂香先輩は、二に階かい堂どう達と一緒に主しゆ催さい者しやが用意してくれた弁当を食べることにした。一回戦に勝っているので、弁当は美お味いしく食べることができた。同じく一回戦を勝利した二に階かい堂どう達も、さぞ美味しい弁当の味がしていることだろう。

「しかし、あの一いつ色しきさん達が負けるとはな」

　信じられん、といった表情で二階堂は首を振りながら弁当を食べている。ピーマンと椎しい茸たけを容器の隅すみに追いやっている二階堂。好き嫌いが多いタイプのようだ。僕の彼に持っているイメージと違ったので、何だかおかしくなってしまった。

「対戦相手の親子を見る限り、自力で負けたようには思えない。大だい悪あく手しゆでも指したのかな。そう考えた方がしっくりくる」

　と、僕達と同じことを言っている。考えることは同じか。

「まあ、こう言っちゃなんだが、本当に不運が原因で一色さん達が負けたんだとしたら、俺達にとっては追い風だ。母親の方はともかく、あの息子には負ける気がしない」

　まあそうだろうなと思った。僕も負ける気はしない。

（つまらんな）

　久方ぶりに女王の声が聞こえてきた。まだ食事中。行儀が悪いと思いながらも、僕は左手をポケットの中に突っ込んで会話をする。

（つまらんって何がですか？）

（アマチュア名人との戦いがなくなったからだ。つまらん）

（二回戦で僕と桂けい香か先輩が負けたら、対戦の可能性は出てきますけど。ははは）

（…………）

（すみません。冗じよう談だんです）

（冗談を言うなら面おも白しろいものにしろ）

（はい）

（油断大敵ではあるが、もうお前と桂香の敵になるようなペアがいないんじゃないか。今のお前と二階堂では、かなりの差があるしな。相方の女の方も、桂香には劣るだろう。さっきのお前と桂香の息の合った見事な指し回しを見ていたら、ほとんどの奴やつは相手にならないと感じる）

（さっきの対局は見事だったと褒ほめてくれるんですか？）

（相手ペアがイマイチな棋き力りよくではあったが、それでもお前は私が教えたとおり、ほぼ完かん璧ぺきに指せていた。褒めてやる）

　滅めつ多たに褒めてくれない女王に褒められて、僕の頰ほおは弛ゆるんだ。ますます負けられなくなった。必ず優勝しなくては。

（ちなみに、女王様は一色さん達の対局を見ていましたか？）

（見てない。ずっとお前達の対局を観戦していた）

（そうですか）

（まあ、どのペアが勝ち上がってこようが、今のお前と桂香ならさほど警けい戒かいする必要もない。次の相手に集中しろ）

（わかりました。次も褒ほめてもらえるように頑がん張ばります）

　二回戦の始まる一時少し前に、僕達は二に階かい堂どう達と互いの健けん闘とうを祈って戦いの場へと移った。

　通路を挟はさんだ僕の左手に、二階堂達が着席する。対戦相手の栄さかえ村むら親子はすでに着席して親子で談笑している。優しいお母さんと、お母さんが大好きな息子が会話している光景。将しよう棋ぎは顔でするものではないが、どういう角度で見ても腕の立つ二人には見えなかった。

　僕達の対面に、相手ペアが座る。今度のペアは男性が伊い藤とうさんで、女性が新しん宮ぐうさんという名前のペアだった。顎あご髭ひげを蓄えた伊藤さんは五十代くらいで、知的な顔立ちの新宮さんは二十代前半に見えた。実際のところはどうだかわからないが、僕の中では社長と部下のペアという構図が作られていた。

「あゆむくん、また私を引っ張る指し方をお願いね。付いていけるように頭をフル回転させて指し続けるから」

「はい。さっきの調子なら絶対に大丈夫です」

　伊藤さんが振ふり駒ごまをする。結果、また僕達は後手になった。

　時計の針が一時を指すと、再び会場にお願いしますの声が響ひびき、二回戦が始まった。

　新宮さんの初手は▲７六歩ふ。桂けい香か先輩が△８四歩と指すと、伊藤さんは即そく座ざに▲７五歩と指した。

　今度は三さん間げん飛び車しやか。一回戦と同じく、最初の数手で戦法を限定してくれるのは有あり難がたかった。

　一回戦同様、僕と桂香先輩の息はぴったりと合っていた。今回の相手ペアは、序じよ盤ばんから急戦を仕し掛かけるタイミングを狙ねらっているのがわかった。玉を囲う指し手に少しでも隙すきがあれば、即開戦して猛攻を仕掛けるタイプの指し回し。桂香先輩もそのことを理解しているようで、僕と共に慎重に駒組を進めていった。相手に仕掛けさせることなく、僕達は再び穴あな熊ぐま囲がこいを完成させた。急戦を仕掛けられずに不発に終わったことで、相手ペアには早くも焦あせりの色が浮かんでいた。

　僕達に対抗して囲いを強化しようとしたのだろう。相手ペアが高たか美み濃の囲がこいから銀ぎん冠かんむりへと変化させようとした瞬しゆん間かん、隙ができたのを僕は見逃さなかった。

　僕は桂香先輩に顔を向けて、

「相談タイムを取ってもいいですか」

　と、確認する。

「了解です」

　桂香先輩は首しゆ肯こうして席を立った。

　僕達は相談コーナーへと進む。長机の上に将棋盤と駒が置かれている。相談する時は、この盤と駒を使って打ち合わせしても良いとのことだった。僕は現在の局面になるように手早く駒を並べた。

「すみません。相談タイムは終しゆう盤ばんに残しておこうという作戦なのに早くも使ってしまって」

「全然謝ることじゃないわ。ここでタイムを取るってことは、それだけ破壊力のある攻め筋を見つけているってことでしょ？」

「はい。一気に飛車と角を成なり駒ごまにできる攻め筋があります」

「それって、先月私の父と私達が戦った時の手順かな？」

　僕はにこりと笑って、

「はい。さすが大おお橋はし先輩です」

「部分的にはあの時と同じ形だから、そうなのかなって思ったの。先後は違うけど、父が高たか美み濃の囲がこいから銀ぎん冠かんむりへと変化させようとして銀と金が離れた瞬しゆん間かん、あゆむくんは端はし歩ふをぶつけたのよね。で、父はその歩は取らずに銀冠を完成に近づける一手を指した」

「はい。実はあの時、大橋名人にきっちりと受けられて攻めが不発に終わった感じになりましたけど、僕がそのあとの攻め手順を度忘れしていただけで、実際にはあそこからでも鋭い攻めを繫つなげることができたんです。具体的な手順は──」

　僕は女王から教えてもらった手順を思い出しながら、駒を動かして説明した。

　桂けい香か先輩は感心したように頷うなずき、

「細い攻めに見えるのに、飛車と角が成れるところまで続くのね」

「この展開で気を付けないといけないのは、歩ふ切ぎれになることと、香きよう車しやを一枚相手に渡してしまうことですね。穴あな熊ぐまのこちらからすると、端攻めが少し怖いです。でも、展開次第では馬を自陣に引いて守りに使えますし、こちらの優勢であることには変わりありません」

「うん。これはきちんと指せれば快勝できる展開になってると思う。でも、相手ペアには失礼だけど、端歩をぶつけた時、父と同じ一手を指せるのかな？　普通は同どう歩ふと取っちゃうような気がするんだけど」

「そうですね。あそこでの最善手は大橋名人が指したとおりですけど、普通の感覚だと同歩と取ると思います。でも、同歩と指してもらった方が、こちらとしてはもっと強く攻めることができます」

　僕は再び盤上の駒を動かして説明する。

「ほんとだ。こっちの方がもっと厳しいのね。と金まで作れちゃった」

「僕の予想としては、端歩をぶつけた時、相手ペアは同歩と指すと思いますけど、どちらにしてもきちんと指せれば一気に優勢を築けます」

「あゆむくんが味方で良かったわ。敵だったらと思うとゾッとする。こんな攻め、全く予想できないもの」

　桂香先輩は胸を撫なで下ろす仕し種ぐさをした。

「この攻め、私も今度真ま似ねしてもいいかな？」

「もちろんです。どんどん使ってください」

　相談タイムが終わり、自席へと戻る。その途中、女王の声が聞こえてきた。

（大おお橋はし名人と戦った時は度忘れしていたが、今回はちゃんと憶えていたようだな。成長している証だ）

　また女王に褒ほめられた。一日に二度も褒められるなんて。僕は最高に気分を良くした。

　席に着くと、僕はすぐに△９五歩ふと突いた。

　次の手番である新しん宮ぐうさんが、眉まゆを顰ひそめて難しそうな顔を作った。その表情のまま、ちらりと伊い藤とうさんを見た。僕の中では、この二人は社長と部下ペアになっているので、その視線は『社長、この案件どうします？』と部下が問うているように見えていた。

　相談タイムを取るかと思われたが、新宮さんは三分考えて、同どう歩ふと指した。

　僕は小さく心の中でガッツポーズする。

　そこからは、ほとんど一方的な展開となった。一手指すごとに僕達の余裕は広がっていき、反対に相手ペアの表情は険しいものとなっていった。桂けい香か先輩が何度目かの王手をかけた時、伊藤さんが相談タイムを取った。相手ペアの残り時間は七分。時間一杯使って、必ひつ至しをかけられたあとの攻め方を相談するのかなと思ったが、予想に反して二人は僅わずか三十秒で戻ってきた。

「負けました」

　着席するなり、伊藤さんと新宮さんは深く頭を下げて投とう了りようした。

　次に顔を上げた時、伊藤さんは笑顔だった。

「いや、もうこれ以上粘るのは二人に失礼だと思ってね。次元が違う強さだ。こちらには攻める隙すきを一切与えずに穴あな熊ぐまに組んで、しかしこちらには堅く囲わせない。急戦を狙ねらっていたのを逆手に取られた恰かつ好こうだ。９五歩からの攻めもお見事。ここまでばっさり斬きられると、却かえって気持ちが良い」

　たくさん褒められたので、僕と桂香先輩は顔を見合わせて少しはにかんだ。

　伊藤さんは社長さんですか？　そう訊きたかったが、まずは結果報告をしなければいけない。僕は立ち上がり、係員の元へ向かおうとした。

　だが、視界に入った二に階かい堂どうの表情が僕の前進を止めた。

　二階堂は両手で頭を抱えて、とても苦しげな表情で盤ばん上じようを見下ろしている。僕と対戦した時に、自身の負けを悟さとった時の表情と同じものだった。

　僕の視線が、自然と対面に座っている栄さかえ村むら親子に向けられる。

　母親は真剣な表情で盤上を注視している。息子の方はオレンジジュースを美お味いしそうに飲んでいる。

　二階堂も負けるのだろうか……。

　もしかして、この親子、想定していた以上の強さなのか。

　僕の心臓が、少し鼓動を速めた。

　係員の元に行き、結果を報告。踵きびすを返して、席へと戻る。伊い藤とうさん達と感想戦をしながらも、僕の心は二に階かい堂どう達の方へと向いていた。母親が何かを確認するかのように、頷うなずきながら指す。二階堂と同じく苦しそうな表情の東とう条じようさんが、そっと駒こまを動かす。即そく座ざに、笑顔の息子が駒音高く指した。

「負けました」

　両手で頭を抱えたまま、二階堂が投とう了りようした。

　僕は心の中で唸うなる。あの栄さかえ村むら親子はそんなに強いのだろうか。それとも、二階堂の方がミスをして負けたのだろうか。優勝を懸けて戦う相手だけに、一刻も早く事の真相を知りたかった。

　僕達と二階堂達の感想戦が終わるのはほぼ同じだった。立ち上がった二階堂は東条さんに何かを言って、一人で会場を出て行く。がっくりと肩を落とした後ろ姿に、生気は感じられない。桂けい香か先輩も《真相》を知りたいようで、僕と一緒に二階堂の後を追うことになった。

　二階堂は会場の前にある長なが椅い子すに座って、炭酸飲料を飲んでいた。僕達を見上げる視線に、やはり力強さはない。僕と桂香先輩は二階堂を挟はさむようにして座った。

「あの、お疲れ様でした。二階堂さん達の負けは残念です」

「ああ。俺も残念だよ。いや、残念だと思う気持ちも根こそぎ引きちぎられるくらいの完敗だったかな」

「何か、ミスをしたんですか？」

「いや、悪あく手しゆや疑問手は俺も東条さんも指してないと思う。向こうが常に鋭い手を指し続けた結果だ。自分で言うのも何だが、最後に逆転を狙って俺が捻ひねり出した鬼き手しゆも、簡単に跳ね返されてしまった」

　二階堂は炭酸飲料をがぶがぶと飲んだ。自や棄けになって飲んでいるようにも見える。

「戦った中で、印象に残っていることが二つある。一つは、序盤に指された一手。戦型は俺達が後ご手て振ふり飛び車しやで、向こうが先せん手て居い飛び車しや。途中まで、互いに定じよう跡せきどおりに指していた。ある局面で、向こうが見たこともない新しん手てを指してきた。自慢じゃないが、俺はその戦型の定跡は全て頭に入っているという自負がある。その一手は、確実に初見だった。だからその時は、ああ、定跡を知らないんだなと思ったんだが……」

　二階堂はまた炭酸飲料を勢いよく飲んだ。ペットボトルは空になる。

「その一手が、予想以上に厳しい一手だった？」

　二階堂が口を開くより前に、僕は思わず訊たずねていた。

　二階堂は重々しく首しゆ肯こうし、

「俺よりも圧倒的に強い人、たとえば大おお橋はし名人であれば、その新手を大したことのない一手だと蹴け散ちらせるかもしれない。でも、俺には無理だった。──あの強さは、怪物級と言っていいと思う。信じられないが、もしかしたら、西にし本もとと同等以上の強さかもしれん」

　僕の頰ほおが、少し引き攣つった。

「西にし本もとくんと同等以上？　あのお母さん、そんなに強いんですか？」

　僕の言葉に、二に階かい堂どうは声を出して苦笑した。

「違う。俺が凄すごいと言っているのは、息子の方だ」

「えええっ！」

　僕は叫ぶ。これが叫ばずにいられるか。桂けい香か先輩も驚いた顔を僕に向けていた。

「だって、あの子、小学校低学年ですよね？」

「ああ。小学二年だと言ってたな」

「そんな……小学二年でそんなに強いなんて有り得るんですか？」

「俺も信じられんよ。でも、事実だ。あの子は逢おう見み聖せい位いの弟子みたいなんだが、母親が言うには、すでにアマチュアの段位では計れないくらいの棋き力りよくと逢見聖位に言われているそうだ」

　逢見聖位は、棋き界かい最強である大おお橋はし名人と互角に戦える数少ない棋士の一人。名人とほぼ同格と言われている聖位のタイトルを保持している。大橋名人と逢見聖位。将しよう棋ぎ史しに残る名勝負を、この二人が何度も作り上げてきた。逢見聖位は、弟子を選ぶと言われている。プロ棋士になる可能性を秘めた子供しか弟子に取らないと。つまり、小学二年で弟子に取ってもらっているということだけでも、相当の有望株であることが窺うかがえる。

「アマチュアの段位では計れないって……奨しよう励れい会かい初段以上の実力の可能性もあるということですよね？」

「ああ。そうなるな」

　僕は生なま唾つばを飲み込む。あの年齢で奨励会初段以上の棋力だとすると、もはや尋じん常じようではない。僕の中の常識では有り得ないことだ。

「あゆむくん、戦うのが楽しみなの？」

　桂香先輩が微笑ほほえみを浮かべて僕を見ている。

「え？　僕楽しそうな顔をしてました？」

「うん。早く戦いたくてうずうずしているように見える」

　僕は自分の顔を手で触りながら、

「無意識に、そういう思いになっていたのかな。あの年齢でそこまでの強さだとしたら、本当に規格外ですから。その強さに触れてみたいという思いはあるかもしれません」

「ちなみに、母親の方はアマ三段くらいと言っていた。決して弱いわけではないが、何度か緩かん手しゆや疑問手を指していた。普通なら、その手を咎とがめて俺達が勝っているはずなんだが、母親の生み出した傷を補って余りあるほどの手を息子が指し続けて、俺達を捻ねじ伏せた。──俺からのアドバイスとしては、終しゆう盤ばんまでにできるだけ多く時間を使わせた方がいいということかな。さっき言った印象に残っていることの二つ目だが、最終盤、あの子は自ら相談タイムを取って母親に何かを教えていた。俺は全く気づかなかったが、その時点で俺達の玉ぎよくは詰つんでいたんだ。難解な変化を含んだ二十一手て詰づめ。正直、あの局面で二十一手詰ですと言われても、俺は詰ませられなかったと思う。少なくとも、あんな短い時間の中では無理だ。それくらい変化の多い二十一手て詰づめをあの子は見み抜ぬいて、母親に教えた。だから序じよ盤ばんからなるべく多く時間を使わせる戦型にした方がいい」

　身体の震えを、僕は抑えられなかった。




　　　　５




　三回戦という名の優勝決定戦の場には、まだ栄さかえ村むら親子は着席していなかった。対局開始の三時三十分まではまだ十五分あるので、会場の外で作戦会議でもしているのかもしれない。

（つまらん決勝になるかと思ったが、いきなり面おも白しろくなったな）

　女王の声は、少し明るい。あの息子の方に興味を持ったのかもしれない。

（二に階かい堂どうさんの話を聞いて、アマチュア名人を倒した力が実力だとわかりました。しかも、尋じん常じようじゃない強さだと）

（実際の指さし回しを見てみないと断言できないが、相当な才能を秘めているのは間違いないだろうな）

（勝つための良い作戦は何かあるでしょうか？　二階堂さんは、序盤から時間を多く使わせる展開にした方がいいと言ってましたけど……）

（お前とあの子供の一対一の戦いならどんな戦型でも関係ないが、これはペア将しよう棋ぎだからな。女同士の戦いは桂けい香かの方が力は上のようだし、力戦形にした方が良いかもしれないが、断言はできん。お前が指したあとにあの子供が指すのか、あるいはその逆なのか、そういう細かいところも勝敗に影響してくるかもしれない。まあどんな戦型になっても、お前が常に最善手を指し続ければぐっと勝ちに近づく。それは一対一の戦いと変わらない）

（わかりました。桂香先輩にもそう伝えます）

（桂香が言っていたように、お前楽しそうだな）

（はい。未知との遭遇って感じで、興奮しています）

（確かに天才児の出現かもしれないが、しかしそれでもお前よりずっと年下の子供だ。小学二年生に吞のみ込まれるなよ。お前が吞み込むんだ）

　女王との会話を終えると、僕は桂香先輩に向き直る。

「戦型の話ですけど、可能なら力戦形にした方がいいかもしれません」

「定じよう跡せきに頼らない力戦形か……。できるだけ盤面を複雑化した方がいいということね」

「はい。先ほどの二階堂さんの話を聞く限り、大おお橋はし先輩と母親なら大橋先輩の方が力は上です。僕と息子の力が五分であれば、総合力ではこちらの方が上。栄村親子の司令塔は息子の方。でも相談タイムは二回しか取れない。それらを考慮すると、序盤から多く時間を使わせる戦い方が最善だと思います」

「なるほどね。うん。よく理解できるわ。あゆむくんに言われたとおり、常に力戦形になるような展開を思い描きながら指すわ」

　対局開始まで十分を切った時、栄さかえ村むら親子がドアを開けて入ってきた。

「よろしくお願いします」

　母親が物腰柔やわらかく言い、会え釈しやくして席へと座った。僕達も挨あい拶さつを返して会釈する。

「こんにちは」
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　息子の方も、とても愛あい嬌きようのある笑顔を向けて挨拶してきた。果汁一○○パーセントと表示されているオレンジジュースを机の上に置く。

「こんにちは」

「よろしくね」

　僕と桂けい香か先せん輩ぱいも笑顔を浮かべて挨拶を返した。

　息子の名前は栄村陽よう太た。このくらいの歳の子供は皆そうだろうが、本当に純じゆん真しん無む垢くな笑顔だった。中性的な顔立ちが、可愛かわいらしさに拍車をかけている。もし陽太が親しん戚せきの子供だったら、頭を何度も撫なで撫なでしているだろう。

　この天使のような笑顔の裏に、鬼神の如ごとき強さが隠されているのか……。

「あの、振ふり駒ごまされますか？」

　僕は栄村親子に訊たずねる。

「いえ、お任せします」

　という母親の返答に僕は頷うなずき、五枚の歩ふを両手の中に入れて激しく振る。攻め易やすいのは先手の方だが、今日は後手で二連勝しているので、まあどちらでも良い。

　テーブルの上に歩をばらまく。歩が二枚、と金が三枚。二度あることは三度あるで、三戦連続の後手番に決まった。

　こちらが後手ということは、陽よう太たが指したあとに僕が指すということになる。

　それが僕達にどんな影響を及ぼすのかは、今はわからない。ただ、陽太がどんな妙みよう手しゆや鬼き手しゆを指そうと、必ず跳ね返してやると心の中で誓った。

　時計の針が午後三時三十分を指す。今日最後のよろしくお願いしますの言葉が会場に響ひびいた。

　母親である栄さかえ村むら桜さくらさんが、一呼吸吐はいて、初手▲２六歩と指した。

　おっ、これは……。

　僕と桂けい香か先輩の視線が、一いつ瞬しゆん交わる。

　力戦形の筆頭、相あい掛がかりを誘っているのだろうか。だとしたら望むところだが。

　桂香先輩も一つ息を吐いて、△８四歩と指す。陽太が少し前のめりになって、小さな手で▲２五歩と指した。

　迷いのない指し手から、先手になれば相掛かりにすることを決めていたと推察できる。

　それを望んだのは、司令塔の陽太だろうか。

　いずれにしても、相掛かりの戦いなら、こちらが望んだ力戦形になる。僕も即そく座ざに△８五歩と突いた。

　そこからは互いに相掛かりの定じよう跡せきどおり、▲７八金、△３二金、▲２四歩、△２四同どう歩ふ、▲２四同飛、△２三歩と続いた。

　次に先手が飛車を２六に引くか２八に引くかで、このあとの展開が変わる。最初の分ぶん岐き点てんだ。

　しかし陽太は全く考えた様子を見せずに、主流である▲２八飛と指した。最初からこう指すと決めていたのだろう。

　さて、次は僕の手番。候補手は３四歩、７二銀、８六歩、９四歩の四つ。数字上はどうかわからないが、僕が一番多く目にしているのは３四歩だ。

　この相掛かりという戦法、僕はまだほとんど女王の指導は受けていなかった。だから時折見かけるここでの９四歩という一手も、どれだけの得があるのか、あるいは得などないのか、まだわからない状態だった。

　というわけで、一番目的がわかりやすい３四歩を選ぶことにした。先に角かく道みちを開けることで、主導権を握れる展開を目指す。

　僕が△３四歩と指しチェス・クロックのボタンを押すと同時に、栄村桜さんは▲３八銀と指してチェス・クロックのボタンを押し返した。

　相手に序盤から時間を多く使わせたいという狙ねらいは、向こうも同じということ。プロの世界でも定じよう跡せきが整備されていない相あい掛がかりを誘ったことにも合点がいく。

　それからも栄さかえ村むら親子の指し手は早かった。こちらが一手指すのに二十秒前後かかっているのに対し、栄村親子は十秒以内に指し続けていた。二人とも相掛かりを得意戦法としているのか、あるいはこの日のために作戦を練ねりに練ってきたのかはわからないが、経験値はたっぷりとあることがわかる。

　しかし僕にも桂けい香か先輩にも、焦あせりの色は微み塵じんもなかった。時間で差を広げられても、内容で差を広げることができればいい。

　決して隙すきを見せないように、互いに玉ぎよくを囲っていく。そうやって出来上がった囲いは先手が矢や倉ぐら囲がこいで、後手が中なか住ずまいだった。僕達の狙ねらいは、１筋から９筋までを使った幅広い攻め。堅さは先手玉に劣るが、柔じゆう軟なん性せいはこちらの方が上だ。

　これまで常に十秒以内に指していた陽よう太たが、三十秒経過しても着手しない。頰ほおをぷくっと膨ふくらませて、首を傾かしげた恰かつ好こうで盤ばん上じようを注視している。

　現時点での僕の中の陽太の評価は、只ただ者ものではない、だった。まだ本格的な戦いが起こっていないので、二階堂の言った西にし本もとと同等以上かもしれないという力は見受けられなかったが、普通の小学二年生ではないことは肌で感じていた。

　陽太は初手からずっと、僕が思う最善手を指し続けていた。僕が一番凄すごいと思ったのは、その落ち着いた指し回しだ。小学二年生といえば、攻めたい年頃である。守りは二の次で、攻め将しよう棋ぎという子供は多い。しかし陽太は、格かく闘とう家かが自分のベストポジションを見つけるまで攻撃しないというような大人びた指し方をしていた。普通の子供は、決してこういう指し回しはできない。

　手番になってから一分二十秒経たって、陽太は▲９八香きようと指した。矢倉よりも堅い、穴あな熊ぐまに囲い直す一手。よくある指し回しだ。これ以上囲いを堅くされると面倒なことになると思った僕は、危険な筋がないことを一分考えてから△７三桂けい馬まと跳ねた。左側にいる桂馬も３三の地点に跳ねている。僕はこの二枚の桂馬を中央に跳ねさせて攻める展開を狙うことにした。僕の想定している攻めだと穴熊にしている余裕はないはずだが、栄村親子はどう出るだろうか。

　僕は隣を一いち瞥べつする。桂香先輩は盤上に視線を落としたまま二度、三度と頷うなずいていた。僕が桂馬を跳ねた意図は伝わっている。大丈夫だ。

　次は栄村桜さくらさんの手番だったが、

「お母さん、タイム」

　と、陽太が手を挙げて言った。

　はいはい、と言って母親は立ち上がり、二人で相談コーナーへと歩いて行く。

　ここで相談タイム？

　それまで程良いリズムで脈打っていた僕の心臓が、緊張気味に早はや鐘がねを打ち始める。

　僕の７三桂という一手に、何かマイナスなところがあったのだろうか。それとも、自分達の方がまずい展開になっていると思って相談タイムを取ったのだろうか。今は判別が付かない。

　桂けい香か先輩が僕に振り向き、

「このあとは二枚の桂けい馬まを中央に跳ねて、隙すきがあれば敵てき陣じんに角を打ち込んで馬を作る展開でいいのかな？」

「はい。その攻め筋でいけると思っています。ただ、桂馬を跳ねる前に、この二つだけはしておいた方がいいと思います。一つ目は、７筋の歩をぶつけて相手に取らせて、いつでも７筋に歩ふを打ち込めるようにしておくこと。二つ目は、現在持ち駒ごまの歩が一枚だけなので、１五歩と指し相手に同どう歩ふと取らせて、その歩を香きよう車しやでいつでも取れる状態にしておくこと。後々、１筋に角を打って飛車を追い掛かけ回す筋もあります」

　桂香先輩は僕の言葉に耳を傾け、視線を上下左右に動かしている。

「うん。あゆむくんの思い描く展開は、きちんと指せる自信があるわ」

「はい。大おお橋はし先輩なら何も問題ないと信じています」

「ここまでのあゆむくんの形勢判断はどう？」

「そうですね……剛ごう対柔じゆうという感じで、五分だとは思っていたんですけど……」

「思っていたけど？」

「この局面で相談タイムを取ったのが、ちょっと気になってます。何も怖い筋はないと思って桂馬を跳ねたんですけど……」

「相談タイムを取ったのは、陽よう太たくんの指した９八香きようがマイナスな手になったと気づいたからかもしれないわよね。それをどうやって修復しようか相談しているのかもしれない」

「そうですね。その可能性もあります」

「ちなみに、ここまでの陽太くんの指し回しはどう感じてる？」

　僕は先ほど陽太について感じたことをそのまま話した。桂香先輩はうんうんと頷うなずいて、

「ほんとに落ち着いてるわよね。普通の小学生なら、我が慢まんできずに攻めを開始してると思う」

「タイムの取り方を見てもわかりますけど、やはり陽太くんの方が司令塔ですね。息子の指し手に、母親の方が一いつ貫かんして合わせている。それで出来上がったのが、この展開。この時点で、陽太くんが普通の小学生じゃないということがわかります」

「二に階かい堂どうくんが言っていた、西にし本もとくんと同等以上かもしれないという片へん鱗りんは？」

「それは、これからですね。──でも正直なところ、さすがに西本くんと同等以上というのは、言い過ぎかなと思っています。仮に西本くんが奨しよう励れい会かい三段に匹ひつ敵てきする棋き力りよくだとして、それと同じ力というのはさすがにないんじゃないかな、と」

「そうね。でも、あの逢おう見み聖せい位いがアマチュアの棋力では計れないと言っているんだから、凄すごい才能であることには変わりないわよね」

「もちろんです。小学五、六年ならともかく、小学二年の時点でプロ棋き士しにアマチュアの棋力では計れないなんて言わせられる逸いつ材ざいは、過去にも例がないんじゃないでしょうか」

　桂けい香か先輩はふふふと笑って、

「あゆむくん、やっぱり楽しそう」

「楽しむ余裕を抱えたまま、対局を終わらせることができればいいんですが」

　相談タイムを取ってから五分後、栄さかえ村むら親子が戻ってきた。母親は真剣な表情のまま、陽よう太たは純じゆん真しん無む垢くな先ほどと同じ笑顔のまま。

　陽太は着席すると、オレンジジュースを飲み始めた。僕はこんなに美お味いしそうにジュースを飲む人間を見たことがない。それくらい幸せに満ちた顔で飲んでいる。その隣となりでは、手番の栄村桜さくらさんが右手を盤ばん上じように伸ばして、▲９五歩ふと指した。

　桂香先輩と視線が交わった。その瞳にははっきりと迷いの色が見られた。きっと僕の瞳にも同じ色が浮かんでいる。

　この一手は、全く読んでいなかった。囲っている玉側の端はし歩ふをぶつけてくるとは……。

　ただ、指されてみると、この一手が好手だということがわかる。

　８一にいた桂けい馬まを僕が７三へと跳ねさせたので、９筋は脆ぜい弱じやくになっている。次にこちらが９五同どう歩ふと取ると、相手は７七にいる銀を８六に進出させてくるはずだ。９五の歩を銀で取るか香きよう車しやで取るかはこちらの応手次第だと思うが、９筋を確実に突破したいのであれば、９五銀と指すだろう。僕ならそう指す。こちらはその銀を香車で取り、相手は香車で取り返す。そこだけを見るとこちらの駒こま得どくだが、自玉が５二にいるために、９筋を突破されるのはかなりの痛打となる。

　僕は下唇を嚙かんだ。

　対西にし本もと戦でこういった指し方は学んだはずだった。玉を囲っている金だから攻めには使わないだろうとか、右辺で戦いが集中しているのに左辺に手は付けないだろうとか、そういった固定観念は捨てるべきだと、女王に何度も教えられていたのに、同じ轍てつを踏んでしまった。僕は無意識に、玉側の端歩をぶつけてはこないだろうという考えを持っていた。だから僕の読みは短絡的になってしまったのだ。

（あゆむ、読み負けたな）

　僕の脳内に女王の言葉が響く。

（陽太が指した９八香の一手は、穴あな熊ぐまに囲うためじゃない。お前に攻めを催さい促そくさせるためのものだった。そしてお前はまんまと術中に嵌はまった。さっき桂香に説明していた１筋と７筋の歩をぶつけてから７三桂と指していれば、この９五歩の一手は遅いものとなって成立しなかった。しかし、もうお前も気づいているとおり、９五歩と指されたこの局面から１筋と７筋の歩をぶつけても、相手は手を抜くことができる。お前は手順を間違えた）

　女王の言葉が、どこまでも僕に重く圧のし掛かかった。痛恨の手順前後。最終的には同じところに着地するだろうと、深く読まなかった僕の失敗。

（この陽太という子供、想像以上だな。相談タイムのやりとりを聞いていたが、この局面を二十手以上前から考えていたと言っていた。二枚の桂けい馬まを中央に跳ねる展開を狙ねらってくるだろうことも計算済。これ以上言うと公平ではなくなるから言わないが、陽よう太たはこのずっと先まで深く読んでいるぞ。その全ての手が、ほぼ最善手というおまけ付きだ。二に階かい堂どうの言った陽太は西にし本もとと同等以上というのは、決して誇こ張ちようではない）

　額ひたいから流れ落ちてきた汗を、僕は手の甲で拭ぬぐった。

　小学二年生の子供が、奨しよう励れい会かい三段と同程度の棋き力りよくと女王に言わしめた西本と同等以上だなんて……本当にそんなことがあるなんて……僕は悪い夢でも見ているような感覚に捉とらわれ始めていた。

　一体、陽太はどこまで先を読んでいるのだろう。純じゆん真しん無む垢くな笑顔の陽太が、巨大な像となって僕に覆おおい被かぶさる光景が脳裏を過よぎった。

　桂けい香か先輩は深く息を吐はいたあと、△９五同どう歩ふと指した。歩を取るとこのあと厳しい攻めが襲ってくるが、ここで同歩とできないようではもっと苦しい展開になる。将しよう棋ぎは、苦しくなるとわかっていても指さなければいけない一手がある。

　僕の読みどおり、陽太は▲８六銀と指した。

　ここで、僕はどう指せばいい。陽太の読みを上回っているという自信がなければ、怖こわくて指すことはできない。

　僕が片手で頭を抱えると、女王の呆あきれたような溜ため息いきが聞こえてきた。

（全く。世話の焼ける奴やつだ。歯は痒がゆい。非常に歯痒い。お前だって陽太と同じくらいの読みはできるはずなのに、どこか抜けている性格が将棋にも影響している。私は、直接アドバイスをしてはいけない存在なのだ。だが、お前を負けさせたくない気持ちも強く存在している。──今からお前が聞く私の声は、お前に向けての言葉ではない。ただの香きよう車しやとの会話だ。いいな）

　少しして、女王と香車の会話が聞こえてくる。

（あの、女王様があゆむの立場なら、どうされますか？）

（まず相談タイムを取ってこのあとの展開をじっくり読む。もうここからは一手も緩かん手しゆは指せない展開だからな。気持ちを落ち着かせるためにも、相談タイムを取るべきだ）

（なるほど。しかし、陽太というのは凄すごい子供ですね。この局面からかなり先まで、ほぼ最善手で指せるなんて。女王様がお褒ほめになるだけのことはあります）

（うむ。しかし最終手まで最善手で読んでいるわけではない。読んでいるのは、終しゆう盤ばんの入口までだ。それに、ほぼ最善手で読んでいるが、全部ではない。次善手以下の手も、一手か二手ある。私があゆむなら、陽太よりももっと良い手を捻ひねり出して勝つ。勝てる展開だ）

　そこで会話は途切れた。

　僕は言われたとおり、いや、自分の意思で相談タイムを取ることにした。桂香先輩がほっとしたように安あん堵どの溜息を吐ついた。相談コーナーに着くと、互いにお茶を飲んだ。

「話し合う前に独断で同歩と取ったけど、大丈夫だったかな？」

　そう訊たずねてくる桂けい香か先輩の目には、それを肯定して欲しいという色が含まれているように見えた。僕が初めて見る不安げな桂香先輩の表情。胸が締め付けられるように痛んだ。僕は笑みを浮かべて、

「大丈夫です。同どう歩ふが最善です。あそこで同歩と指せないようでは、僕達に反撃の芽はありませんから。──大おお橋はし先輩を悩ませてしまったのは、僕の責任です。９五歩の一手は、全く見えていませんでした。すみません」

　桂香先輩が僕の肩に手を置いて、

「謝らないで。私だって見えてなかったんだから。──何か跳ね返す手はあるかな？」

「そうですね……」

　僕は机の上に置かれている将しよう棋ぎ盤ばんを使って現局面を作り、もう一度このあとの展開を読んだ。

　こちらが９筋に手を付けなければ、このあと先手は確実に９五銀と指してくる。こちらはその銀を香きよう車しやで取り、先手はその香車を香車で取り返す。銀と香車の交換なのでこちらの駒こま得どくだが、９筋を制圧されてしまう。こちらの玉は５二にいるので、相手の攻めが強きよう烈れつに迫ってくる恰かつ好こうだ。先手玉は堅い囲いのままで、仮に横から攻められても、上部脱出がし易やすくなっている。後手から見ると、駒得がまったくプラスにならない展開だ。

「こちらにプラスの要素があるとすれば、矢や倉ぐらの要かなめである７七の銀がいなくなるので、先手の囲いがいくらか薄うすくなることです。何とかそこを突ける攻めが繫つなげられればいいんですけど……すぐには見えないですね」

「このあと銀を手に入れられるとして、角と銀を使って飛車を取りにいく展開は有望じゃないのかな？」

「そうですね……」

　正直、飛車は一番欲しい駒こまだった。矢倉に対して飛車は攻めの主役になってくれるし、破壊力は満点だ。

　現在２八にいる敵の飛車は、角と銀を使えば手数はかかっても追い回して取ることができる形になっている。ただ、その場合、銀が使い物にならない可能性が出てくる。相手はこちらの投入した銀が攻めにも受けにも機能しないところで、飛車を取らせる指し方をしてくるはずだ。

　飛車は喉のどから手が出るほど欲しい。飛車を持ち駒にできれば、すぐに敵陣に打ち込んで暴れ回らせることができる。しかし銀が攻め駒として全く機能しないことがわかっているので、すぐには決断できない。

　僕はその読みを桂香先輩に話した。

　桂香先輩は頷うなずいて、

「そうね。銀が機能しなくなるのは厭いやよね」

「はい。でもだからと言って、角と銀を使って敵玉に迫る攻めも、上う手まい展開は浮かんできません。どれだけ上手く攻めても、２八にいる飛車の横利きが最後まで邪じや魔まになる展開になると思うんです」

「それであれば、飛車を取りにいった方がいい気がする。飛車を敵てき陣じんに打ち込む展開の方が、相手にもプレッシャーをかけられると思う」

「そうですね。悔くやしい思いはありますけど、角と銀を使って飛車を取りにいく指し方が最善だと思います」

「私はあゆむくんに従うわ。飛車を取ったあとは、どういう攻めがあるかな？」

「ぱっと見て浮かんでくる攻めは、飛車を打ち込んで桂けい馬まと香きよう車しやを取ったあと、３三と７三の桂馬を中央へと跳ねさせれば、破壊力のある攻めが繫つなげられます」

　僕は盤ばん上じようの駒こまを動かして、理想の局面を作り上げた。後手の駒だけを動かしているので、当然こちらが断然有利な局面が出来上がる。

「これだけを見ると私達の大優勢に見えるけれど……攻め合った場合は相手の攻めの方が速いのかな？」

「相手の最善の攻めは……」

　僕は再び盤上へ手を伸ばし、今度は僕達と栄さかえ村むら親子の最善と思われる手を交互に指し続ける。先ほどは自分達だけの攻めを表現したから勝負ありの盤面になったが、こんな風に交互に指すと、はっきりとこちらの方が分の悪い戦いになることを表していた。盤上に視線を落としている桂けい香か先輩の顔は曇くもっている。

「そっか。先手はこんな風に迫って来るのか。こんな手をすぐに指せるあゆむくんも凄すごいけど……想像以上に厳しいわね。普通の攻め合いでは、一手差にもできない」

「僕がさっき指した攻め方は、威い力りよくはありますけど、とてもスローな攻めです。兎うさぎと亀かめに喩たとえてもいいかもしれません。この局面から同じ道を走ってゴールを目指しても、大差で負けます」

「私達は攻めのスピードを速める必要があるわけね」

「はい。たとえば、中央に跳ねる桂馬は二枚ではなく、どちらか一枚だけ跳ねて攻めを開始する、といった具合です」

「なるほど。攻めの準備を一手省略してスピードを速める、か。でも、ただ省略するだけでは威力は落ちてしまうわよね」

　僕は深く首しゆ肯こうし、

「勝利するためには、スピードを速め、尚なお且かつ敵玉を脅おびやかす攻めを続けなければいけません」

　そう言って僕は盤上の駒を動かそうとしたが、指が動かない。先手を上回る攻めが思い浮かばない。

　攻めのスピードを速めるだけならできる。しかし威力を維い持じするのは難しい。

　僕は盤面を睨にらみつける。

　どこにある。陽太の読みを上回る攻め筋は、どこにあるのだ。

　桂香先輩の手が、すっと盤上に伸びてきた。一いつ瞬しゆん、僕の手に触れるのかなとドキリとしたが、桂けい香か先輩の指は自玉の上に乗せられた。

「入にゆう玉ぎよくは無理かな？」

「入玉ですか……」

「私達が入玉に成功すれば、相手の玉を詰つませられなくて相あい入にゆう玉ぎよくになっても点数勝負になる。そこに活路は見み出いだせないかな？」

「えっと、このペアマッチ大会は、持じ将しよう棋ぎは二十七点法でしたっけ？」

「うん。同点の場合は後手である私達の勝ちになるわ」

「同点なら、僕達の勝ちですか……」

　持将棋とは、先手玉と後手玉が共に入玉して、詰ます見込みがなくなった場合に、駒こまの点数によって決着をつけるルールである。大会によって二十四点法と二十七点法の違いはあるが、駒の点数はどの大会でも変わらない。玉将は点数に数えず、大駒である飛車と角が五点、それ以外の駒は一点として計算する。二十七点法の場合は二十七点未満の方が負けとなり、桂香先輩が話したようにこの大会では、同点の場合は後手の勝ちとなる。

　この局面からの持将棋狙ねらいは確実ではない。ただ、同点なら後手の勝ちというのは、魅み力りよくではあった。先手は不満だろうが、ルール上そうなっているので、それを利用するのは卑ひ怯きようなことではない。

「同点なら後手勝ちというのは、未来に光が射したと思います。それを選択肢しの一つとして指すのは、間違いではないかと。ただ……」

　迷いの色を見せる僕に、桂香先輩は微び笑しようを浮かべて小首を傾かしげた。

「あゆむくんは、そういう勝ち方はあまり好きではないかな」

「どれだけ考えても詰ます手段がないのであれば、持将棋狙いでも全く構いません。でも、本音を言うと、きっちり詰まして勝ちたいと思っています」

「そっか。さすがあゆむくんね。短期間で大幅に棋き力りよくがアップするわけだわ。常にそういう姿勢じゃないと成長できないのね。正直、私は持将棋でも良いかもって思い始めてたから。私みたいな考え方だとダメなのね」

　自じ虐ぎやく的になる桂香先輩を、僕は慌あわててフォローする。

「いえ、あの、持将棋狙いは別に悪いことじゃないです。あの大おお橋はし名人でさえ結構早い段階で入玉を狙って持将棋になったことはありますから。ただまだ時間があるので何とか攻めを繫つなげたいなと思ったんです」

　僕はこの台詞せりふを三秒で言った。

　桂香先輩は再び微笑を浮かべて、

「ありがとう。私は、あゆむくんに付いていくわ。納なつ得とくのいくまで攻め筋を読んで。私も脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうするくらい読むから」

「了解しました。ただ、かなり持ち時間は減りましたよね」

　僕は少し歩いて、自分達の席の方へ視線を向けた。机の上のチェス・クロックを確認すると、僕達の持ち時間は二十五分を切っていた。

「大おお橋はし先輩、残りの持ち時間は二十四分です。もっと読みたいですけど、どうしましょうか」

「時間の許す限り先を読みましょう。中ちゆう途と半はん端ぱで読みを打ち切ったら、どれだけ時間が残っていても無意味だもの」

　僕は首しゆ肯こうし、盤ばん面めんに意識を集中する。相手ペアを、栄さかえ村むら陽よう太たの読みを凌りよう駕がする一手を探し続ける。

　攻め合いに出た時に最も憂ゆう慮りよすべきことは、攻め駒ごまが足りないことだった。どこかで駒を補ほ充じゆうしなければ、とても敵玉を詰ますことはできない。理想は、攻めながら駒を補充すること。王手をかけながら駒も取れれば言うことはない。

　ただ、この先にこちらの我わが儘ままを叶かなえてくれるような展開は待っていない。向こうの主張を受け入れつつ、持ち駒を増やしていくしか道はないだろう。

「攻めながら持ち駒を増やすのは無理だと思うので、相手の攻めを受けて駒を増やしたいですね。この持ち駒なら一気に敵玉に迫れると判断できたら、総攻撃を開始。だからまず、その局面を作り上げておく必要があります」

「あゆむくんの言う、詰むや詰まざるやの局面を作り上げることはできると思う。だけど、そういう局面になったら、相手は駒を渡さない攻め方をしてくるわよね」

　そう。それが問題だった。相手に渡す駒の種類によっては自玉が詰まされるかもしれないという危険な局面で、安易な攻めを陽太はしないだろう。

　厳しい。どうすれば持ち駒を増やせる。全く読めない。

　と、その時、また女王と香車の会話が聞こえてきた。

（女王様があゆむの立場だとしたら、どうやって駒を補充しますか）

（目には目を歯には歯を、だ）

（と申しますと？）

（陽太はさっき、穴あな熊ぐまにする気はないのに、９八香きようと指してあゆむに攻めの催さい促そくをした。これは言ってみれば、相手を騙だましたのだ。私があゆむなら、必ずやり返す。結果、持ち駒も増える）

　僕は首を傾かしげた。

　どういうことだ。やり返すことで持ち駒を増やすとは、どういう理屈なのだ。

　騙されたから、騙し返すということか。しかし、騙すというのが何を指しているのか、全く見えてこない。

　目には目を歯には歯を。

　僕は何度もその言葉を繰り返しながら、あらゆる可能性を探り続けた。

「もし入にゆう玉ぎよくするなら、こっちから逃がした方がいいわよね」

　桂香先輩が盤上の駒をいくつか動かしながら、入玉の可能性を探している。

　僕の頭に、入玉という単語が強く引き付けられた。

　続いて、入玉。騙だます。やり返す。という三つの言葉が、僕の頭でぐるぐると回転し始めた。

　栄さかえ村むら親子に、入玉すると思わせることができたら、駒こまを渡さざるを得ない攻めをしてくるのではないか。

　暗くら闇やみに光が射した気がした。

　もしこちらが入玉の意思表示をしたら、陽よう太たはどういう指し方をするのだろう。先ほど桂けい香か先輩が話したとおり、もし持じ将しよう棋ぎになって同点になったら、後手である僕達の勝ちとなる。栄村親子も、当然そのルールは知っているはずだ。

　焦あせるのではないか。そう思った。

　僕が彼らの立場なら、絶対に入玉はさせない。自分達の方が有利だと思っているから。せっかく形勢が良いのに、みすみす入玉させる将棋指しはいない。同点で負けになるのなら、尚更。

　それを逆さか手てに取れないだろうか。入玉すると見せかけて、相手に激しい攻めを催さい促そくする。受け間違うと即そく詰づみにされるだろうが、確実に駒を手に入れる方法はそれしかないように思えた。

　僕は乾いていた唇を舐なめて、お茶を勢いよく飲み込んだ。

「大おお橋はし先輩。向こうに、僕達が入玉するかもしれないと思わせる指し方をしましょう」

「入玉するかもしれないと思わせる……」

　意味を理解しようと努めるかのように、桂香先輩は復唱した。

「こちらが普通に受けているだけでは、大して駒を増やせません。だから、普通じゃない受け方をする必要があります。それが、入玉すると思わせる指し方です」

　桂香先輩は少し遅れて、うんと頷うなずいた。直後、高速で二度うんうんと頷く。

「そっか。持将棋になって同点なら先手が負けというルールを利用して、相手を焦じらせるのね」

「そのとおりです。現局面から入玉は狙ねらえません。あくまでも、相手の飛車を取って、その飛車を敵てき陣じんに打ち込んで、１筋から３筋に先手の駒が歩ふ以外ない状態にしてからです。１筋から３筋が制圧された状態なら、相手は入玉されるかもしれないと焦るはずです。そしてその形だと、相手はこちらに駒を渡さずに攻めるという指し方はできません。必ず駒を渡しながら玉を追うことになります。これは一例ですけど──」

　僕は閃ひらめくままに駒を動かす。一番激しいと思われる手順で自玉を追い回してみる。自玉が２五まで逃げ出した時、僕達の駒台には銀一枚、桂けい馬ま二枚、香きよう車しや一枚、歩三枚が載っていた。

「一例ですけど、こんな風に相手は攻めてくると思われます。今はここで読みを打ち切りますけど、ここに角が加われば一気に敵玉を寄せられるかもしれません。その時がきたら、最後の相談タイムを取ります」

　説明を終えて顔を上げた時、桂香先輩の僕を見る目は輝いているように見えた。

「さっきからずっと凄すごいとは思っていたけど、あゆむくん、本当に頼もしいわね。小さい頃、父の胸で眠っていた時のような安心と頼もしさを感じるわ」

　何という褒ほめ言葉だろう。この僕に、大おお橋はし名人のような頼もしさがあるだなんて。

「よし。さっきはちょっと弱気になっちゃったけど、また自信がついたわ。必ず勝ちましょう」

　桂けい香か先輩が拳こぶしを突き出す。

「はい。勝つのは僕達です」

　僕は右手の拳を桂香先輩の拳にこつんと合わせた。

　相手の攻めがどこまで迫ってきたら入玉すると思わせる一手を指すか、という最終確認をしてから僕達は席へと戻る。途中、女王が何か言ってくるかなと思ったが、声は聞こえてこなかった。

　何も言ってこないということは、僕がやろうとしていることは間違いなのかなという思いが脳裏を過よぎったが、頭を振って雑念を払った。今は自分を信じることにする。自分を信じない人間に、勝利の女神は微笑ほほえまない。

　僕達が長い相談タイムから戻ってきた時、栄さかえ村むら親子の表情に変化は見られなかった。栄村桜さくらさんは真剣な眼まな差ざしのままだったし、陽よう太たはにこにこしたままだった。

　僕は△７五歩ふと指して、チェス・クロックのボタンを止めた。この時点での僕達の持ち時間は、二十分五十二秒。栄村親子の持ち時間は二十七分十一秒。

　栄村桜さんはすぐに▲９五銀と指す。桂香先輩も即そく座ざに△９五同どう香きよう。競うかのように陽太も素早く▲９五同香と指した。

　僕と陽太。どちらが深く先まで読めているかの勝負が、ここから始まる。第一ラウンドは負けたが、次は僕が勝つ。

　僕は駒台に載っている角を取り、△３九角と打つ。飛車がどこに逃げても、銀を打ち込めば早そう晩ばん飛車は取れる。

　手番になった栄村桜さんは三秒で▲３八飛と指した。以下△２八銀、▲３九飛、△３九同銀成なりとし、狙ねらいどおり僕達は飛車を手に入れた。

　以降も、僕の読みどおりの手を栄村親子は指し続けてきた。僕達が総攻撃の準備をしているあいだ、栄村親子はどんどん僕達の自陣を破壊していく。

　栄村桜さんが▲７三成香と指した。これで７筋から９筋まで制圧された恰かつ好こう。

　勝負手を放つ時だった。

　７筋まで敵の駒こまが迫ってきたら、５二にいる自玉を４三へと上げる。本来ならまだ玉を逃がさずに攻めの準備をする余裕はあるが、作戦どおり入玉すると思わせる一手。

　桂香先輩は、落ち着いた手つきで、△４三玉と指した。

　次の手番である陽太を見る。

　その顔から微笑みは消えていた。

　予想外の一手を指された。そういう表情だと理解していいのだろうか。そうであることを祈った。

　陽よう太たは頰ほおをぷくっと膨ふくらませて、前のめりになった。盤ばんが三分の一ほど隠れている。盤上を凝ぎよう視しする陽太の目は、紛まぎれもない勝負師の目だった。

　こいっ。入にゆう玉ぎよくを阻止する一手を、僕達に駒こまを渡す攻めをしてこい。

　三分……四分……五分と経たっても、陽太は指さなかった。頰を膨らませた顔で盤上を隅すみ々ずみまで見ている。

　なぜ指さない？

　まさか僕の考えを見抜いたのだろうか。

　胸の中で不安が広がっていく。

　陽太が考え始めてから六分が経過した時、

「お母さん、タイム」

　と言って席を立った。

　はいはいと言って母親は陽太の後を追って行く。

「はあぁぁぁ」

　桂けい香か先輩が大きく溜ため息いきを吐ついた。

「陽太くん、すぐに指さなかったわね。まだ自玉も安全だから、７三にいる成なり香きようを６三に寄るくらいでも十分だと思って指すと思うんだけど」

「あれだけ考えるってことは、僕達の狙ねらいに気づいたかどうかはともかく、厭いやな予感みたいなものは感じたんでしょうね。それだけでも、さすがです。あの子は本当に凄すごいです」

「陽太くんの凄さはまたあとで話すとして、二度目の相談タイムを取ったことは、私達にとってプラスよね」

「はい。真に勝負を分ける局面が現れるのは、まだこのあとですから。あと一回相談タイムを取れる僕達の方が、精神的にも優位に立てると思います」

　相談タイムを取ってから七分後、陽太達が戻ってきた。結局次の一手に十三分考慮したことになる。

　陽太は椅い子すに座ると、ちらりと僕を見た。その瞳が何を考えているのかはわからない。

　果たして陽太の導き出した一手は……。

　陽太の小さな手が、すっと盤上に伸びる。その手は７三にいる成香でも、駒台にある駒にも伸びず、自陣の方へと伸び、８八にいる玉を９七へと移動させた。

　これは……玉の早逃げ……。

　また全く読んでいなかった一手を指されて、僕の頭の中は真っ白になった。

　直後、女王の笑い声が聞こえてきた。

（全く、この子供は素晴らしいな。４三玉の一手は攻めを催さい促そくするもので、入玉を本気で狙っているわけじゃない。攻め駒を手に入れるための作戦だと思う。陽太はそう言った。相あい入にゆう玉ぎよくして持じ将しよう棋ぎの勝負になっても、きちんと勝てるところまで読んでいる。お前達の自陣にいる飛車を取る筋まできっちりと読んだ上での早逃げ。──あゆむ、お前の捻ひねり出した作戦は良いものだったが、陽よう太たはその上を行った。この数百年、私が見てきた子供の中で、陽太は一番の才能だ。紛まごうことなき逸いつ材ざい）

　僕はがっくりと肩を落とした。

　また、読み負けた。

　鳥肌が立っていた。手足も軽く震えていた。喜びと恐きよう怖ふの二種類が混ざり合った震えだった。

　将しよう棋ぎの神様である女王がこれだけ褒ほめる神童に出会えた喜びを、僕は確かに感じていた。僕は将棋を指すのも好きだが、他人の対局を観るのも好きだ。だから大おお橋はし名人を含めて、本当に強い人の対局を観るのが好きだった。陽太の将棋も、心から素晴らしいと思えた。これだけの深い読みができる子供と出会えたことを、戦いの最中にもかかわらず、僕は喜んでいた。

　同時に、僕は陽太に恐れも感じていた。将来自分の前に立ちはだかることになるかもしれない少年の才能にひれ伏していた。小学二年生でこの強さなら、中学生になった時はどこまで成長しているのだろう。多くの棋き士しが全盛期を迎える二十代になったら、大橋名人をも超越する存在になるのか。そんな様々なことを考えると、震えが増した。

（だが、惜しいな）

　女王の言葉はまだ続いていた。

（お前の考えを見抜き、玉を早逃げさせた指し手は素晴らしい。だが、画が竜りよう点てん睛せい。非常に惜しいことをした。──あゆむ、陽太は将来お前の最大のライバルになる可能性がある。だからこの《初戦》は叩たたいておけ）

　静せい寂じやくが訪おとずれた頭で、僕は再び考え始めていた。

　女王は、玉を早逃げさせた陽太の手と読みを褒めた。しかし、惜しいとも言った。画竜点睛とはつまり、完かん璧ぺきではないということだ。完璧に見えて、一点欠けている。素晴らしいと褒めた反面、完璧ではないと言う。それは一体どういうことだ。

　入玉をさせない指し方があるのだろうか。

　自陣の一段目には飛車がいるので、敵玉は一直線で最深部まで潜もぐり込むことはできない。だが、自陣にいる飛車は入玉を遅らせることはできても、詰つますことまではできない。詰ますにはやはり駒こまが足りない。

　後手側にある駒で、一番強いのは２八にいる龍りゆうだ。これを何とか敵玉に近づけられれば勝機はあるのだが……ダメだ。障害物が多すぎる。強引に近づけようとすれば、そのあいだに入玉されて終わりだ。

　見方を変えてみる。

　２八の龍は、６八にある敵の金を睨にらんでいる。いつでも取れる恰かつ好こうだ。龍を切って金を持ち駒にした瞬間、敵玉を詰ます、あるいは必ひつ至しをかけられるような局面を作れればいいのだが……難しい。その光景は見えてこない。

　心を落ち着かせるために、僕は深呼吸してお茶を飲んだ。飲みながら、焦あせるな落ち着けと自分に言い聞かせる。

　ここからの局面、確実に何かある。女王がハッタリを言うわけがない。ああいう言い方をするということは、ここから互いに最善の手を指し続ければ、僕達が勝つということを暗に示している。

　僕はとにかく柔じゆう軟なんに考えるように努めた。それは女王に何度も言われ、注意されていることだ。今まで僕が常識として守ってきた指し方の多くは、間違いだった。一方の側からだけ見続けても物事の本質がわからないように、右からだけではなく左からも見る必要がある。時には上や下からも見る必要があるだろう。僕はそういう見方で盤ばん面めんを見下ろしていた。

　僕の脳内では、盤上の駒こまが忙せわしなく動き続けていたが、ある局面が出来上がった時、自動的に盤上の動きは止まった。瞬しゆん間かん、身体からだじゅうに電気が走った。

　今、僕の頭に浮かんでいる光景は、両者の玉が入玉を目指して中段まで進んだ局面。

　敵玉が入玉を目指して９五、あるいは８五まで進んだ時、２一にいる飛車を移動させて王手をかける。相手がその王手を防ぐには、合あい駒ごまするか玉を移動させるかの二択だが、どちらを選択しても、持ち駒の銀、桂けい馬ま、香きよう車しや、歩ふを使って前進を止めることができる。詰ませられないが、足止めはできる。

　足止めに成功した時、必ひつ至しをかけられる一手を僕は発見した。

　先ほど考えていた、２八の龍りゆうで６八にある金を取る一手。相手がその龍を同どう金きんと取ったあと、僕達は敵玉の下側に銀を打つ。敵玉は前進も後退もできない。金を手に入れたことにより、詰みが生じる。必至の出来上がりだった。

　もう一度その手順を読む。

　結果、僕は頷うなずくことになる。

　間違いない。この進行なら、確実に必至をかけられる。

　しかし……。

　僕は前のめりになっていた身体を後ろに倒して目を瞑つぶった。

　本当なら、必至をかける手順を見つけて喜ぶべきところだったが、僕の中で一つの疑問が浮かんでいた。

　陽よう太たはこの筋を読んでいなかったのだろうか。陽太ほどの腕なら、この筋も読んでいるのではないか。読んだ上で玉の早逃げを敢かん行こうしたということは、必至をかけられたあと、僕達の玉を即そく詰づみにする自信があるということだ。

　そう。必至をかけても、勝ちではない。今の僕の手順だと、相手に飛車を渡すことになるために、自玉が即詰みになる可能性が大幅に増すのだ。

　僕は目を閉じたまま、必至をかけたあとの展開を思い描く。自玉は、果たして逃げ切れるのだろうか。

　一番大事なのは、必至をかけた時、自玉がどこにいるのかということだった。今は４三の地点にいるが、敵玉が９五、あるいは８五に出てくるまで、こちらも二手指すことができる。その二手で、自玉をどこに置くのかが重要だった。下や横に逃げるのは論外。脱出ルートは上部だけだ。

　まず４五の地点。

　陽よう太たが怒ど濤とうの攻めをしてくる。どうだ？　詰まされるのか？　僕は先手と後手の最善手を指し続ける。

　ダメだ。詰まされてしまった。

　じゃあ３五の地点は。

　……ダメだ。ここも詰まされる。

　２五玉だとどうなるか……。

　ここだと……詰むか、いや、詰まないかもしれない。合あい駒ごまの選択を間違えなければ、自玉は助かっているのではないか。

　僕は目を開けて盤ばん面めんを見る。

　２五玉としておけば、僕の読みでは詰まないという結論が出る。しかし読み抜けがあるかもしれない。陽太はこの局面を読んでいて、僕よりも最善の攻めを見つけているのかもしれない。

　もっと時間をかけて読みたい。

　そう思ってチェス・クロックを見る。

　残り時間は五分二十秒だった。

　もう深く考える時間は残されていなかった。自分一人の戦いならここで持ち時間を使い切るまで読むが、僕の読みが勝ち筋なら、桂けい香か先輩にも教えておかないといけなかった。

「大おお橋はし先輩。タイムを取ります」

　僕は急いで立ち上がり、小走りで相談コーナーに向かった。桂香先輩も急いで付いて来る。

「陽太くん、まさか９七玉と指すなんて、全て読まれていたということなのかな」

　ずっと盤面に集中していたために気づかなかったが、桂香先輩は落らく胆たんした表情を見せていた。崖がけ際ぎわまで追い詰められていると悟さとっているのだろう。

「勝てるかもしれません」

　最後にきちんと受け切ったのか確信が持てなかったが、桂香先輩を安心させるためにも、僕は力強く言った。

「え？　ほんとに？」

「はい。即そく詰づみにはできませんが、必至をかけられる手順があります。相手の玉が９五か８五まで出てくることが大前提の攻めですけど」

　僕は机の上に置かれている将しよう棋ぎ盤ばんを使って、自分の読み筋を披ひ露ろうした。敵玉の下に銀を打ち込んで必至をかけた盤上を見た時、落ち込んでいた桂香先輩の表情が見る見るうちに明るいものへと変わっていった。

「凄すごいっ。私も色んな筋を読んでいたけど、この手順は見えなかった」

「大事なのは、敵玉が五段目に来るまでは飛車で王手をかけてはいけないということです。早すぎても遅すぎても、必ひつ至しをかけることはできません。ただ、必至をかけることができても一つ問題があります。このあとの陽よう太たくん達の攻めに自玉が耐たえられるかどうかです。まず今４三にいる玉を二手進めるわけですが、４五と３五に置くと、必ず詰まされます。でも２五玉であれば、僕の読みでは詰みません」

　２五の地点に自玉を置いてから、僕は再び自分の読みを披ひ露ろうした。

「２五玉に対して、まず相手は４三角で王手をかけます。上に逃げたくなりますが、我が慢まんして２四玉と引きます。相手は２筋に香きよう車しやを打って王手を続けますけど、２六の地点に桂けい馬まを中ちゆう合あいすれば、ぎりぎり詰まない形になっています。もし玉にくっつけて合あい駒ごますると詰まされてしまいますので、必ず中合いにしなければいけません」

　自分の中では妙みよう手しゆだという自信のある桂馬の中合いを見せると、桂けい香か先輩は手を叩たたいた。

「あっ、中合い！　ほんとだ。中合いなら紙かみ一ひと重えで受かってるわね」

「僕の読みだと、これで受け切って勝ちとなります。でも、陽太くんの読みは、僕を上回るかもしれません。母親の方も弱くはないですから、陽太くんに導かれるように最善手を指し続けて僕達の玉を詰ます可能性もあります」

　先ほどは力強く言った僕だったが、ここでの口調は少しトーンダウンしていた。時間の許す限り読んだわけではないから、百パーセントの自信が持てなかった。女王は陽太のことを数百年見た子供の中で一番の才能だと言った。そこまでの才能の持ち主なら、最後の最後で僕を打ち倒すかもしれない。西にし本もと戦の最後に悪あく手しゆを指して負けてしまった光景が脳裏を過よぎった。

「陽太くんの力は関係なしに、あゆむくんは自分の読みを信じてる？」

　真剣な眼まな差ざしの桂香先輩。僕をじっと見つめている。

「そうですね……はい。自分の読みは、正しいと信じています」

　桂香先輩はぱっと笑顔に変わって、

「よしっ。私もあゆむくんを信じる。さぁ、最後の勝負に向かいましょう。勝つのは私達よ」

　突然、桂香先輩が僕の手を握って歩き出した。

　僕は驚いて優しく握られた手を見るが、色々なことを考える前に自席に腰を下ろすことになった。

　ドキドキしたまま、チェス・クロックに目を向ける。僕達の持ち時間は一分を切っていた。

　勝つ。必ず勝つ。僕は強い意志を持って△３四玉と指した。

　栄さかえ村むら桜さくらさんは即そく座ざに▲９六玉と指す。

　桂香先輩も力強い手つきで△２五玉と指した。

　陽太はすぐに指さなかった。じっと盤面を見つめている。

　何かに気づいたのだろうか？　それとも、ただの確認か？　その表情を見ている限り、判断はつかない。

　栄さかえ村むら親子の持ち時間が一分を切った。陽よう太たはちらりとチェス・クロックを見たあと、確認するように頷うなずいてから▲８五玉と指した。

　きたっ。

　本当に僕の読みの方が上回っているのか。それとも最後まで陽太が僕の上を行く展開で終わるのか。決着の時だ。

　僕は駒こま音おと高く△８一飛車と指して王手をかけた。陽太の表情は……変化はなかった。栄村桜さくらさんにも、焦あせりの色は見られない。視線を逸そらそうとした時、陽太と目が合う。陽太は微笑ほほえんだ。こういう攻めをしてくると読んでたよ。そんな表情に見えた。

　痛いほどに心臓が早はや鐘がねを打ち出す。一ヵ月前、人生で最も悔くやしい敗北を喫きつした西にし本もと戦の光景が蘇よみがえってくる。あらゆる負の感情が襲おそい掛かかってこようとするのを、僕は頭を振って追い払った。盤ばん上じようだけに集中しろ。

　全て僕の読みどおりに進んで行く。すでにどちらも秒読みに入っていたが、四人とも早指しを続けている。四人全員が、盤上の進行は想定内ということを表していた。しかしどちらかが、間違っている。

　僕は△６八龍りゆうと指し、最も欲しい駒の金を奪い取る。栄村桜さんは一片の迷いのない手つきで▲６八同金と指し、龍を取る。桂けい香か先輩が▲９六銀と打ち込み必ひつ至しをかける。敵玉に助かる術は一つだけ。王手の連続で僕達の玉を詰ますこと。

　陽太はすぐには王手をかけてこない。盤面に向けている瞳を左右に忙せわしく動かしている。だが、依い然ぜんとして焦りの色は見られない。

　陽太が駒台に載っている角を挟はさみ、▲４三のマスに置いた。

　桂香先輩に話したとおり、入玉を目指して上へ逃げた方が安全に見えるが、そちらへ逃げると詰まされる。だから僕は△２四玉と指した。

　僕が指した直後は特に表情に変化のなかった陽太だったが、数秒後に何かに気づいたようにはっとした表情になると、やがて目と口が大きく開かれていく。陽太は両手で口を覆おおって、

「そっかぁぁぁ。それがあったかぁぁぁ」

　と叫んだ。

　母親が驚いた顔で息子を見るが、もう相談する時間も深く考慮する時間も残されてはいない。栄村桜さんは予定どおりであろう▲２九香きようと指し王手を続ける。桂香先輩は渾こん身しんという手つきで、△２六桂けいと中ちゆう合あいした。

　それを見た陽太は目をぎゅっと瞑つぶって、

「中合いがあったんだねぇぇぇ。失敗したよぉぉぉ」

　と再び叫んだ。

　この中ちゆう合あいが自玉を死の淵ふちから救い出す一手だった。次に陽よう太たが２六の桂けい馬まを香きよう車しやで取って王手を続けると、３五玉と躱かわせる。相手は２五角成なりから自玉に迫るが、攻め駒ごまが足りずに入玉を達成できる。それらの手順にかえて、先手は２五に銀を打って王手を続ける筋も残っているが、自玉を１三へと下がらせれば安あん泰たい。２五に余分に銀を使わせることに成功しているため、こちらも詰まない形となっている。

　目を開けた陽太は、最後の力を振り絞しぼるように盤ばん面めんを凝視していた。チェス・クロックのデジタル数字が四十秒まで進んだ時、陽太は一度駒台に置いてある銀を指で挟はさもうとしたが、深い溜ため息いきを吐ついて母親を見た。

　以心伝心。母親も全てを悟った顔で頷うなずいた。陽太も頷き返し、二人揃そろって頭を下げた。

「負けました」

　僕は魂まで抜け落ちそうな溜息を吐いた。

　綿のように、疲つかれた。

　今までの将しよう棋ぎ人生で、勝利してここまで身体からだが鉛なまりのように重くなったことはない。普通は勝てば身体が軽くなるはずなのに、僕の身体はどこまでも沈しずんでいきそうなほど重かった。多大な疲ひ労ろう感かんが襲ってくる中で、桂けい香か先輩の明るい声が飛んできた。

「あゆむくん！　やった！　勝ったわよ！」

　その弾はずんだ笑顔を見た瞬間、僕の身体は軽くなった。

　僕の身体と精神の構造はどうなっているのだろう。まあ、いいか。この笑顔を見られた僕は、最高に幸せ者だ。

「はいっ！　やりましたっ！」

　桂香先輩が両手を前に出した。僕も桂香先輩の両手に軽く合わせた。

（あゆむ、良くやった。見事だ）

　女王のお褒ほめの言葉が、頭に心地よく響ひびいた。
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　表彰式の準備まで少し時間があるということで、僕は着席したまま陽太との感想戦を続けていた。桂香先輩は二に階かい堂どう達の元に、陽太の母親は主しゆ催さい者しやの女じよ流りゆう棋き士しと話をしていた。対面に座る陽太は、母親から新しく買ってもらったオレンジジュースを美お味いしそうに飲んでいる。陽太は最後の場面を振り返って、

「中合いは読み抜けてたよ。ぼくもまだまだだね」

　と言った。

　プロとして数十年指している棋士が言うのなら嵌はまっている台詞せりふだが、小学二年生の子供の言葉としては、あまりにも大人び過ぎていた。しかし陽太の実力を知っているだけに、決して一笑に付すことはできない。

「中ちゆう合あいなら自玉が助かるけど、中合い以外なら即そく詰づみという筋は、そこまで頻ひん繁ぱんに出てくるわけじゃないから、経験が大事だね。僕も最後に中合いが決まって勝った対局なんて、これが初めてだし」

「そうなんだぁ。この筋を忘れないようにしなきゃ」

　陽よう太たは盤ばん面めんを埋め込むように、両手で頭をぐりぐりしている。

　その愛くるしい仕し種ぐさも含めて、将しよう棋ぎを指している時以外の顔は、本当にその辺を歩いている子供と変わらないのだが……。

　なぜそんなに強いの？

　僕が今一番知りたいこと。

「陽太くん、少し他のことも訊きいていいかな？」

「他のことって何？」

「対局内容以外のこと」

「いいよ」

「陽太くんは、何歳から将棋を指してるの？」

「うーんとね、お母さんには、二歳から指してるって言われてる。お祖父ちゃんがぼくに将棋を教えてくれたんだ」

「二歳？　それは驚くべき早さだね」

「四歳で矢や倉ぐらの定じよう跡せきを全部憶えて、五歳の時には角かく換がわりの定跡を全て憶えたんだよ。今は対抗型の定跡を全部憶えているところ」

　物もの凄すごいことを、陽太はさらりと言ってのけた。

　次元が違うという言葉がこれほどしっくりきたことは、人生で初めてだった。僕と陽太では、脳のう味み噌その出来が違うのだ。迸ほとばしる才能とは言うが、陽太の場合は迸り過ぎである。

「陽太くんの師し匠しようは、逢おう見み聖せい位いなんだよね？」

「うん」

「いつも逢見聖位に指導対局してもらってるのかな？」

「道場に行った時はね。家にいる時は、去年Ａ級棋き士しを倒したソフトと指してるよ。さすがにまだ勝てないけど、プロ棋士同士の対局をソフトに解析させたり、プロ棋士が指した手をそのまま指してソフトにそれを覆くつがえす手を見つけさせたり、そういうことにも使ってるんだ」

　ここまでの話を聞いて、僕は陽太の強さの全ぜん貌ぼうを見た気がした。直接的に言えば、陽太は元々が頭の良い子供なのだ。根本がしっかりしていて、更に強くなることにとても貪どん欲よく。師匠の教え方も的確なのだろう。色々な要因が重なって、神童と呼んでいいほどの強さが身に付いたのだ。

「お兄ちゃんは、普段誰と指してるの？　ソフト？」

「僕は……」

　こんな小さな子供に噓うそを吐つくのは心苦しいが、真実は話せないので適当に答えるしかない。

「そうだね。ソフトが多いかな。あとは、ネット対局とか」

「ふーん。ねえねえ、あの中ちゆう合あいも含めて、対局の展開を読んでいたのは、あのお姉ちゃんじゃなくて、お兄ちゃんなんでしょう？」

「うん。そうだよ」

「凄すごいねぇ。お兄ちゃん、ぼくが今まで戦った人の中で、一番強いかもしれない。逢おう見み聖せい位いより強いかも」

　冗じよう談だんで言っているのかと思ったが、陽よう太たは真顔で僕をじっと見つめている。

　僕は声高に笑って、

「いや、それはないよ。僕なんかじゃ、逢見聖位の足元にも及ばない」

「そうかなぁ？」

「そうだよ。だって、逢見聖位は、あの大おお橋はし名人と互角に戦える棋き士しだもん」

　大橋名人の名前を出した時、明るかった陽太の瞳に、対局の時のような真剣な色が宿った。

「お兄ちゃんは、プロ棋士目指してるの？」

「えっと……中学生名人戦って知ってるかな？」

「知ってるよ。八月にやってる大会でしょ？　その大会に出た中学生のお兄ちゃんが同じ道場にいるんだけど、西にし本もとって人にボコボコにされたって泣いてた」

「ははは。そうなんだ。僕は来年の中学生名人戦に優勝したら、奨しよう励れい会かいの試験を受けようって思ってるんだ」

「へえぇ。ぼくと同じだねぇ」

「ということは、陽太くんも来年の小学生名人戦に出るのかな？」

「うん。小学生名人戦で優勝したら、奨励会の試験を受けさせるって逢見師し匠しように言われてるんだ。準優勝でもいいよって言われたけど、ぼくが優勝できなかったら試験は受けないって言ったんだ。小学生名人戦で優勝できなきゃ、奨励会に行っても通用するわけないし」

　西本と全く同じことを言っている。将棋にかける情熱も、それだけ熱く真しん摯しということだ。

「陽太くんは来年一つ学年が上がるけど、それでもまだ小学三年生だからね。その歳で優勝したら、史上最年少の優勝になる」

「ふうん。そうなんだ」

「そういうのには、あまり興味はないのかな？」

「ぼくねぇ、大橋名人を倒して名人になることと、七大タイトルを全て獲とることしか興味ないよ」

　どこまでも無む垢くな笑みを浮かべて、陽太はほとんどの人間が口にはできないことを言ってのけた。僕が知る限り、大橋名人をはっきり倒すと言い切った人間は、プロアマ含めて一人しか知らない。陽よう太たの師し匠しようの逢おう見み聖せい位い。逢見聖位だけは、打倒大おお橋はし名人を掲かかげている。弟子である陽太も、その影響を受けているのだろうか。

「それは凄すごい目標だ。陽太くんは、大橋名人を倒す自信があるんだね」

「お兄ちゃんも大橋名人を倒す自信あるんでしょ？」

　僕は苦笑して、

「いやぁ、まだ全然、そこまでは意識してないよ」

　僕の言葉に、陽太は不思議そうに首を傾かしげて、

「棋き界かい最強の大橋名人を倒す自信がないの？　じゃあ何のためにプロ棋き士しを目指すの？」

　と訊たずねてきた。本当に、心の底から、理解できないという表情だ。

「何のために……」

　僕は思わず復唱していた。

　僕は来年の中学生名人戦を優勝することができたら、奨しよう励れい会かいの試験を受けることを決めている。奨励会で勝ち続ければ、その先に待っているのはプロ棋士という存在。

　僕はなぜ奨励会に行こうと思っているのだろう。何を達成させようとしているのだろう。自問してみる。

　プロ棋士としてご飯を食べていきたいという気持ちがある？

　将しよう棋ぎ界かい最高の栄えい誉よである名人の座に就つき、『上かみ条じようあゆむ名人』と呼んでもらいたいと思っている？

　今までの人生で一番悔くやしい敗北を喫きつした西にし本もとに借りを返したい？

　将棋の神様に指導してもらっているから、何となくプロ棋士を目指す？

　答えは出てこなかった。僕は現時点で、プロ棋士になりたいという強い意志を持っていない。

　こんな中途半端な気持ちで奨励会に入って、果たして通用するのだろうか。

　たとえば西本。プロ棋士に対する熱い想いを見せつけられたが、あんな風に確固たる信念を持って将棋を指している人間が、奨励会の中にはたくさんいる。僕のように薄うすい意志のまま門を潜くぐったら、入った瞬間に嚙かみ砕くだかれるのではないか。

　黙だまっている僕に向かって、陽太が言葉を繫つなぐ。

「ぼくの師匠が言ってたけど、一番を目指さない人間は、絶対に一番にはなれないんだって。どれだけ努力しても、どれだけ棋き力りよくが上がっても、一番になる自信を持ってないと、一番強い人には勝てないよって言われてるんだ」

　そのとおりだなと思う。多くの者を凌りよう駕がする棋力を持っていたとしても、気持ちがついてこなければ頂点には立てないし、頂上が見えてくる前にきっとどこかで躓つまずくだろう。

「誰も倒せない最強の大橋名人は、ぼくが倒すんだ。他にもタイトルを持ってる棋士は、ぜーんぶぼくが倒すよ」

　陽太の言葉に驕おごり高ぶりはない。無邪気であるが故ゆえに、心に響く言葉を投げつけてくる。

　僕の心に、将しよう棋ぎで負けた時のような暗雲が立ち込めていた。

　今日僕は、将棋では陽よう太たに勝った。ただ、将棋に対する姿勢では負けた。しかも、かなりの大差で。

　やがて表彰式の準備が整い、母親に呼ばれた陽太が立ち上がる。

「来年、一緒に奨しよう励れい会かいに入ったら、ぼくとお兄ちゃんは同期になるね。ぼく、負けたままは厭いやだから、必ず今日の借りは返させてね。絶対に中学生名人戦優勝してよ」

　愛くるしい笑顔の残像を残し、陽太は去って行った。
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　表彰式が終わると、僕は桂けい香か先せん輩ぱいと二人でファミレスに行き、夕食も兼ねて祝勝会を開いた。テーブルの隅すみには優勝トロフィーと賞状、それぞれが貰もらった賞品が置かれている。

「それにしても、こんな高価な物が貰えるとは思いませんでした」

　僕はデジタルビデオカメラが入れられている箱を撫なでた。

「参加費の数倍する物を貰って、ちょっと恐縮です」

「高価な物を貰えるのが、優勝した人の特権だもん。ビデオカメラは、あゆむくんにこそ相応ふさわしいわ。──私も高価な物を貰っちゃったけど、今の私には似合わないかな」

　桂香先輩は、オパールネックレスが入っている箱を触って言った。

「そんなことないですよ。大おお橋はし先輩は何を身に付けても似合います、はい」

　大橋先輩は美人ですから、と心の中で付け加える。

　桂香先輩は照れたような笑みを浮かべて、

「ありがとう。──今回、本当に参加して良かった。優勝できたらとても嬉うれしい気持ちになるだろうなって思ってたけど、予想以上の喜びに浸ひたれたわ。団体戦に負けた悔くやしさの反動もあるんだろうけど、今までの将棋人生の中で、一番嬉うれしい勝利になった。あゆむくんが誘ってくれたから、最後に中学最高の思い出を作ることができた。ありがとうね」

　言い終わると、桂香先輩は優しい微笑ほほえみを僕に向けてくれた。

《中学最高の思い出》

　この一言を言ってもらえただけで、僕はもう何もいらなかった。将棋を指さしていて良かったと、心の底から思った。

「僕も、最高の思い出になりました。最後に大橋先輩と一緒に将棋を指せて良かったです」

　注文していた料理が運ばれてきたので、一度会話を中断した。桂香先輩の前にはステーキ定食と海かい鮮せんサラダ、僕の前にはピザとドリア、ミニサラダが置かれた。二人とも、これを食べ終わったらチョコレートパフェが運ばれてくることになっている。

「何か、私の方が大食いって感じの量ね」

　桂けい香か先輩は真顔で互いの料理を見比べている。

　品数は僕の方が一品多いが、確かにステーキ定食の量は僕の料理達を凌りよう駕がしていた。

　女の子は、そういうことを気にすると聞いたことがある。僕からすると、たくさん食べる女の子は素敵だと思うのだが、これが男女の違いというやつなのだろうか。

「あの、大おお橋はし先輩は育ち盛りだから、たくさん食べていいんです、はい」

　僕は至って真ま面じ目めに言ったのだが、桂香先輩は噴ふき出すように笑った。

「年下のあゆむくんに育ち盛りって言われると変な感じがするけど、私、たくさん食べていいのね」

「はい。それにこれは祝勝会ですから、景気良くたくさん食べて飲みましょう」

「了解です」

　熱々の料理が、僕達の胃袋に収められていく。将しよう棋ぎは身体を動かさない戦いではあるが、激しい対局のあとは非常にお腹が減る。プロ棋き士しが対局のあとに体重が二、三キロ減ることもあるという話は、今の僕にはよく理解できた。

　料理を半分ほど平らげたところで、桂香先輩が陽よう太たの話題を口にした。

「陽太くんとは、どんな話をしてたの？」

「陽太くんの強さの秘密を探ったり、将来のことを訊きいたりしてました」

「強さの秘密、わかった？」

　僕は陽太から聞いた話をそのまま桂香先輩に話した。桂香先輩は納なつ得とくしたという表情で頷うなずき、

「なるほど。誰よりも努力する神童か。強いわけだわ。──史上初の小学生プロ棋士になる可能性も、大いにあるわね」

「今のまま成長を続ければ、いけると思います」

「そうなると、十代での名人挑ちよう戦せん、奪だつ取しゆも有り得るわけね」

「陽太くんは、はっきりと大橋名人を倒すと言ってました。誰も倒せない棋き界かい最強の大橋名人は、自分が倒すと。あそこまではっきりと打だ倒とう大橋名人を口にした人を見たのは、逢おう見み聖せい位い以来です」

「でも、そのくらいの意気込みじゃないと、プロの世界ではやっていけないと思う。結果的に一番になれないのは仕方のないことだけど、最初から一番を目指さない人は、決して一番にはなれないし、それに近い二番や三番目にも到達できないんじゃないかな」

　真理だと思った。陽太の言葉と同じく、桂香先輩の言葉は痛く胸に響ひびいた。

「でも、仮に陽太くんが名人挑戦する時に私の父が名人だったら、ちょっと複雑だわ」

　言葉のとおり、桂香先輩はちょっと複雑な表情になっている。

「複雑と言いますと？」

「父と陽太くん、どっちを応援しようかなって」

「えっ？　誰が相手でもお父さんを応援するものじゃないんですか？」

「普通はね。でも、私は名人の娘でもあるけど、一将しよう棋ぎファンでもあるの。あゆむくんは見てみたくない？　十代の名人が誕生するところ」

「それは、僕も見てみたい気持ちはあります。でも大おお橋はし名人が負けるところは見たくないです」

「父の大ファンのあゆむくんにこんなことを言ったら怒られるかもしれないけど、どんなに強い王者も、いつかは負けるでしょう。テニスでも陸上競技でも格かく闘とう技ぎでも、絶対王者と言われる人達も次の時代を担になう若手に敗れる時が来る。私は、父に引導を渡す相手は、将棋界を引っ張って行ける力のある人であって欲しいと思ってるのね。陽よう太たくんに伝説を創る力があるのなら、衰える前の父から名人の座を奪って欲しいと思ってる。そういう考え方はダメかな？」

　桂けい香か先輩は、懇こん願がんするような笑顔を浮かべている。

　赤の他人の台詞せりふだったらはっきりダメだと言えるのだが、こんな素敵な笑顔を向けられたら、ダメとは言えない。

「でも、はっきり大橋名人が負けてもいいと思っているわけではないんですよね？」

　桂香先輩は少し考えた顔を作って、

「そうね。たとえば最初は陽太くんが勝ってもいいかなと思っていても、三勝三敗で最終局の勝負になったら、掌てのひらを返して父を応援しているかもしれない」

「きっとそうなると思いますよ。だって、大橋先輩は、大橋名人の娘さんですから。最後の最後は、お父さんを応援するはずです。それが親子というものだと僕は思います」

　桂香先輩は頷うなずき、

「そうね。うん。そうかもしれない」

「そうです。きっと」

　僕達の平らげた料理皿を店員が片付け、二つのチョコレートパフェを置いた。先月、世界一のケーキ職人のいる店でケーキを食べた時もそうだったが、桂香先輩はご飯を食べている時とは全く別の表情でチョコレートパフェを食べていた。やはり女の子にとってデザートは特別な物のようだ。

　そのチョコレートパフェが半分ほどの量になった時、桂香先輩の至福の表情がふっと沈しずんだものへと変わった。

「私、あゆむくんに失礼こと言っちゃったわね。ごめんなさい」

「失礼なこと？　僕に？　え？」

　短い時間で考えたが、何のことかさっぱりわからない。

「父を倒す人の話。陽太くんにスポットライトを当てて話していたけど、あゆむくんが父を名人の座から引き摺ずり下ろすかもしれないのよね。将棋界の次代の頂点に立つのは、陽太くんでも西にし本もとくんでもなく、あゆむくんかもしれないんだから」

　今の僕では想像できない光景。想像の輪りん郭かくすら形作ることはできない。

「陽太くんともそういう話をしたんですけど、正直、今の僕の力では大橋名人と同じ土ど俵ひように立つ場面を想像することもできません。そう話したら、陽よう太たくんにこう言われました。棋き界かい最強の大おお橋はし名人を倒す自信がないのに、何のためにプロ棋き士しを目指すのかと。その問いに、僕は答えられませんでした……」

「何のために、か……」

　僕がそうだったように、桂けい香か先輩もまた、その言葉を復唱していた。

「訊きかれて初めて、僕はプロ棋士を目指す動機が極めて弱いことを知りました。将しよう棋ぎを指してご飯を食べていけたら素敵なことだとは思いますけど、それがプロを目指す原動力にはなりません。陽太くんと話していて、僕は凄すごく自分が中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちであることを思い知らされました」

　桂香先輩は視線を落として考え込んでいる。さっきまで明るかった場の雰囲気が、重苦しいものへと変わってしまった。せっかくの祝勝会なのに、これではいけない。話題を変えなければ。とりあえずこのチョコレートパフェ美お味いしいですねと切り出そうとしたが、先に桂香先輩が口を開いた。

「将棋が好きだから、じゃダメなのかな」

「プロ棋士を目指す理由ですか？」

「うん。どんな理由を掲かかげるにしろ、根底には将棋が好きという理由があるわけでしょう」

「そうですね。好きじゃなければ、続けることはできないと思います」

「今のあゆむくんが明確に私の父を倒すことを目標にできないのは、それだけの棋き力りよくがないから。それは別に悪いことじゃないわ。はっきりと父を倒すことを目標にしている陽太くんは素晴らしいと思うけど、考え方や歩み方は人それぞれ。一年後、二年後のあゆむくんは、今よりもっともっと強くなってる。棋力が増せば、具体的な目標も見えてくるはずよ。今はまだ、土台となる力を付ける準備期間。そこまで先を見み据すえる必要もない。私はそれでいいと思うな」

　桂香先輩の言葉を受けて一いつ瞬しゆんで霧きりが晴れた僕は、単純なのだろうか。陽太の問いに答えを返せずに落ち込んでいた僕の悩みは霧む散さんしていた。

「あゆむくんの名前と同じで、一歩ずつ進めばいいのよ」

「大橋先輩にそう言ってもらえると、それで良いと思えてきました」

「そうよ。悪いことは言わないから、お姉さんの言うとおりにしなさい」

　桂香先輩は固めた拳こぶしで胸をぽんぽんと叩たたいた。

「はい。部長の言うとおりにします」

　明るい雰囲気が戻ってきた中で、残りのチョコレートパフェを食べ始める。

　食べている途中、ふと先ほどの会話が蘇よみがえった。

　もし僕と大橋名人が戦うことになったら、桂香先輩はどちらを応援するのだろうか。

　どちらを応援するか迷う？　それとも……。

　訊いてみたい衝しよう動どうに駆かられたが、臆おく病びよう風かぜが吹いて言葉を吞のみ込んだ。自分が聞きたい答えが返ってくるとは限らない。怖こわくて訊きけない。

　チョコレートパフェを食べ終わる。あゆむくんがいなかったらもう一つデザート注文するんだけど、と桂けい香か先輩は冗じよう談だんっぽく言って口元を拭ふいた。

「私、好きだな」

　脈絡なく、僕をじっと見つめて言う桂香先輩。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、僕のことが？　という甘い考えが浮かんできたが、そんなわきゃないという一人ノリツッコミを胸の内で展開していた。

「好きと言いますと？」

「あゆむくんの考え方や物の見方。今のあゆむくんって、もうトップアマチュアと言ってもいいくらいの棋き力りよくがあるのに、決して大きなことを言わないもの。みんな最初は弱いのに、将しよう棋ぎが強くなると弱い人を見下す人も出てくるけど、あゆむくんは全くそういうところがない。どこまでも将棋に真しん摯し。そういうあゆむくんの真ま面じ目めな姿勢、私好きだな」

　男として好きと言われたわけではないが、人間として好きという告白は、雲を突き抜けて宇宙へと飛んでいくほど僕を有頂天にさせた。

「あゆむくん」

「は、はい」

「いつまでもそのままでいてね」

「わかりました」

　僕は即そく答とうする。今のままの自分でいることがどれほど難しいことなのかわからなかったが、桂香先輩にそのままでいてねと言われたのだから、僕はこのままでいなければいけない。理由はそれだけで十分だ。

　僕達はファミレスを出て駅へと向かう。夜の帳とばりが降りた空には、きらきらと星が輝き始めていた。




　僕が自室に入ると同時に、四人の駒こま娘むすめ達が現れて僕を囲んだ。いつものように、香きよう車しやが僕をヘッド・ロックする。

「あゆむ、ほんま強くなったなぁ。感心したで。桂香はヒーローを見る目であゆむを見とったし、ようやった」

　歩ふが両手で優しく僕の手を握る。

「陽よう太たくんという驚きよう異いの存在が現れた時はどうなることかと思いましたけれども、きっちりと読み勝ちましたね。女王様の日々の指導でもそうですけれども、戦いの最中にも成長していることが見ていてわかります。桂香さんとの日本一のペアおめでとう、あゆむくん」

　桂けい馬まが扇せん子すで僕の顔を扇ぐ。

「今日の桂馬の使い方は、ぎりぎり及第点。実現はできなかったけど、二枚の桂馬を主役にした攻めを構想したことは良かった。最後の桂けい馬まの中ちゆう合あいもお見事。あの中合いも金かな駒ごまだったら成立していなかった。いかに桂馬が優秀かわかったでしょう。桂馬が攻防の主役になれば必ず勝てるの。飛車や角なんて、桂馬を活かすための砲ほう台だいでしかない。弾たまがなければただの飾かざり。もっと努力して桂馬を完かん璧ぺきに使いこなせるようになりなさい。そうすれば陽よう太たも大して怖い存在ではなくなる」

　僕は三人の駒こま娘むすめ達を見回しながら、

「皆さん、本当にありがとう。みんなの日々の指導のお陰で、最高の思い出ができました」

　とお礼の言葉をかけて、最後に残った女王に向き直った。

「女王様、対局中のアドバイス、ありがとうございました」

「アドバイス？　何のことだ？　私は対局中のアドバイスはしないことに決めているんだ。私と香きよう車しやの会話が聞こえてしまっただけだろう」

「あ、そうでした。僕が聞いたのはアドバイスではなく、二人の会話でした」

「本当は、私が香車とそんな会話をしなくてもいいくらいに成長して欲しいんだがな。対局中にも言ったが、お前はどこか抜ぬけている」

「やきもきさせてしまってすみません」

「まあ、あの時の私と香車の会話を聞いて最善手を見つけることができるのは、強い証しよう拠こだ。私と香車の会話を聞かずとも、お前は同じ筋を見つけることができていただろう」

「……女王様、一つ訊きいていいですか」

「何だ？」

「もし今日、僕と陽太くんの一対一の戦いだったら、結果はどうなっていたと思いますか」

　女王は少し考えた顔になって、

「一対一の戦いだったら、負けていたかもしれないな」

　と言った。

「陽太の母親は、序じよ盤ばんと中盤で少し脚を引っ張る手を指していた。桂けい香かにもまずいところはあったが、その度合いは向こうの方が大きい。つまり一対一だったら……あとはわかるな？」

　僕は少し肩を落として、

「そうですよね。陽太くんの才能には、ただただ圧倒されました」

「だが、今日はペア将棋というルールで戦ったんだ。栄さかえ村むら親子より、お前と桂香の方が優まさった。それでいいだろう」

「はい。そのことには納なつ得とくしてるんですけど、これからのことを考えると、末すえ恐おそろしい気持ちになってるんです。陽太くんは、女王様に数百年で見てきた子供の中で最高の才能と言わせる逸いつ材ざいですから」

「確かに陽太の才能は素晴らしい。才能だけなら、西にし本もとをも凌しのぐ。お前がプロ棋士になったら、最大のライバルになるのは西本だと思っていたんだが、お前を最も苦しめる存在になるのは陽太かもしれないな。あの子供は、自分の光り輝く才能に驕おごらず努力し続ければ、必ず将しよう棋ぎ史しに伝説を残す棋き士しになる」

　凄すさまじい。女王にここまで言わせる陽よう太たに、僕は畏い敬けいの念を抱いだいていた。お互いに理想の結果を出せば、奨しよう励れい会かい員いんとして同期となり、同じペースで昇級・昇段を続ければ、何度も対局することになる。一つ歳を取るごとに、陽太は全盛期への階段を上って行く。この先十数年という長い時間、進化し続ける。そんな人間に、本当に僕は勝つことができるのだろうか。

「勝てるさ」

　僕の心を読んだかのように、女王が言った。

「本当に勝てるでしょうか。陽太くんは、まだ小学二年であれだけの棋き力りよくです。五年、十年経たった時に、どこまでの棋力を手に入れているのか、ちょっと想像がつきません」

「随ずい分ぶんと達観した物言いをしているが、お前もまだ中学一年なんだぞ。発展途上なのはどちらも同じ。これからどちらが大きく伸びるのかは、努力と吸収力次第。それに、陽太は確かに神童だが、所しよ詮せん人間だ。お前には誰が付いていると思っているんだ」

　女王にここまで言わせたら、もうこれ以上後ろ向きな発言や考え方はできない。

「とてつもない才能を目まの当たりにして、尻しり込ごみしてしまいましたけど、女王様にそこまで言っていただけたら、俄が然ぜんやらなければという気持ちが湧わいてきました」

「うむ。良い心がけだ。団体戦と違って、今日はちゃんと結果を残した。褒ほめてやる。これからも結果を残せよ。そのために、私達も最大限の指導をしてやる」

「はい。また明日から、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い致します」

　僕は感謝の意味も込めて、深く頭を下げた。

「今日はもう眠る。お前も風呂に入ってゆっくり休め」

　香きよう車しや、歩ふ、桂けい馬まが駒こまの姿に戻り、僕の掌てのひらに乗った。

　女王も駒の姿に戻る仕し種ぐさをしたが、それを中止して僕の瞳の奥を覗のぞき込むようにして口を開く。

「陽太に何のためにプロになるのかと訊きかれてお前が答えに窮きゆうした時、桂香がお前に言ったことと同じことを言ってやろうと思っていたんだが、もうそのことを案じる必要はなさそうだな」

「はい。桂香先輩に胸のつかえを取り除いてもらいました」

「お前は女運に恵まれているな」

「自分でもそう思います。桂香先輩はもちろん、最初に出てきた香車さんに桂馬さん、歩さんにもたくさんお世話になって、そして今は愛情を持った女王様に時に厳しく指導して頂いて、今の自分があります。感謝の言葉しかありません。──それに、女王様は美人ですから、目の保養にもなります。ははは」

　女王が黄金の扇せん子すをパチンッと強く閉じた。

　僕はびくっと身体を震わせる。女王が扇子を勢いよく閉じる時は、僕にとってマイナスなことが起こる場合ばかり。軽口を叩たたくな、とでも言われるのだろうか。

　ドキドキして言葉を待ったが、女王は口を開いたまま何も言わない。僕の目には、少し照れたような表情にも見える。

　美人と言われて照れてるんですか？

　思うだけで、訊きかない。凪ないだ海に岩を投げ入れるほど僕は間ま抜ぬけではないのだ。

　女王は閉じた黄金の扇せん子すで僕の頭を軽くぽんぽんと叩き、

「私にそんな口が利きけるなら、いずれ桂けい香かにも同じことを言えるだろう。将しよう棋ぎ同様、そっちも頑がん張ばれよ」

　と言って駒こまの姿に戻った。

　香きよう車しやと歩ふには、初めて出会った時から桂香先輩との仲も良くなるように応援してもらっているが、女王にそんな言葉をかけてもらったのは初めてのことだった。一応、女王も応援してくれているのだろうか。少しほんわかした気持ちになった。

　ただ、桂香先輩に面と向かって美人ですねなんて言えるのは、ずっと先のことになるだろう。

　いつか言えればいいのだが、そのいつかがいつになるのかは、全く予想できない。

　僕はおやすみと声をかけて、四枚の駒を箱の中に戻した。
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「宇う田だ京きよう子こ」

　名前を呼ばれた宇田京子さんが、壇だん上じようへと上がる。校長から卒業証書を受け取って振り返った宇田京子さんの目には、うっすらと光るものが見えている。

「江え藤とう麗れ美み」

　江藤麗美さんが壇上へと上がって行く。壇上の下には、次に名前を呼ばれる桂けい香か先せん輩ぱいが出て来ていた。後ろ姿なので表情は確認できないが、他の女子生徒同様、その背中には哀あい愁しゆうが感じられた。僕の胸が、締め付けられるように痛んだ。

「大おお橋はし桂香」

　しっかりとした足取りで、桂香先輩が壇上へと上がって行く。凜りんとした姿勢で卒業証書を受け取り、クラスメイト達の元へと戻って行く。その目に光るものは見えなかったが、顔じゅうに物悲しさが溢あふれていた。また、僕の胸がぎゅっと痛んだ。

　三年生全員へ卒業証書が手渡されると、体育館の外に出て卒業生を見送ることになった。準備が出来るまで、三年生は校庭に留まってお喋しやべりを続けている。集まっている大勢の卒業生の中から、僕は瞬しゆん時じに桂香先輩の顔を認めた。僕も顔を知っている友達と、笑ったり寂さびしそうな表情になったりしながら話をしている。僕はその顔を見ながら、自分の持ち場となる校門の方へ歩を進めた。

　やがて見送る側の準備が出来る。

　一年生と二年生が左右に分かれて、運動場から校門まで人間アーチを作り上げていた。僕は校門のすぐ傍そばのところで、クラスメイトと手を取り合っている。教師の合図とともに、三年一組の人達から順にアーチの中を潜くぐって校門を出て行く。

　方々で、下級生達が卒業生に言葉をかけていた。その多くは部活の先輩と後輩という間柄だろう。温かい言葉をかけてもらっている三年生の中には、笑っている人もいるし、笑いながら泣いている人もいるし、顔をくしゃくしゃにして泣いている人もいた。

　今日を以もつて、正式に桂香先輩はこの中学校からいなくなってしまう。まだ桂香先輩のいない日々には慣れていない僕に、この卒業式は追い打ちをかける行事だった。

　橘たちばな先輩の顔が見えた。もうすぐ桂香先輩の顔も見えてくる。

「橘先輩、お疲れ様でした。高校でも将しよう棋ぎ頑がん張ばってください」

　不意に声をかけられた橘先輩が、きょろきょろと左右を見回し、僕を見つけると笑顔を見せてくれた。

「おう上かみ条じよう。ありがとう。上条のことは陰ながら応援してるからな。一番を目指して頑張れよ」

　橘先輩は僕に手を振って校門を出て行った。

　視線を前方へと戻した時、桂けい香か先輩の顔が視界に入った。春の陽光に照らされた桂香先輩は、誰よりも眩まぶしかった。

　僕の胸は切なさで溢あふれている。少しでも気を弛ゆるめると、堤防が決壊して大量の水が流れ出しそうだった。

　桂香先輩は、僕がいる列とは反対側の方に視線を向けている。僕には気づいていないようだ。

「大おお橋はし先輩、あの、僕……」

　言葉が発せられたのかどうか自分でも確認できないほど、僕の声は弱々しかった。桂香先輩は僕の方を振り向くことなく、そのまま僕の前を通り過ぎて行く。

　校門を出る直前、一いち陣じんの風が桂香先輩の髪かみを乱した。桂香先輩は歩きながら乱れた髪を手で整え、こちらを振り返ろうとしたが、石いし垣がきに阻はばまれてその顔が見えることはなかった。

　何かを失った時のように胸にぽっかりと穴が空いた僕は、しばらくのあいだ放心状態で残りの卒業生を見送り続けた。




（卒業式というのは、ええもんやなぁ）

　学校からの帰り道、ポケットの中の香きよう車しやが話しかけてきた。

（あまり明るい気持ちにはなれませんけどね）

（何でや。卒業式ってのはお別れでもあるけど、新しい船出の日でもあるんやで。めでたいやないか）

（僕の場合は、お別れの方の立場ですから）

（別に桂香と今こん生じようの別れというわけちゃうんやから、そんなにブルーになる必要はないと思うけどなぁ）

（しばらくのあいだは、空くう虚きよ感かんに包まれて生活することになると思います）

（そんな状態じゃ、将しよう棋ぎにも身が入らんやろ。──しゃあないなぁ。あゆむ、その空虚感を取り除く方法を教えたるから、家に帰ったら財布を持って花屋に行くんや）

（花屋？　花屋に何の用があるんですか？）

（ええから言うとおりにするんや。今まであたしの言うとおりにして、上う手まくいかなかったことなんてないやろ）

　いや、結構ありますよ。

　まあ、僕のためを思ってやってくれているわけだから、不満に思ったことなんて一度もないけれど。香車が何を思案しているのか見当がつかなかったが、とりあえず言うとおりにすることにした。

　自宅に帰ると、私服に着替えて電話帳を開いた。これまでの人生で一度も花屋に行ったことがない僕は、果たして近所に花屋なんてあるのだろうかとページを捲めくったが、よく行くコンビニの数すう軒けん先さきに花屋があることを知った。自転車に乗って行こうとしたが、花束を籠かごに入れて自転車を漕こぐと花が傷いたむかもしれへんでと香きよう車しやに注意され、徒歩で花屋へ向かった。

　花屋には女子大生風のお姉さんと、四十代半ばくらいと思われる女性が働いていた。二人は顔が似ている。母娘だろうか。

「いらっしゃいませ。どんなお花をお探しですか？」

　若いお姉さんの方が話しかけてきた。

　どんなお花をお探しか僕もまだ聞いてないんです。ポケットに手を入れて香車に訊きこうとすると、声が聞こえてきた。

（今日卒業した女の先輩に花を贈るので、花束を作ってくださいってお願いするんや）

　なるほど、そういうことか。卒業生に花を贈るのは自然なこと。将しよう棋ぎで言えば絶ぜつ妙みよう手しゆ。素晴らしい一手である。ありがとうございます香車さんと先に礼を言ってから、僕は店員に希望を伝える。

「あの、今日先輩の卒業式だったので、花束を作って欲しいんです。先輩は女の人なので、可愛らしくお願いします。予算は……」

　僕は財布の中身を見る。六千四百円入っている。

「五千円でもできますか？」

　店員はにこりと笑って、

「もちろんです。それではお作りします。花束を包むラッピングペーパーもいくつかの種類がありますので、ご希望の物がありましたらこちらからお選びください」

　そう言って店員はテーブルの上に様々な質感のペーパーを出してくれた。サラサラした物やザラザラした物、ツルツルした物と種類豊富だった。迷った末、僕はサラサラした質感のピンク色のペーパーを選んだ。リボンは黄色を選択。

　そのペーパーの上に、店員が色とりどりの花を載せていく。ピンクの花、黄色の花、白い花が配置良く重ねられていき、ペーパーに包まれて花束へと変わった。カラフルな花束は、新しい旅立ちの春を連想させた。

「気持ちが籠こもっている花束です。きっと喜んでいただけると思います」

「素敵な花束をありがとうございます」

　礼を言い花束を受け取ると、僕は店を出て桂けい香か先輩宅へと向かった。




　これは男を上げるチャンスだと意気込んで歩いていたのだが、桂香先輩の自宅が見えてくると、途と端たんに弱気な面が顔を覗のぞかせた。よく考えたら、アポなしで桂香先輩宅へ行くのは初めてのことだった。それに最近は全く顔も合わせておらず、電話やメールのやりとりもしていなかった。それも仕方のないことだ。桂香先輩は高校生になる準備で忙いそがしかったのだ。僕もそれをわかっているから、メールや電話もしていなかった。

（あゆむ、何やその暗い顔は。明るくいかんかい、明るく）

（わかってますけど、久しぶりに話すことになるから、ちょっと緊張しちゃって）

（この花束を渡す行為はな、さよならを言うためじゃなくて、これからもお願いしますっていう挨あい拶さつなんや。そんな暗い顔しとったら、桂けい香かも悲しい気持ちになるで）

　桂香先輩を悲しい気持ちにさせたくないので、僕は精一杯明るい顔を作ることに努めた。

　門もん扉ぴを開けて、玄関まで進む。深呼吸を一つして、呼び鈴を押した。

「はい。──あら、あゆむくん」

　僕はカメラが付いているインターホンに視線を向けて、

「大おお橋はし先輩、お久しぶりです。あの、ちょっとよろしいでしょうか」

「うん。ちょっと待ってて」

　僕は一歩下がって、玄関ドアが開くのを待つ。

　まるで僕を焦じらすかのように、ゆっくりと白いドアが開いた。本当に、久方ぶりに、桂香先輩と視線が交わった瞬しゆん間かんだった。花柄の白いブラウスを着た桂香先輩は、今までと変わらない笑顔を僕に向けてくれた。

「あゆむくん、久しぶりね。元気にしてた？」

「はい。元気でした。あの、ご卒業おめでとうございます」

　僕は後ろ手に持っていた花束を差し出した。

　桂香先輩の顔が、驚きと喜びの混じった表情へと変わっていく。

「わぁ……とても綺き麗れい……」

「そこの花屋さんで作ってもらいました。どうぞ」

　桂香先輩の視線は、花束へと一心に注がれている。こんなに嬉うれしそうな表情を見られただけで、僕は本望だった。

「とてもいい匂におい」

　桂香先輩は花束に顔を埋うずめるようにしている。僕から見ると、目から下が完全に隠かくれている恰かつ好こう。

　その目を、僕はじっと見つめる。

　やっぱり桂香先輩は美人だな。

　そんなことを思って見ていると、桂香先輩の瞳が唐とう突とつに潤うるんでいき、涙が零こぼれ始めた。

　あわわわわわわわわ。

　初めて見る桂香先輩の泣き姿に、僕は慌あわてふためく。

　何で？　どうして？　なぜ桂香先輩は泣き出したの？

　女心がわかる人なら理解できるのだろうか。僕にはわからない。全然わからない。

　どうしよう。どうすればいいんですか。わかりません。

　パニックに陥おちいっている僕を見て、涙に濡ぬれている桂香先輩の目がにこりと笑った。

「あゆむくん、ごめんなさい。いきなり泣かれたら困っちゃうわよね」

「いえ、あの、僕は大丈夫なんですけど、その、あの、お花の匂においがきついとか、そういうことじゃないんですよね」

　桂けい香か先輩はぶんぶんと首を横に振って、

「違うよ。あまりにも嬉うれしくて、自然と涙が出てきたの。ごめんね、驚かせちゃって」
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　その言葉を聞いて、一ひと先まず僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。僕の花束を贈るという行為は、それほど桂香先輩を感かん極きわまらせたのだ。

「あゆむくんとは楽しい思い出をたくさん作ってきたけど、こんなことまでしてもらえるなんて……本当にありがとう」

　今なら、遊びに誘えるかなと思った。遊びではなくても、久しぶりに桂香先輩の部屋で将しよう棋ぎを指させますか、くらいのことなら僕にも言えそうだった。

「あの──」

　意を決して口を開いた瞬しゆん間かん、

「桂香、みんな集まったよ」

　と、僕の背後で声がした。

　振り返ると、十人くらいの女子が門もん扉ぴのところに集まっていた。その内の何人かは学校でも見たことのある顔だった。桂香先輩の友達だ。

　桂香先輩は涙を拭ぬぐい、

「すぐ行くからちょっと待ってて」

　と、友達に声をかけた。

　ＯＫと友達は返事をし、敷地を出て行く。

「あゆむくん、ごめん。これから卒業のお祝いをみんなですることになってるの」

　僕は心の中で深い嘆なげきの溜ため息いきを吐ついた。疎そ遠えんを防ぐ千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逸いつしてしまったかもしれない。

「わかりました。楽しんできてください。──それじゃ、あの、また」

　その状況で次の約束を取り付ける勇気は出せなかった。『また』という言葉に、せめてもの繫つながりを残した。

　踵きびすを返した僕の背中に、

「あゆむくん、今度遊びに行きましょうか」

　と、声がかけられた。

　僕の振り返る速度は光の速さと同じだった。

「えっ？」

「今度、久しぶりに二人で遊びに行きましょうか」

「え、僕と一緒にですか。は、はい。喜んで！」

「帰ったら電話するから、いつどこに行くか話し合いましょう」

「はい。是ぜ非ひ。お電話お待ちしております」

　僕はぺこりと頭を下げて玄関を離れた。

　門もん扉ぴの前では、十人ほどの女子が談笑していたが、僕が出てくると一時的に会話が止やんだ。

「あ、ご卒業おめでとうございます」

　僕は会え釈しやくして歩き始める。

「ありがとうね。バイバイ」

　たくさんの言葉が、僕の背中に飛んできた。

　角を曲がった僕は、勢いよく走り出す。軽い。何て身体からだが軽いんだ。僕はカモシカのように走り続ける。

（あゆむぅ、良かったなぁ。久しぶりにデートできるやないか）

（ありがとうございます。全て香きよう車しやさんのお陰です）

（な？　あたしの言うとおりにしたら、万事上う手まくいくんや）

（はい。感謝してもしきれません）

（家に帰ったら、今度のデート場所を選ぼうや。以前遊んだところよりも、もっと楽しめる場所を探すんや。予算の関係もあるし、吟ぎん味みする必要がある）

　自宅に戻った僕は、香車達と一緒に二人が楽しめるデート場所を挙げていった。議論に議論を重ねた末、遊園地が最も楽しく遊べる場所だという結論に至る。懸念すべきは予算。今日だけで五千円の出費をしている。幼少の頃から一度も下ろさずに貯ため続けている、三十万円の貯金を下ろす時がきたのかもしれない。大人になるまでは、生しよう涯がいで一、二を争うような大事の時以外は絶対に下ろさないと誓っていた貯金だが、桂けい香か先輩とのデートは現時点で人生一の大事なイベントである。桂香先輩の了解を得られれば、すぐに下ろしに行こうと決めた。

　桂香先輩からの電話は、午後七時にかかってきた。電話を通して聴きく桂香先輩の声は、直接顔を合わせて聴く声よりも大人で優しさに包まれていた。何時間だって聴いていられる。どんなヒーリング音楽よりも、僕には耳心地が良かった。

　遊びに行く場所の候補に遊園地を挙げると、桂香先輩ははしゃいだ声で賛成してくれた。小学生の時以来、なかなか行く機会がなかったとのこと。遊びに行く日と待ち合わせ時間を決めて、電話を切った。

　その日僕がニヤニヤしっ放しでなかなか寝付けなかったのは言うまでもない。




　　　　２




　平日の方が人の数も少ないだろうと予想していたのだが、考えることは皆同じなのか、それとも春休み中だからか、遊園地は多くの人で溢あふれ返っていた。やはりジェットコースターなどの絶ぜつ叫きようマシンは人気で、長ちよう蛇だの列ができているアトラクションが多数あった。

「予想以上に人が多いですね。もうちょっと空いてると思ったんですけど」

「でも、人が少ないよりは多い方が賑にぎわっていて楽しいと思う」

「それは仰おつしやるとおりです」

「とりあえず、人の少ないアトラクションから乗っていこうか」

「ゴーカートなんてどうですか？」

「あ、いいわね。私運転してもいい？」

「どうぞ。大おお橋はし先輩の運転、楽しみです」

　僕達は遊園地の端はしにあるカート乗り場を目指して歩き始める。

　僕はこの日のために、服を新しく買っておめかししていた。パンツは脚長に見えるチャコール色のスリムチノパンツ。上は淡いピンク色のシャツにワインレッドのパーカーを重ね着。全て香きよう車しやに見立ててもらった服だ。会うなり桂香先輩は僕のファッションをとてもお洒落しやれと褒ほめてくれた。デートのきっかけを作ってもらった時同様、僕は香車に深く感謝するのだった。

　桂香先輩の服装は、モノトーンのレース柄がらキュロットに白いセーター、リボンの付いたミュールという恰かつ好こうだった。綺き麗れいなお姉さん、という表現がぴったりだった。スタイルの良さは知っていたが、こんなに脚が長かったのかと驚く。今まで見た桂香先輩の中でも、一番目を奪われるファッションだった。まあ、最終的にはこの一言で全て決着する。

　美人は何を着ても似合う。

　ゴーカート乗り場に並んでいるのは親子連れと大学生風カップルの二組だけで、すぐに僕達に順番が回ってきた。桂けい香か先輩が運転席に座り、僕は隣となりに座る。カート内は狭く、少し身体を動かしただけで肌が触れ合っていた。

「大おお橋はし先輩、ゴーカートの運転は得意なんですか？」

　桂香先輩は足元を見ながら、

「ううん。初めて運転するわ。これがアクセルよね」

　と言ってカートを発進させた。

　緩ゆるやかに発進するかと思われたが、僕達の乗ったゴーカートはいきなり最高速度に達してカーブを曲がろうとしていた前方のゴーカートに衝しよう突とつした。

　ガコンッ！

　追突された大学生風のカップルが驚いた顔で振り返る。

「す、すみません」

　僕と桂香先輩は同時に謝った。

　大学生風のカップルはクスクスと笑って、再び走り出す。

「うーん。ゲームセンターのレースゲームみたいにはいかないのね」

　と、桂香先輩は真顔で言った。

　僕が初めて桂香先輩を怖こわいと思った瞬しゆん間かんだった。桂香先輩が車の免めん許きよを取るまでにはまだ数年あるが、果たして大丈夫だろうか。

　何度も壁かべにぶつかりながらも、桂香先輩の運転するゴーカートはゴールした。ちょっと怖かったが、桂香先輩は満足そうな表情をしているので良しとする。

　敷地を出ようとした時、ゴーカート場から聞き覚えのある高笑いが聞こえてきた。振り返ると、四人の駒こま娘むすめがゴーカートを運転していた。女王が香きよう車しや、歩ふ、桂けい馬まの乗るゴーカートにガンガンぶつけながら走行している。あまりにも激しくぶつかるものだから、ゴーカートの部品らしき物が何個かアスファルトの上に落ちている。その光景を見た係員が慌あわてた様子で駆かけて行き、女王の前に立ちはだかった。女王はお構いなしにアクセル全開で轢ひこうとする。間かん一いつ髪ぱつ、係員は横っ飛びで轢かれるのを免まぬがれた。

「あゆむくん、どうしたの？」

　場内を振り返ろうとする桂香先輩の視線を僕は遮さえぎる。

「何でもありません。さあ、次のアトラクションへ行きましょう」

　僕は半なかば強引に桂香先輩を先導してその場を後にした。

　次に僕達が入ったのは、床以外の全ての面が鏡張りになっている巨大迷路。どこを見ても僕と桂香先輩が映っている。遠近感が失われる構造。鏡にぶつかるのを恐れて手を前に出して歩くと恰かつ好こう悪いので、男らしさを見せるために僕は手を引っ込めた状態でどんどん前進する。

「あゆむくん、そんなに早く進んで大丈夫？」

「大丈夫です。僕はこう見えて結構──」

　ガンッという鈍にぶい音が響ひびく。

「いてぇ」

　言ったそばから鏡にぶつかってしまった。僕の頭上には点てん滅めつする星のマークが浮かんでいる。

「大丈夫？」

　桂けい香か先輩が心配そうに、僕の額ひたいを優しく撫なでてくれた。あぁ、凄すごく得した気分だ。恰かつ好こう悪いところを見られてしまったが、結果オーライである。

「おい、何だここは」

「どうやら迷路のようです、女王様」

　また聞き慣れた声が入口の方から聞こえてきた。鉢はち合あわせになる前に脱出しなくては。僕は恰好つけるのを止めて、両手を前に出した恰好で進み始めた。桂香先輩も僕の後を付いてくる。

「ええいっ、鬱うつ陶とうしい。お前ら、この鏡を全部割れ！」

　桂香先輩は後ろを振り返り、

「あゆむくん、鏡を割ろうとしている人がいるわよ」

　と、驚いた顔で言った。

「とんでもない人もいるもんですね。さあ、巻き込まれないうちにさっさと出ましょう」

　危機を察知すると、持っている能力以上の力を出せる人間がいる。それが今の僕だ。僕は驚異の速さで突き進み、女王達に追いつかれる前に鏡張りの迷路を脱出した。出口にいる係員に、こんなに早くゴールした人は初めて見ました、と驚かれたほどだ。

　さて。次は何に乗ろうか。桂香先輩と辺りを見回しながら、園内を歩く。先ほどは長ちよう蛇だの列ができていたジェットコースターだったが、昼食時間に入ったこともあって、やや並んでいる人の数は減っていた。

「ジェットコースターに乗ってからお昼ご飯にしましょうか」

　僕は桂香先輩の案に賛成することにした。

　並んでいる僕達の頭上を、悲鳴を上げた人達が高速で通過して行く。目を閉じていると、別世界へ来た感覚に捉とらわれる。

「あゆむくんはこういうの強そうだけど、どうなの？」

「え、そういう風に見えますか？」

「うん。終始平然としてそう」

「小学生の時はどんな絶ぜつ叫きようマシンもはしゃいで乗ってましたけど、歳を取って恐きよう怖ふを感じる心に変化が起きたのか、去年の春に絶叫マシンに乗った時は怖いと思ってしまいました。男のプライドで、悲鳴だけは上げませんでしたけど」

　桂香先輩は噴ふき出すように笑って、

「歳を取って、という言い方、おじさんみたいよ。まだ十三歳なのに」

　僕は頭をぽりぽりと搔かいて、

「友達にも時々おじさん臭くさいって言われます。──大おお橋はし先輩は、絶ぜつ叫きようマシンは平気なんですか？」

「こう見えて、実は平気なの。笑って乗れるタイプ」

「そうなんですか。苦手なのかなって思ってました」

「男の子は、悲鳴を上げる女の子の方がいいのかな？」

「えーと、人によると思います」

「あゆむくんは、どっちのタイプが好きなの？」

　どっくんと、心臓が大きく跳ねた。過去一度も、桂けい香か先輩と異性に関する話をしたことがなかった。僕のことを想ってそういう質問をしたわけではないと理解しているが、それでも胸の高鳴りは抑おさえられなかった。

「そうですね……僕は……特にどちらかというのはないですね」

　桂香先輩は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　ここで悲鳴を上げない女の子の方が好きです、と言えないところが、僕が僕たる所以ゆえんだった。

　やがて順番が回ってきて、僕と桂香先輩は最前列のシートに腰を下ろした。このジェットコースターは、特別な高さや速さを誇ほこるわけではない。特筆すべき点のない、極めて普通の形状のジェットコースター。しかし先ほど桂香先輩に話したとおり、今の僕はこの程度の絶叫マシンでも少し恐きよう怖ふを感じるようになっていた。桂香先輩の手前、平静を装よそおっているが、心臓は早はや鐘がねを打っていた。

　重々しい音を響かせながら、僕達を乗せた車両がチェーンリフトによって巻き上げられていく。小学生の時は愉快に聞こえていたこの音も、今では恐怖を煽あおる効果音になってしまった。

「女王様、なぜ目を閉じているのですか？」

　おいおいと心の中でツッコミを入れて、僕は後ろを振り返った。

　四人の駒こま娘むすめ達も同乗していた。最後部の席に座っている。香きよう車しやと歩ふ、桂けい馬まの三人は平然としているが、女王だけは目を瞑つぶっていた。隣となりに座る香車がニヤニヤして、女王に声をかけている。以前、お化けが出るという廃はい墟きよに行った時のことを僕は思い出していた。普段は強気の女王も、色々と怖こわい物があるようだ。四人の中では女王が一番女の子らしいのかもしれない。

　僕達を乗せた車両が頂点へと達する。

　ちらりと隣を見る。桂香先輩はワクワクドキドキの表情。

　うーん。強い。

　僕の目に映っていた青空が徐々に地上の景色へと変わっていく。焦じらすように下降し始めた車両が、瞬またたく間に高速でレールの上を走り始める。男女の様々な悲鳴、絶叫が聞こえてくる中で、僕は歯を食い縛しばって叫ぶのを堪こらえ続ける。桂香先輩の前でみっともなく叫ぶわけにはいかない。

　車両が最高速度のままカーブを曲がり宙返りする。身体が投げ出されそうな感覚に陥おちいり、僕は思わず絶ぜつ叫きようしそうになった。

　ぐぬぬぬぬ。

　耐たえろ。耐えるんだ。もうすぐ終わる。

　高速で走り続ける中で桂けい香か先輩を見てみたが、やはり楽しそうにして前方を見み据すえていた。時折はしゃぎ声も上げている。

　負けた。そう思った。

　車両がスタート地点へと戻り、静かに止まった。僕はあくまでも平静を装よそおい、ばれないように安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「はあぁ。楽しかったぁ」

　桂香先輩は本当に楽しそうだ。僕も楽しそうな表情を作って相あい槌づちを打った。

「さて、お昼ご飯にしましょうか。朝食は少し量を減らしてきたから、お腹ぺこぺこ」

「僕もぺこぺこです」

　車両を降りる時に、僕は最後部へと視線を向けた。

　車両に乗っている時の女王は少し青あお褪ざめて見えたが、車両を降りるといつもの強気な表情になって、黄金の扇せん子すで顔を扇いでいた。うむ。どうやら大丈夫そうだ。

　園内には様々な料理店が並んでいたが、話し合った結果、うどん屋に入ることになった。僕はとろろうどんとおにぎり二個を、桂香先輩は肉うどんとおにぎり三個を注文した。

「大おお橋はし先輩って、うどんが好きなんですね。初めて知りました」

「うん。ラーメンよりもうどん派。あゆむくんは？」

「僕もうどん派です。周りは圧倒的にラーメン派ですけど」

「ラーメンも嫌いじゃないけど、やっぱりうどんよね？」

「はい。うどんです」

　二人の注文した料理が同時に運ばれてきた。とろろうどんを食べながら、僕はあることを考える。

　こうやって久しぶりに二人きりで遊びに来たわけだが、これは全て香きよう車しやのお陰である。僕一人だったら、この展開は生まれなかった。

　僕が今日アクションを起こさなければ、次はないかもしれない。

　そういう考えに僕が至ったのは、そう何度も香車の力を借りてはいけないと思ったからだ。将しよう棋ぎに関することならともかく、桂香先輩に関することで、駒こま娘むすめに頼り過ぎてはいけないという思いが生まれていた。

　もっと自発的に動かなくては。

　桂香先輩の中で、僕という存在を薄うすれさせないためには、定期的に会うことが大事である。そしてできれば、こうやって二人きりで遊ぶ展開が理想だった。そんな風に印象に残る日を何度も繰り返していければ、いつかは……。

　また今度、こんな風に遊びに行けますでしょうか。

　その言葉を、心の中で何度も復唱する。きっとどもるだろうが、勇気を出して約束を取り付けよう。そう決心した。

　深呼吸して言葉を発しようとした時、僕の視界にあるものが入り込んできた。

　四、五十メートルほど離れたところにあるベンチに座って、女王達がクレープを食べているのが見えた。香きよう車しや以外の三人の服装は目立ち過ぎるのでアレだが、それを除けば女の子グループがわいわいやっている光景にしか見えない。楽しそうで何よりだ。

　僕の視線に気付いた香車が、こちらに向かって大きく手を振り始めた。それだけなら別に構わないのだが、手を振りながら何かを叫んでいる。通りを歩いている人達が、何事かという顔でこちらとあちらを交互に見ている。

「ん？」

　食べ終わってまったりしていた桂けい香か先輩が、窓の外の異変に気付く。

「あの女の人、何をしているのかな？」

　別に駒こま娘むすめ達と桂香先輩を会わせてはいけないわけではないのだが、香車が何を言うかわからないので、ここは逃げておいた方がいいと僕の本能が告げていた。次の遊ぶ約束を取り付けたかったが、仕方がない。僕は急いで食べ終わると、

「さあ大おお橋はし先輩行きましょう」

　と、会計を済ませて逃げるようにして店を出た。

　遊園地の定番アトラクション、バイキング、高速回転する絶ぜつ叫きようマシン、水中へ突っ込むジェットコースターと、午後は絶叫アトラクション三連発。毎回歯を食い縛しばって叫ぶのを堪こらえているので、ちょっと顎あごが痛くなっていた。相変わらずどのアトラクションでも、桂香先輩は白い歯を見せて可愛かわいらしく声を上げていた。

　まだ行っていない区画へ歩いて行くと、どす黒い建物が視界に入ってきた。建物の上部には、黒いざんばら髪がみの白しろ装しよう束ぞくの女が立体的に描かれている。看板には血の色で《失神者続出！　最恐お化け屋敷》の文字。

　これだけ絶叫マシンに強いのなら、お化け屋敷も大丈夫なのかなと、僕は誘ってみることにした。

「えっ、お化け屋敷？」

　桂香先輩の表情が曇くもった。

　あれ？　苦手なのかな？

「絶叫マシンに乗っている大橋先輩を見る限り、お化け屋敷も笑って進めるのではないかとお見受けしたのですが」

「お化け屋敷は苦手。だって、暗いところからいきなり襲おそってくるでしょう。そんなの反則よ」

「まあ《ここから十メートル先でお化け役の係員が出てきます》なんて書いてあったら興きよう醒ざめですからね」

「建物の中も暗くてＢＧＭも不気味だし」

「まあ、昼間のように明るくてラブソングが流れていたら雰ふん囲い気き台無しですからね」

「……あゆむくんは入りたいの？」

　桂けい香か先輩の訊きき方には、僕の返答次第で答えを決めるという響ひびきが含まれている。

　僕の奥底で眠っていた、好きな女の子に意地悪して反応を見るというあの感情が蘇よみがえった。

「はい。僕はお化け屋敷に入りたいです」

「そう……。それじゃ、入ろうか。あんまり先に進まないでね」

　桂香先輩は顔じゅうに不安の色を浮かべて僕に付いて来る。

　ごめんなさい、桂香先輩。でも、その表情、僕とても好きです。

　目玉が飛び出している特とく殊しゆメイクの係員にチケットを渡して中へと入る。

　闇やみのように暗い場内に、おどろおどろしいＢＧＭが流れている。まず左手に見えてくるのは顔が焼け爛ただれた蠟ろう人形。地の底から響いてくるような笑い声で僕達を出迎える。前方からは断続的に女性の悲鳴が聞こえてくる。その度たびに、桂香先輩は身体を震ふるわせていた。

　絶叫マシンに乗っていた時は、少し肩身の狭せまい思いをしていた僕だったが、今は自分の方が男らしいところを見せられていたので満足だった。ちなみに僕は、お化け屋敷は平気だった。本当にお化けが出るかもしれないという廃はい墟きよに入るのは怖こわいが、作り物とわかっているお化け屋敷を怖がる道理はない。

　角を曲がって数歩進んだ時、天井から乱れ髪の女が逆さまの恰かつ好こうで現れて桂香先輩の肩を摑つかんだ。

「きゃあああああ」

　桂香先輩が耳を劈つんざく悲鳴を上げて僕の腕にしがみ付いてきた。

　こんなことが起こるなんて……天井から出てきたお化け役の女性に、僕は心から感謝していた。素晴らしい動きでした。グッド・ジョブ。

「あゆむくん、私、ダメ、怖い。早く出ましょう」

　桂香先輩の手は、微かすかに震えている。

「大丈夫です。僕が付いてますから」

　暗くら闇やみの中ということもあって、いつもの僕とは違って強気の言葉が自然と出てくる。

「私を置いていかないでね。本当に一人じゃ無理だから」

　桂香先輩は僕の右腕をがっしりと両手で摑んで離さない。お化け屋敷を出るまで、この状態が続くようだ。

　そう考えると、出口に向かうのが勿もつ体たいなく思えてきた。桂香先輩には申し訳ないが、一秒でも長くこの状態を楽しみたかった。

　左右の壁かべから無数の白い手が出てくる。古いテレビの中から女が出てくる。鏡に映る僕と桂けい香か先輩の奥で真っ白な顔の女が笑いながら迫って来る。古典的なもの、どこかで見たことのあるもの、一体どういう仕し掛かけが施ほどこされているのかわからないものと、バラエティに富んだ仕掛けが満まん載さいだった。仕掛けが発動する度たびに桂香先輩は大だい絶ぜつ叫きようし、僕の腕を摑つかんでいる両手に力を込めていた。

《此こ処こが地じ獄ごくの三丁目　残り半分》

　その立たて札ふだを見た時、桂香先輩は脱力した。

「あゆむくん、ちょっと休ませて」

「わかりました。そこのベンチに座りましょう」

　立札の前に木製のベンチが置いてあったので、僕達はそこへ腰を下ろした。

　瞬しゆん間かん、ベンチの下から白い手が伸びてきて僕達の足首を摑んだ。

「きゃあああああ」

　もう何度目かわからない悲鳴を上げて、桂香先輩は僕の腕を摑んで強引に立ち上がらせた。そのまま凄すごいパワーで僕は引き摺ずられて行く。これが俗に言う火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつか。

　明るかった場所から、闇よりも暗い空間へと出る。僕を引き摺るように前進していた桂香先輩の脚が、ぴたりと止まる。

　目を凝こらしても、何も見えない。恐怖心を刺激するＢＧＭだけが鳴り響ひびいている。

　ふっと、背後に気配を感じた。またお化け役の係員が襲おそってくるのだろうかと身構えていると、いきなり腕を摑まれて、「おい、もっとゆっくり進め」と言われた。

　女王の声だった。

　顔は見えないが、桂香先輩と同じように微かすかに手が震えている。お化けが出るという廃はい墟きよに行った時同様、女王は怯おびえているようだった。だったらお化け屋敷なんて入らなければいいのにと思ったが、香きよう車しや達の手前、入らざるを得なかったのだろう。言われたとおり、僕は少し歩度を遅くした。

　怯えている桂香先輩は、女王の存在に気づいていない。右腕は桂香先輩に、左腕は女王に摑まれた恰かつ好こうで、僕は前進し続ける。ある意味、両手に花を体現した恰好。

　暗くら闇やみの中から落ち武者が現れて、僕達の行く手を阻んだ。身体や頭には矢が突つき刺ささっている。折れた刀を僕達に向け、涎よだれを垂らしながらぶつぶつと意味不明な言葉を呟つぶやき始める。鬼気迫る演技に、さすがの僕も気持ち悪さを感じて鳥肌が立った。

「あゆむくん、この人気持ち悪い」

「あゆむ、私が許す。こいつを殴なぐれ」

　両方の耳に入ってくる、二人のか弱い言葉。

　突然、落ち武者が僕達の後方を指差して叫び出した。

　僕は振り返る。

　天井と左右の壁かべから、乱れ髪がみの女三人が這はってやって来るのが見えた。

「きゃああああああああああ！」

　今日一番の悲鳴が僕の左右の耳を襲おそった。

　次の瞬しゆん間かんには、僕は物もの凄すごい勢いで両腕を引っ張られて走る恰かつ好こうになっていた。断続的に僕の身体は宙に浮いている。僕の両腕を引っ張る二人の力は、尋じん常じようではなかった。

　あっという間に出口に辿たどり着き、特殊メイクの係員を突き飛ばすようにして僕達は建物の外へと出た。

　桂けい香か先輩はアスファルトの上にへたり込む。乱れた髪が、僕の目には色っぽく見えていた。

　あれ、女王がいない。僕は辺りを見回す。

　少し離れたところにあるベンチに、女王は腰掛けていた。桂けい馬まが扇せん子すで女王の顔を扇ぎ、歩ふが肩を揉もんであげている。香きよう車しやはそんな女王を見て、下げ剋こく上じようを狙ねらう家来の笑みを浮かべていた。

「大おお橋はし先輩、大丈夫ですか？」

　僕は中腰になって、桂香先輩の顔を手で扇いだ。

　桂香先輩は乱れた髪を手で整えながら、

「ええ。何とか。もう二度と、このお化け屋敷には入らない。いいわね、あゆむくん」

　と、力強い眼まな差ざしで訴えかけてきた。

「わかりました。ここのお化け屋敷には、もう入らないでおきましょう」

　ここの、という箇か所しよに僕は力を込めた。こんな桂香先輩を見られて、僕は大満足である。申し訳ないが、またこういう表情の桂香先輩を見たかった。可能なら、何度でも。だから帰ったらここよりもっと怖いお化け屋敷のある遊園地を探そうと、僕は決めていた。そして今度はそこのお化け屋敷に桂香先輩を誘うのだ。日本語的には、騙だましたことにはならない。

　太陽が西の空に沈み始めていた。儚はかなげな橙だいだい色いろの空が、楽しい時間が間もなく終わることを告げていた。

　最後に乗ると決めていた大観覧車の前に、桂香先輩の先導で、色々なゲーム機が置かれている館内へと入る。老ろう婆ばを象かたどった機械があり、桂香先輩はその前に座った。占いのゲーム機で、友達のあいだで結構当たると評判なのだそうだ。

「大橋先輩って、占いを信じるんですか？」

「みんなが当たるって言ってると信じちゃうかな。あゆむくんは？」

「星座占いなら六位くらいまでは信じます。十位以下だったら他の人のことを言ってるんだなぁと思って意識の外に置きます」

「あゆむくん、私の母と同じようなこと言ってる」

　桂香先輩が左手を差し出すと、老婆マシンが虫むし眼鏡めがねで手相を覗のぞき込む動きをした。ウイーンという音が機械の中から断続的に流れ続け、二分ほどして老婆マシンの口から占いの結果が書かれた紙が出てきた。

　桂けい香か先輩が紙を抜き取り、結果をまじまじと読んでいる。

　何て書いてあるのか、少し気になる。先ほど桂香先輩に話したとおり、僕はさほど占いを信じてはいないが、まるっきり疑っているわけでもない。とりあえずそこに書かれている恋愛運だけでも読みたかった。

「どんな感じですか？」

「うーん。結構鋭するどく切り込んでるようにも見えるけど……こんな感じ」

　桂香先輩は紙を差し出す。僕は遠慮なく受け取って読んだ。

　総合運や対人運、金銭運など、どの項目も基本的には未来のことが書かれているので、当たっているかどうかは判断できない。ただ、性格の項目の《争いを好まず、大らかな性格。趣味や特技の分野に於おいては鋭えい敏びんな感性を見せつけるが、対人関係、特に異性に関しては鈍どん感かん》と書かれているのを見た時、この占いマシンの的中率は高いかもしれないと思った。

　僕が一番気になっていた恋愛・結婚運は《あなたは鈍感なのでなかなか進展しません。好きな人ができても奥手なのでなかなか告白できないでしょう。相手が告白してくれるとは限りません。ずるずると時間が流れるのが厭いやなら、さっさとアプローチするのが吉です。そんなあなたが将来結婚する相手は、勝負の世界で名を残す男性です》と書かれてあった。

　勝負の世界って……将しよう棋ぎもそれに当て嵌はまるよね。

　僕はプロの世界で名前を残せるほどの棋き士しになれるだろうかと、漠然と考えていた。

「未来のことはわかりませんけど、性格のところは、大おお橋はし先輩のことを上う手まく言い表しているなと思いました」

　桂香先輩は疑惑の人物を見るような視線を僕に向けて、

「それって、褒ほめてるのかな？」

　僕はその視線をしっかりと受け止めて、

「僕が大橋先輩に喧けん嘩かを売ると思いますか？」

　桂香先輩は笑い出す。僕も笑った。

「わかったわ。褒めてくれたって思うことにする。──あゆむくんもやってみてよ」

　勧すすめられたので、僕も老ろう婆ばマシンに占ってもらうことにした。生年月日や性別、血液型を入力したあと、左手を差し出し手相を見てもらう。占い結果の紙を抜き取り、文字に目を通す。性格等などのところは当たらずも遠からずといったところ。最後に残った恋愛・結婚運を見る。

《あなたの運命の人は、ひどく鈍感です。あなたが好意を見せても、全く気づきません。悪気はありません。鈍感なだけです。出会ってからしばらくのあいだは、適度な距離で関係を築いていくと良いでしょう。ただし相手は鈍感なので、将来的には態度をわかり易やすくする必要があります。曖あい昧まいなまま時の流れに身を任せていると、いらぬ恋こい敵がたきが出現する可能性あり》

　僕は生なま唾つばを飲み込んだ。

　こ、これは……もしかしてこの占いマシン本物か？

「どうだった？」

　桂けい香か先輩が紙を覗のぞき込んでくる。

「僕の運命の人は、ひどく鈍どん感かんらしいです」

「鈍感？」

　桂香先輩が僕から紙を受け取り読み始めた。

「凄すごいわね。こんな短い文の中で、三回も鈍感の単語が出てくるなんて。本当にこんな人いるのかな」

　今僕の目の前に立っていますが。

「その時がきたらって書いてあるけど、あゆむくんにとってはまだまだ先の話よね」

　それは確かにそのとおりだった。まだ焦あせるような時ではない。ここに書いてあるとおり、桂香先輩との良好な関係を続けていければと思った。そしてできれば、定期的に遊びに行ける関係を築きたかった。

　館内を出て、大観覧車を待つ人達の列に並ぶ。日本でも屈くつ指しの大きさを誇るこの大観覧車は、美しい夜景が見られることで評判だった。夜にはカップルで長ちよう蛇だの列が出来るのだとか。だから本当は夜に乗りたかったのだが、あまり遅い時間までは遊べないため、我わが儘ままは言えなかった。ただ、太陽が沈んでいく時間帯に見る景色も、夜景に劣らない綺き麗れいさを僕達の目に映してくれるだろう。

　僕達の順番が回ってくる。レディファーストで先に桂香先輩を乗せてから僕も乗り込む。一周するのにかかる時間は約十五分。今日最後の二人きりの時間。今日が過ぎ去れば、また当分のあいだ会えない日々が続くかもしれないので、今を大切にしたかった。

「今日はとても楽しかったわ。ずっと受験勉強の日々が続いていたし、心の底から楽しんだのって、随ずい分ぶん久しぶりのことよ」

　桂香先輩の充実した微笑ほほえみを見て、僕は今日ここに来て良かったと、心から感じていた。

「僕もこんなに楽しめたのは、かなり久しぶりです。──去年、大おお橋はし先輩とペアマッチ将しよう棋ぎで優勝して以来の興奮を味わえました」

「ええっ、そんなに遡さかのぼっちゃう？」

「はい。遡っちゃいます」

　桂香先輩はそっと目を閉じて、

「でも、そうね。私もあの日以来かもしれない。こんなに楽しかったのって。志望校に受かった時も、喜びはあったけどね」

「二に階かい堂どうさんも同じ高校を受験したみたいですけど、どうだったんでしょうか？」

「二階堂くんも受かったって聞いてるわ」

「そうですか。橘たちばなさんも同じ高校ですし、今度は仲間として戦うんですね」

「個人戦も頑がん張ばるけど、男女混合で出られる団体戦もあるし、中学時代にはできなかった日本一を、高校では達成したいな」

「陰ながら応援してます」

　桂けい香か先輩が、少し前まえ屈かがみになって僕を見る。

「あゆむくんは、行きたい高校はあるの？」

「高校のことは、まだ何も考えてないです」

「私の行く高校に来る？」

　僕は想像してみる。桂香先輩と同じ高校の制服を着ている光景を。一緒に歩いている光景を。それはとても素敵なことだ。だけど……。

「大おお橋はし先輩の高校は、ちょっと、僕には壁かべが高いかもしれません。将しよう棋ぎに傾けている情熱を勉強に向ければ、何とかなるかもしれませんけど……」

「そっか。あゆむくんは、プロになることを最優先に考えてるんだよね」

「勉強も大事ですけど、僕の脳のう味み噌その容量だと、将棋に全力で打ち込まないと結果は出せないと思うんです。将棋と勉強に同じくらいの力を注ぐと、どちらも中ちゆう途と半はん端ぱな結果しか出せないだろうなって。大橋先輩の高校に行けるのであれば行きたいですけどね……」

「もし私の行く高校を受験したいなって思ったら相談してね。受験勉強のお手伝いができるかもしれないし」

　僕の背筋がピンと伸びる。

「え、勉強を教えてもらえるんですか？」

「私が教えられる範はん囲いで、家庭教師をしてあげる。もちろん無料よ」

　とりあえず受験だけでもしてみようかなと思う自分が、ちょっと厭いやになった。

　僕達の乗っている観覧車が、頂点に近いところまで進んでいた。橙だいだい色いろに染められた街並みが、心に深く迫ってくる。

「わぁ、綺き麗れい……」

　窓に手をついて感かん慨がい深げに呟つぶやく桂香先輩の横顔もまた、夕陽の街並みに負けないくらい素敵だった。

　儚はかなげな表情になっている桂香先輩を見ていると、僕の脳のう裏りに先ほどの占いの言葉が蘇よみがえった。

「さっきの大橋先輩の占いに書いてありましたけど、結婚運のところにあった勝負の世界に名を残す男性って、もしかしてプロ棋き士しのことでしょうか。大橋先輩は、プロ棋士の人と結婚したいという思いはありますか？」

　かなり踏み込んだ質問だったが、地上から遠く離れた場所にいるからか、いつもより大だい胆たんになれていた。

　淡い風景を眺ながめていた桂香先輩が僕に向き直る。少し考える仕し種ぐさを見せて、うーんと唸うなった。

「私、今まで一度も結婚している自分を真剣に想像したことがないの。せいぜい、幼少の頃にお父さんのお嫁さんになるって言ってたくらいね。だから、どういう人と一緒になりたいのか、自分でもわからないのよ」

「年上がいいとか、年下は絶対に厭いやとか、同い年が理想とか、そういうのもないんですかね」

「うん。そういうのもまだ全く考えたことがないわ」

　僕は心の中で安あん堵どの息を吐はいた。年下だけは絶対に厭という答えが返ってきていたら、こんなに綺き麗れいな風景も涙で見えなくなっていたかもしれない。今は年下の僕にもチャンスはあるのだなと、前向きに受け取っておくとしよう。

「でも、プロ棋き士しの人と結婚できたら、素敵だなとは思うかな」

　少し遠い目をして桂けい香か先輩は言った。

「母を見ていると、そう感じる。父が対局前や対局後のピリピリ感を家に持ち込まないからそう思うのかもしれないけど、真剣勝負の中に身を置いている人と一緒に暮らせるのは、私からすると素敵なことだと思える。──私も、その時に将しよう棋ぎでご飯が食べていける身分になっていたら、楽しい時間が増えるかもしれない」

　もしこの言葉を香きよう車しやが聞いていたら、絶対にこう言っただろう。

　プロ棋士にならなければいけない理由が増えたな、と。

　僕も心からそう思った。はっきりと意識しているわけではないようだが、桂香先輩の中では、プロ棋士という職業はかなりポイントが高くなっている。今は漠然としていても、高校を卒業する頃には、プロ棋士の人と結婚したいと思うようになっているかもしれない。そうであるならば、桂香先輩の中でその思いが具体的な形となる前に、僕はプロ棋士になっていたい。

　僕達の乗った観覧車が頂点を通り過ぎて、下降し始めた時、対角線上にある観覧車に目が留まった。こちらに向かって両手を振っている人物がいる。

　香車だった。他の駒こま娘むすめ達の姿も見える。香車は何やらジェスチャーを交えて口を動かしている。しかし結構な距離があるので、言葉は届かない。歩ふが香車を押さえ込んで座らせたところを見ると、また何か変なことを叫んでいたのだろうと推察できた。

「どうしたの？」

　僕の視線に気づいた桂香先輩が振り返るが、歩に押さえ込まれた香車は大人しく座っている。危ないところだった。

「いえ、何でもないです。もうそろそろ終わりだなと思うと、寂さびしい気持ちになります」

「私も。子供の頃の気持ちが蘇よみがえってきちゃった。後ろ髪がみを引かれる思いで遊園地を後にしていたのを思い出すわ」

　言い終わり、桂香先輩がふっと窓の外の風景に視線を移した瞬しゆん間かん、僕の頭に強い思いが溢あふれた。

　次の約束を取り付けるには今しかない！

　先ほど言えなかった言葉を、もう一度心の中で復唱する。

　口から飛び出しそうになっている心臓を吞のみ込んで、僕は口を開いた。

「あの、大おお橋はし先輩、また今度、一緒に遊びに行くことはできますでしょうか」

　桂けい香か先輩が僕の方に視線を移して、

「ええ。また今度遊びに行きましょうね」

　と、微笑ほほえみを浮かべた顔で答えた。

　……あれ、あっさりＯＫをもらえた。

　僕の聞き間違いではないよね。

　社交辞令でもないよね。

　念のために確認しておこう。

「あの、本当にまた今度二人で遊べるのでしょうか」

「うん。高校生活が始まると環境も変わるし私も忙いそがしくなるから、すぐには無理だけど、落ち着いた頃にでも遊べたらいいなって思ってる」
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　僕が空を飛べる超人だったらこの窓を突き破り夕陽に向かって飛び続けただろう。

　またいつかこんなに楽しい時間を過ごせるなんて。その日がいつになるかは不確定だが、裏を返せば、それだけ楽しみを待つ時間も続くということ。決して悪いことではない。

　突然、桂香先輩が勢いよく両手を叩たたいた。パンッという乾いた音が観覧車の中に響ひびく。

「ど、どうしました？　蚊かでもいましたか？」

「そうだ。忘れてた。私、ずっとあゆむくんに訊きこうと思ってたことがあるのよ。今頃思い出したわ。あゆむくんって、この棋き士しに師し匠しようになってもらいたいって希望はあるの？」

「師匠、ですか？」

「うん。奨しよう励れい会かいに入ることになったら、必ず師匠が必要になるでしょう。候こう補ほのプロ棋士は、もう決めてるの？」

　そうだ。そのことを忘れていた。忘れていたというよりも考えていなかった。

　師匠という言葉で僕の頭に真っ先に浮かんできたのは、女王の顔だった。僕に将しよう棋ぎの全てを教えてくれる将棋の神様。棋き力りよくという点では誰も彼女には勝てない。だが女王を師匠として登録はできない。きちんとした人間の師匠が必要になってくる。

　一般的に師匠と弟子というと、師匠があらゆることを弟子に教えて鍛きたえていく光景を想像するが、将棋界では、弟子に一切かかわらない名前だけを貸している師匠というのも存在するらしい。お互いに顔も知らないような師弟関係。一方で、将棋の技術的なことを一から教え、礼儀礼節もきっちりと叩たたき込んで、プロ棋士への道を進ませてくれる師匠もいる。個人的には、そんな風に色々と指導してくれる師匠の方が好ましい。いずれにしても、プロ棋士を目指すのであれば必ず師匠は必要になる。

「全く考えていませんでした。よくあるパターンは、通っている将棋道場で指導しているプロ棋士の方にお願いして弟子にしてもらうというやつですが……僕がよく行っていた道場にプロ棋士はいませんし、知り合いのプロ棋士もいませんし、どうしようかな」

「知り合いのプロ棋士ならいるじゃない」

「誰ですか？」

「私の父」

「いやぁ、大おお橋はし名人は知り合いというか何というか……」

「私の父が師匠じゃ不満？」

　僕は首が外れるくらいに横に振って、

「まさか！　棋き界かい最強の大橋名人が師匠だったら、最高です。みんな師匠になって欲しいと思ってるんじゃないでしょうか。──でも、大橋名人は、簡単には弟子を取らないと聞いてます」

「そうなのよね。自分で父を推すい薦せんしておいて何だけど、弟子にする条件は結構厳しいみたいなのよね」

　僕の記憶が確かであれば、現在大橋名人の弟子は九人。男性棋士が七人と奨励会員の子供二人。まだ全員二十代以下なので、真価が問われるのはこれからだが、全員口を揃そろえて大橋名人に強くしてもらったと語っている。つまり、大橋名人は名前だけを貸す師匠ではなくて、親身になって指導してくれる師匠ということだ。

「確か弟子にする条件は、ハンデ戦で大橋名人に勝利しなければならないと、誰かが言っていたと記憶しています」

「うん。ハンデの細かい内容は知らないけど、平ひら手てではなくハンデ戦だからね。今のあゆむくんならクリアできると思うけど、どうかな？」

「そうですね。大おお橋はし名人が師し匠しようになってくれるなんて、これ以上なく光栄なことではありますけど……ただ……」

　僕の中で、二つの感情がせめぎ合っていた。

　僕は将しよう棋ぎの神様に教えてもらっている立場ではあるが、人間の中で一番強い棋き士しである大橋名人に教えを乞こいたいという思いも持っていた。どんな棋士でも、将棋の神様の指導力を上回ることはできない。全ての教えは、復習程度にしかならないかもしれない。ただ、それとこれとは別の話で、将棋の歴史上最強であると信じている大橋名人の考え方に触れたいという思いを、僕は強く持っていた。

　そう思う一方、ただでさえ強い憧あこがれを抱いている相手に、これ以上接近していいのかという思いもあった。もし弟子にしてもらったら、僕の大橋名人に対する憧れはもっと大きくなるだろう。いつか真剣勝負の場で戦うことになった時、その感情はマイナスに働かないものだろうか。

　どういう決断をすればいいのだろう。正解がわからなかった。正解があるのかどうかさえ、わからない。

　桂けい香か先輩が僕の顔を下から覗のぞき込むようにして、

「父の弟子になると、倒す意識が薄うすれてしまうかもしれない、みたいなことを考えてる？」

「いえ、そこまでは考えていないですけど……あの、答えを出すまでに、少しお時間をいただいてもいいでしょうか」

「もちろんよ。たった今提案したわけだからね。たくさん考えて、あゆむくんの一番良いと思う答えを出して。父には、このことは話さないでおくから。話す時は、あゆむくんが父に師匠になってもらいたいという答えを出した時だけ」

　僕は女王の意見を仰あおぎたかった。いや、四人の駒こま娘むすめの意見を聞きたい。僕がこれからどういう道を歩むことになっても、僕の師匠が四人の駒娘達であることに変わりはない。それはこれからも続いていく。だから本音の意見を聞きたかった。

　僕達の前の観覧車に乗っている親子連れが降りていく。間もなく僕達の観覧車もゴールを迎える。




　桂香先輩宅が見えてきたが、別れを惜しむという感情はそこまで強くなかった。また今度遊ぶ約束をしているということもあったが、僕の心の大半を占めていたのは、大橋名人に師匠を頼むかどうかということだった。

　門もん扉ぴの前で立ち止まる。暗くら闇やみの中でぽつんと、昼光色の暖かな光が漏もれている。大橋名人も中にいるのだろうか。

「師匠の話はいつでもいいから、答えを出したら連絡してね」

「ありがとうございます。今日は本当に楽しかったです。それでは、また。おやすみなさい」

「うん。またね」

　桂けい香か先輩のバイバイを背に受けながら、僕は自宅を目指す。玄関ドアを開け、リビングにいる両親に一声かけてから、二階へと上がる。自室のドアを開けると、四人の駒こま娘むすめはすでに腰を下ろしていた。僕も駒娘のあいだに腰を下ろす。

　香きよう車しやが笑いながら僕をヘッド・ロックし、

「あゆむぅ、めっちゃ楽しそうにしてたなぁ。今まで見た笑顔の中でも一番やったで」

「こんなに楽しい思い出を作れたのも、香車さんのお陰です」

「次の約束はしたんか？」

「はい。勇気を出して、また二人で遊んで欲しいですというお願いをしたら、ＯＫをもらえました」

「ほんまか。凄すごいやん。年内に電撃結婚まで行きそうな勢いやないか」

「ははは。さすがにあいだを省き過ぎですけど、離れかけていた繫つながりをまた持つことができたので、凄く嬉うれしいです」

「凄く嬉しいと言っている割には、表情が曇くもってるな。何かあったのか？」

　正面に座る女王が、僕の顔をじっと見つめている。自分では普通にしているつもりだったが、女王には違いがわかるようだ。香車がヘッド・ロックを解いたので、僕は姿勢を正して女王に向き直った。

「あの、女王様、ご相談があるのですが」

「何だ？」

「さっき、桂香先輩と師弟の話をしていたんです」

「師弟？」

「はい。ご存じだとは思いますけど、奨しよう励れい会かいに入る時には、必ず師し匠しようが必要になります。それで、桂香先輩に言われたんです。父に師匠になってもらってはどうかと。僕はどうしたらいいでしょうか？」

「意見を仰あおぐということは、迷っているのか」

「はい。大おお橋はし名人への憧あこがれもありますし、あまり近づき過ぎると憧れが強くなって、将来的にマイナスに作用するのではないかという不安もあります。どちらを選ぶのが、勝負師としては正解なのでしょうか？」

　女王は黄金の扇せん子すを勢いよく閉じて、

「正解なんてない」

「ないですか？」

「ない。たとえばお前が大橋名人の弟子になって、結果それがマイナスに働くことがあるとするなら、所しよ詮せんお前はその程度の将しよう棋ぎ指さしだったというだけの話で終わる。運命論を持ち出して、大おお橋はし名人の弟子にならなかったら、なんて大層な話をするまでもないことだ」

「それは……そうですね。真理だと思います……」

「その件に関しては、私は強制しない。自分で決めろ。──ただ、私なりに思うこともあるから、それを話しておこう。まず、お前が大橋名人の弟子になった場合のメリット。大橋名人は、当然私には劣るが、それでも棋き界かい最強であり、恐らく教え方もしっかりしているだろう。そうなると、私の訂正する時間が少なくて済む。教え方の下へ手たな棋き士しに指導されたら、その都つ度どその手は違うと私や香きよう車しや達が訂正しなくてはいかん。非常に煩わずらわしい。そんな状態になるのなら、お前に一切かかわらない名ばかりの師匠の方が良い。──もう一つ。弟子を持つ師し匠しようの多くは、弟子が奨しよう励れい会かいで上位の力を持つ頃には技術的指導はできなくなる。奨励会三段ともなれば、プロに匹ひつ敵てきする力を持つわけだからな。正直なところ、お前はもうそれだけの力を付けている。基本的には、誰が師匠になってもほとんど同じだろう。しかし今のお前に細かい技術的指導をして力を伸ばせてやれるプロ棋士もいる。それが大橋名人や逢おう見み聖せい位いのようなトッププロだ。──以上のことを踏まえると、お前の師匠に相応ふさわしいのは、トッププロか全くお前にかかわらないかのどちらかだというのが、個人的見解だ」

　とても良く理解できる説明だった。

　その話を聞いて僕が思ったのは、きちんと指導してくれる師匠の方が良いなということだった。せっかく師弟関係を結ぶのであれば、名前だけの師匠ではなく、僕の知らない将棋界の礼儀作法なども含めて、親身になって教えてくれる師匠が理想だった。棋士としてだけではなく、人間としても尊敬できるような人の弟子になりたい。それが僕の本音。

　僕は自分の持つ理想の師匠像を女王に話した。

　女王は軽く頷うなずき、

「実にお前らしい物の考え方だ。そこまで考えているなら、お前が弟子入りすべき棋士は前述したとおり限られる。お前はまだ打だ倒とう大橋名人を強く意識できない状態だが、棋界最強の棋士に弟子入りしてその力を肌で感じることで、徐々に自分の力がどこまで通用するのか試したいと思うようになるはずだ。そしていずれは、憧あこがれの人を自分が倒すという意識になるはず。お前ならきっとそういう考え方になる」

　ここまで話して、あらかた僕の思いは固まっていた。もし自分の選んだ道で成功を収められなかったら、女王の言ったとおり僕はその程度の将しよう棋ぎ指さしだったというだけだ。

「僕、大橋名人の弟子になりたいです」

「さっき言ったとおり、お前の選んだ道を尊重してやる」

「ありがとうございます」

「それで、大橋名人は誰にでも門戸を開いているのか？」

「いえ。弟子になるには、大橋名人に対局で勝たなければいけないようです。もちろん平ひら手てではなくてハンデ戦ですが」

　女王の目が、きらりと輝いた。

「ほう。大おお橋はし名人と対局か。それは面おも白しろそうだな。ハンデの内容は？」

「それはまだ聞いていません。明日、桂けい香か先輩に電話してみます」




　翌日の午前十時。僕は桂香先輩に電話をし、大橋名人の弟子になりたい旨むねを話した。桂香先輩は喜んでくれて、すぐに父に話してみると言ってくれた。一時間後に返事の電話が鳴る。今週の土曜日に、家に来られるかというものだった。そこで大橋名人と話をしてから、詳くわしいことを決めるようだった。僕はよろしくお願いしますと電話越しに頭を下げて電話を切った。




　　　　３




　春休み中であり、学校に行くわけでもないのに学生服を着るのも変な感じだったが、中学生の僕の正装はコレかなと思い、学生服姿で大橋名人宅を訪ほう問もんすることにした。約束の時間である午後三時に呼び鈴を押すと、桂香先輩がドアを開けて出迎えてくれた。

「いらっしゃい。──あゆむくん、大丈夫？　顔が少し青いわよ」

「はい。大丈夫です。会っていただけると聞いてから、ずっと緊張状態にあるだけなので」

「今日は話をするだけだから、リラックスしてていいのよ」

「はい。ただ、僕の性格上、それはなかなか難しいようです」

「あゆむくんと父が話しているあいだ、隣となりの部屋で会話を聞いていてもいいかな？　父の了解は取ってあるけど」

「はい。僕は何も問題ないです」

　最高の緊張状態にあった僕だったが、桂香先輩の顔を見た瞬しゆん間かん張り詰めた糸は弛ゆるんでいた。長い旅から自宅に帰った時のような、精神を安定させる効果が桂香先輩の微笑ほほえみにはあった。だが、リビングに通されて大橋名人の姿を認めた時、僕の精神は再び荒ぶることになる。ソファに座っていた大橋名人は、軽く振り返って僕を見ると、少し口角を上げた。

「やあ、上かみ条じようくん、いらっしゃい。久しぶりだね」

「おおお久しぶりです。大橋名人。かか上条です。今日はお時間を取っていただいて、ありがとうございます」

　僕は四十五度の角度で頭を下げる。

「そんなに緊張しなくて大丈夫だよ。さぁ、そこに座って」

　言われたとおり、僕は大橋名人の斜はす向むかいに腰を下ろした。

　座った僕の前に、奥さんがオレンジジュースを置いてくれた。僕は頭を下げてお礼を言う。

　リビングには何度か脚を踏み入れたことはあったが、今までとは空気の質が違った。僕にとって、やはり大橋名人がそこにいるといないとでは雲うん泥でいの差があった。

　先ほど言われたとおり、桂けい香か先輩はリビングから見える位置にある食卓の椅い子すに座ってこちらの様子を窺うかがっていた。本音では同じリビング内にいて欲しかったが、あまり甘ったれたことを言ってはいけないと自じ戒かいする。今日は僕と大おお橋はし名人が一対一の対話をする日なのだから。大橋名人は緑茶を一口飲んでから、口を開く。

「試験の話をする前に、私がどういう目で弟子という存在を見ているか話してもいいかな」

「は、はい。お願いします」

「私は十年前から弟子を取り始めたけれども、弟子入りを希望した子を全て弟子にするわけではない。その理由は、はっきりと『きみには才能がないからプロ棋き士しになることを諦あきらめなさい』と言えないからなんだ。盤ばん上じようと違って、非情になり切れない。──私の師し匠しようは、希望すれば誰でも弟子にする人だった。駒こまの動かし方くらいしか知らないような子供でも弟子にして、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教える人だった。しかしこの子は絶対にプロにはなれないと判断したら、即そく座ざにその事実を告げる人でもあった。上かみ条じようくんも知っているとおり、プロ棋士になれるのはほんの一握りの人間だけ。多くは、夢破れて別の道を歩むことになる。私の師匠は、第二の人生を見つけるのは早ければ早い方がいいという考えの人だった。だから早くから弟子を取って、早くに無情な宣告をしていた。先に話したとおり、私はそういうことができない人間だ。そうなってしまったのは、師匠の一番近くにいて、絶望した顔でこの世界を去る仲間をたくさん見てきたからかもしれない」

　大橋名人は一度言葉を区切り、緑茶を飲んでから再び話し始める。

「だから私は弟子を取ったら、必ずその子をプロ棋士にすると誓ちかっている。たとえ奨しよう励れい会かい三段になり、プロと同じくらいの棋き力りよくを手にしている弟子でも、わからないことがあればどれだけ時間を割さいてもわかるまで教える。負けた対局があれば、どうすれば勝てたのかを理解できるまで感想戦を行う。一緒に戦うという意識で、私は弟子を指導している。私はこの十年で、九人の弟子を取ってきた。内二人はまだ奨励会員だけれども、七人はプロ棋士まで育て上げた。育てたという言い方は傲ごう慢まんに聞こえるかもしれないが、私はそれだけの自負がある。弟子がプロになってからも師弟関係は続くわけだから、将棋だけ教えて終わりということはしない。強ければ何をしてもいいというような考え方には絶対にさせないし、礼儀礼節や中の人間しかわからないようなことも色々と教えていく。一人で生きていくことができないのと同じで、将しよう棋ぎの世界に於おいても、結局は人間と人間の繫つながりになるわけだからね。これが、私の弟子に関する考え方と、師弟に関する見方だよ」

　僕は何度も頷うなずきながら話を聞いていた。聞き終わって、僕の大橋名人への憧あこがれは数段強くなっていた。やはり大橋名人は素晴らしい。ただ将棋が強いだけではない。指導者としても最高だ。

「今の私の話を聞いて、ちょっと自分とは価値観が違うなと思ったら、正直に言って欲しい」

「いえ、今のお話を聞いて、ますます大橋名人の弟子にして欲しいという思いを強くしました。僕は、名前だけの師し匠しようではなく、また、将しよう棋ぎだけを教えて終わりの師匠でもなく、様々なことを教えてくれる棋き士しに師匠になって欲しいと思い、大おお橋はし名人にお願いをしに参りました」

　僕は再び深く頭を下げる。

　大橋名人はにこりと笑って、

「それは良かった。ちなみに、私は今まで才能溢あふれる子を見て教えたいという衝しよう動どうに駆かられても、声をかけることはしてこなかった。あくまでも、本人の意思で弟子にして欲しいと言ってきた子にだけ、試験を受けさせてきた。私は上かみ条じようくんの戦ったいくつかの棋き譜ふを見て、溢れんばかりの才能を感じていた。もし私が自分で弟子を募るタイプの人間だったら、誰よりも先に上条くんに声をかけていただろうね」

　僕は総毛立つ。大橋名人に認めてもらえていたなんて、こんなに嬉うれしいことはない。

「ありがとうございます。とても光栄です」

「さて、それでは試験の話をしようか。どういうことをするかは知っているかな？」

「大橋名人とハンデ戦で対局するということだけは知っています」

「誰と対局する時でもハンデの内容は同じなんだけれども、自力を見たいから対局当日までは教えないことにしている。試験日は、今から三ヵ月後の六月最終週の日曜日でどうかな」

「はい。三ヵ月という時間を活かして、もっと棋き力りよくを上げたいと思います」

「対局回数は二回。一回でも勝てば合格。結果重視なので、どれだけ内容が良くても二敗すれば弟子には取らない。一回目と二回目のハンデの内容は違うけれども、それも当日までは秘密ということにしておく。いいかな？」

「はい。わかりました」

「ちなみに、私の九人の弟子の中で、試験の一回目で勝った者は過去一人もいない。試験ではあるけれども、上条くんとの対局は私も楽しみにしているよ」

　その言葉に、僕は少し今までと違うものを感じた。挑ちよう発はつというと大おお袈げ裟さだし物騒だが、何となく、僕にかかってこいとでもいうような雰ふん囲い気きを感じた。思い違いだろうか。

「話は終わったみたいね」

　ずっと食卓の椅い子すに座って会話を聞いていた桂けい香か先輩が、僕の隣となりに腰を下ろした。

「あゆむくん、臆おくすることなんかないからね。あゆむくんなら必ず勝てる。そしてプロになって公式戦で父を倒して師匠越えをするのよ」

　桂香先輩は笑顔でガッツポーズを作った。

　大橋名人は娘の言葉を笑って聞いていたが、僕は気が気ではなかった。桂香先輩は大橋名人に対して挑発的な物言いをよくするが、何かあるのだろうか。単に面おも白しろおかしく言っているだけなのか。いずれにしても、僕の胃は痛み続けていた。心臓もちょっと痛い。

　長居するのも失礼なので、用件を終えた僕は、大橋名人と桂香先輩にお礼を述べて自宅へ戻ることにした。

　部屋に入るなり、僕はカーペットの上に大の字になった。僅わずか三十分程度の滞たい在ざいだったのに、僕は激げき闘とうのあとのように精せい魂こん尽つき果てていた。

　ふっと、僕の顔に影が落ちた。視線を合わせると、四人の駒こま娘むすめが僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「対局したわけでもないのに、そんなに疲つかれてどうするんだ」

　女王は心底呆あきれた顔で僕を見つめている。

「僕は大おお橋はし名人と戦う前に、過度の憧あこがれによって体力を削けずられるという状態を克こく服ふくする必要があるみたいです」

「だろうな。その調子では、三ヵ月後の対局中に倒れそうだ」

「大橋名人は、やはり親身になって指導してくれる方でした。盤ばん上じようのことだけではなく、様々なことを教えて一緒に戦うと言っていました」

「お前の理想の師し匠しよう像だな」

「はい。大橋名人は棋き士しとしてだけではなく、人間としても人格者でした。改めて知ることができて、僕は嬉うれしいです」

　数秒のあいだ女王は僕をじっと見つめていたが、すっと背中を向けた。

「今のお前を見ていると、もう私達の役目も終わりに近づいているのかと思えてくるな」

　その言葉を理解するのに、少し時間がかかった。かなり遅れて言葉が出てくる。

「えっ！」

　僕は驚きの感情そのままに飛び起きた。

「今の、どういう意味ですか？」

「私の指導力に劣るとは言っても、大橋名人なら確実にお前をプロ棋士にまで成長させてくれるだろう。そうであるならば、私達は消えてもいいのかもしれない」

　僕は想像してみた。四人の駒娘が消えた世界を。女王の厳しくも楽しい指導対局がなくなる。香きよう車しやの威い勢せいの良い声が聞こえてこなくなる。歩ふの優しい言動も見られなくなる。桂けい馬まに桂馬の使い方が下へ手たとダメ出しをされることもなくなる。

　そんな楽しい日々が、やって来なくなる。

　胸にぽっかりと穴が空いた感覚に包まれた。切なさが広がり、胸が痛み始める。

「そんな……いきなり消えるなんて……そんなのダメですよ。いきなりそんなこと言われても……気持ちの整理がつかないです」

　後ろ姿の女王が、顔だけを少し動かして僕を見る。その目が何を考えているのか、僕にはわからない。

「将しよう棋ぎ以外のことも、色々と話したいことがあるんですよ。みんなとやりたいこともたくさんあるんです……」

　女王は僕から視線を逸そらして、

「まあ、三ヵ月後の大橋名人との対局までは指導を続ける。いきなり消えることはないから安心しろ」

　その言葉は僕の気持ちをほんの少し落ち着かせたが、安あん寧ねいとまではいかない。

　僕は思った。僕が大おお橋はし名人の弟子になったら、女王達は本当に消えてしまうのではないかと。具体的にいつまで指導を続けて欲しいと考えたことはなかったが、たとえそれがいつだったとしても、駒こま娘むすめ達がいなくなってしまうのは僕にこの上ない喪そう失しつ感かんを与える。

　バカなことだと重々承知しながらも、僕は大橋名人の弟子にならない方がいいのではないかという考えが浮かんできた。そうすれば、お前はダメな奴やつだなと女王が変わらずに指導を続けてくれるかもしれない。

「女王様、ちょっとあゆむとおやつを買いに行ってきてもいいですか？　指導対局はそれからということで」

　香きよう車しやの提言に、女王は無言で首しゆ肯こうした。僕は言われるままに財布を手に取って、香車と一緒に家を出た。香車は歩きながら僕の頭を撫なでる。

「あゆむ、女王様の言ったこと、びっくりしたか？」

「びっくりどころじゃないですよ。だって、今までそんなこと一言も言わなかったし、そんな雰ふん囲い気きも全然なかったから。香車さんは、女王様がああいうことを考えてるって知ってたんですか？」

「いや、知らんかったな。というか、あれは本気の発言じゃないと思ってるし。きっとやきもちを焼いてるんやろうなぁ、女王様は」

「やきもち？」

「あゆむがあまりにも大橋名人大橋名人言うから、やきもち焼いてああいう発言になったんちゃうかなぁ。あの顔は、そういう感情が秘められているように見えた。あたしにはな」

「でも、僕、二人を比べてるわけじゃないです。比べられるものでもありませんし……」

「それは女王様もわかってるで。ただ、女王様は女の子やねん。お化けめっちゃ怖こわがっとるしな。──たとえば、あゆむが桂けい香かと恋人同士になったとするやん。で、桂香が俳はい優ゆうとかアイドルの男のことをずっと褒ほめてたとするやん。あゆむはそれをどう思う？　嫉しつ妬とせんか？」

「それは……」

　僕と桂香先輩が恋人同士になる光景も、桂香先輩が芸能人に熱を上げる光景も想像し辛づらかったが、女王の気持ちを知るために、真剣に想像してみた。

　嫉妬……するかな？　僕はしないような気もするけど……ああ、でも、桂香先輩の目がハートマークで他の男のことを恰かつ好こう良いと言ってはしゃいでいたら、やきもちを焼いてしまうかもしれない。気持ちは、わかる。

「僕もやきもちを焼いてしまうかもしれません」

「うん。まっ、それは別に普通の感情やと思うけどな。女王様から見れば、あゆむは弟子みたいなもんや。毎日懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導しているその弟子が、憧あこがれだった棋き士しの弟子になれるかもしれないというだけで、めっちゃ喜んでる。ちょっと厭いやらしい言い方やけど、自分に劣る棋き士しの弟子になることを、なぜそんなに喜ぶのかと、じゃあ自分の存在価値は何なのかと、女王様はそういう思考になったのかもしれん。──あたしは別に何も思わんで。あたしはそんなにか弱くないからな。あゆむの気持ちもよくわかる。でも、女王様はああ見えてナイーブやからな。色々思うところはあるんやと思う」

　女王が四人の中で一番女の子らしい性格というのは、僕も理解していた。意識していなかったとはいえ、僕は女王を傷つける言動を取っていたのかもしれない。

　コンビニでみんなの分のおやつを買って自宅へと続く道に戻る。

「僕、どうしたらいいんでしょうか？」

「どうしたらって何を？」

「僕が大おお橋はし名人の弟子になったら、女王様はいなくなってしまうんじゃないでしょうか」

「それはないやろ。あれは本気の発言やない」

　僕は立ち止まって、香きよう車しやを力強く見た。

「断言できますか？」

　香車は一いつ瞬しゆん僕から視線を逸そらす。

「いや、あたしも女王様の心を読めるわけちゃうから、断言はできんけど……そのくらいのことで、さよならは言わんやろ。うん。言わんと思うで」

「……もし、僕が大橋名人の課した試験に合格できなかったら、女王様が消えることはないですよね。確実にこれからも指導を続けてくれますよね」

「コラッ、あゆむ。まさかわざと大橋名人に負けるつもりちゃうやろな」

　香車は少し怒った顔で僕を見ている。僕が初めて見る香車の表情だった。

「わざと負けるというか……」

「そんなん、勝負師が一番やってはいけないことやん。それは絶対にダメやで。そんなことして、誰が喜ぶんや」

「わかってますけど……」

「女王様は、どんな指さし手も見み抜ぬく。最善手を読めているのにわざと緩かん手しゆを指したら、必ず女王様には見抜かれる。もしあゆむがそんなことしたら、女王様は本当にあゆむの前から消えるやろうな。そして二度と出てこん」

　それは香車の言うとおりだろうなと思った。僕が不正をしたら、どういう理由だったとしても女王は愛想を尽つかすだろう。

　香車はいつもの明るい表情に戻り、僕の背中をぽんぽんと叩たたく。

「大丈夫やて。大橋名人の弟子になっても、女王様は今までと変わらずに指導を続けてくれる。あたし達がいなくても一人でやっていけるとわかるその日まではな。──ただ、さっき言ったとおり、女王様は女の子やから、もう少し褒ほめてあげるとええかもしれん。あゆむは十分女王様に感謝しとるけど、その態度をもう少しわかり易やすくするとか、あとは大おお橋はし名人への憧あこがれをあまり見せないようにするとか。理想は、はっきりと打だ倒とう大橋名人を掲かかげることやけど、それにはまだまだ時間がかかるやろうからな……さ、帰ろう。ケーキが温ぬるくなる」

　僕は歩き始めるが、足取りは重かった。本当に香きよう車しやの言ったとおりになるのだろうか。胸の蟠わだかまりは消えない。

　部屋に戻ると、女王は指定席に座っていた。強気オーラを全身に纏まとって黄金の扇せん子すで顔を扇いでいる。ケーキをテーブルの上に置くと、女王は美お味いしそうに食べ始める。何もかも、いつもどおりだった。

　でも、心の中を読むことはできない。




　　　　４




　五月の下旬。日曜日の午後一時。大橋名人との弟子入りを懸かけた対局まで一ヵ月となった時、久しぶりに桂けい香か先せん輩ぱいが僕の部屋へとやってきた。三日前に電話をもらっていたので、きちんと掃そう除じをしてのお出迎え。高校生になってまだ二ヵ月しか経たっていないのに、桂香先輩は大人っぽくなっているように見えた。二ヵ月前と何がどう違うのかは説明できないが、大人の色気みたいなものが増しているように見える。まだ全然大人に近づけていない僕からすると、また一つ離された感があった。

　僕と桂香先輩はテレビの前に座って、目的の番組が放送されるのを待っていた。

「陽よう太たくんの指さし回し、楽しみだね」

「はい。ネットでネタバレを見るのが厭いやだったので、ずっと情報を遮しや断だんしてました」

　栄さかえ村むら陽太。去年のペアマッチ大会で、僕達を敗北寸前まで追い込んだ天才少年。女王に、数百年見てきた子供の中で一番の才能とまで言わせた神童。今日はその陽太が出場する、小学生将しよう棋ぎ名人戦の放送日だった。

「そっか。楽しみに待ってたのね。じゃあ、私もネタバレはしないで一緒に観た方がいいわね」

「まあ、ネタバレがなくても、どういう結果になったのかは大体予想はついてるんですけどね。いくら勝負の世界は何が起こるかわからないと言っても、あの陽太くんを上回る小学生が出てくる展開は、さすがに有り得ないだろうと思っているので。僕が楽しみにしているのは、解説をする大橋名人が、陽太くんの指し回しを見て何て言うのかな、というところなんです」

「さすがあゆむくん。父が解説することも知ってるわけね。私は父が陽太くんをどう評したのかすでに聞いてるけど、それも言わないでおくわ」

　桂香先輩の言い方で、やはり陽太が優勝したのだなと確信した。しかし前述したとおり、予想していたので驚きはない。僕の中では、陽太の優勝するオッズは一・○だった。優勝して当然。陽太の相手を務めることができる小学生は、まずいない。

　神童の指し回しを、大おお橋はし名人はどう評価するのか。僕の楽しみはその一点だった。

　時計の針が三時を指すと、ＮＨＫで小学生将しよう棋ぎ名人戦の放送が始まった。まずは聞き手の女流棋士と、解説の大橋名人が紹介される。挨あい拶さつのあとに流されるのは、大橋名人が小学生名人戦で優勝した時の映像。当時小学五年生の大橋少年は、目がくりくりしていてとても初うい々ういしい。純じゆん朴ぼくな少年といった印象を受ける。映像の最後に、将来の夢はと訊きかれた大橋少年は、プロ棋き士しになることと、史上最年長の名人になって一日でも長くプロ棋士として将棋を指したいですと答えた。小学五年でこの受け答えは、渋しぶい。

「もう何度も見ていると思いますけど、お父さんの子供の頃の映像を観るって、どんな感覚なのでしょうか？」

　隣となりで微び笑しようを浮かべている桂けい香か先輩に訊たずねてみた。

「何か、不思議な気持ちになるかな。ああ、父にもこんな可愛かわいらしい時代があったんだなって」

「子供の時からハンサムですよね」

「さあ、それはどうかなぁ」

　過去の映像が流れ終わると、東日本大会と西日本大会の模も様ようが流される。それぞれの都道府県代表者が、真剣な眼まな差ざしで強い意志の籠こもった一手を指し続ける。その中には、陽太の姿もあった。半年ぶりに見る陽太は、相変わらずこちらも釣つられて微笑ほほえんでしまうような笑顔を浮かべて将棋を指していた。

　映像がスタジオに切り替わり、準決勝に勝ち上がった四人が現れる。その中には陽太もいる。四人のうち三人は六年生で、陽太だけが三年生だった。大橋名人が小学三年生でこの舞台まで上がってきた陽太を褒ほめると、陽太ははにかんだ笑顔を見せた。打だ倒とう大橋名人を掲かかげていても、やはり棋界最強の棋士に褒められると嬉うれしいのだろう。

　まず準決勝の一組目が放送される。陽太は二組目だ。子供同士の対局は大抵そうなのだが、序じよ盤ばんの定じよう跡せき形けいは物もの凄すごいスピードで進んで行く。まるでチェス・クロック早押し大会であるかのように、互いに指した瞬しゆん間かんにチェス・クロックのボタンを押す展開が続いていく。

「今年もレベルが高いわね」

　桂香先輩が感心したように呟つぶやく。僕は同意して頷うなずいた。盤上で展開されている戦いの内容はとても濃のう密みつで、彼らは何度もこちらが感心する一手を放っていた。

　将棋の世界に詳くわしくない人は、小学生名人戦なんてそんなにレベルは高くないだろうと思うかもしれないが、アマチュア上位レベルの戦いが繰り広げられることは珍めずらしくない。中にはトップアマチュアに一発入れられる子供もいるだろう。彼らはダイアモンドの原石だった。

　一組目の対局が終わり、準決勝二組目の対局が開始される。気の強そうな顔に大おお柄がらな小学六年生と優しい笑みを浮かべる小柄な陽太の絵え面づらは、一見すると勝負にならないような感覚に捉とらわれるが、これは殴なぐり合いの戦いではない。頭脳の勝負だ。見た目と相反して鬼のように強いのがどちらなのか、間もなく視聴者は知ることになる。

　戦型は横よこ歩ふ取どりになっていた。先手の陽よう太たが早々に定じよう跡せきを外れる一手を指して力戦形になるが、ほとんど相手に攻めの手を指させることなく陽太が圧勝した。僕が見る限り対戦相手の応手にまずい手はなかった。それでも一方的に叩たたき潰つぶす陽太の力は、やはり圧倒的である。対局前は睨にらみ付けるように陽太を見ていた対戦相手も、今では身体を丸めて呆ぼう然ぜんとした表情で陽太を見ていた。

（良い将しよう棋ぎだ。半年前よりも棋き力りよくが増してるな）

　女王が感心した声音で言った。

（早々に放った新しん手てに驚かされました）

（師し匠しようの逢おう見み聖せい位いに教わったか、あるいは自分でソフトを使って発見したか、いずれにしても新手以降の指し手は自力なのだから、陽太の実力が高いことに変わりはない）

　解説をしていた大おお橋はし名人も、その新手を褒ほめていた。詳くわしく分析する必要があるが、プロの対局でも通用する新手になるかもしれないとまで言わせていた。この新手はどこで見つけたのかなと大橋名人に訊きかれた陽太は、いくつものソフトを使って自分で発見したと笑顔で答えていた。

　決勝で陽太と戦うのは、去年のこの大会で三位になった千ち葉ば県代表の男子。準決勝での指し回しを見る限りでは相当の手て練だれだが、恐らく善戦することもままならないだろう。

　戦型は対抗型で、後手の陽太が振ふり飛び車しやを選択していた。西にし本もとと同じで、先手なら居い飛び車しや、後手なら振り飛車と決めているのだろうか。ふとそんなことを思った。

　先に仕し掛かけたのは先手の方だった。対四し間けん飛び車しやの急戦定跡を用いて、陽太の自じ陣じんに迫っていく。その急戦定跡は居飛車有利とされているものだった。対戦相手は強気の表情で指し続けている。しかし陽太の表情に焦あせりはない。微笑ほほえみを浮かべたまま、相手の手に応じ続ける。

（次の手番の時に、この居飛車有利とされる定跡を覆くつがえす新手を陽太は指す）

　と、女王は断言した。

（なぜわかるんですか？）

（ここで新手を出さないと、この定跡は覆せないからだ。陽太がこの定跡を知らないわけはないだろうから、余裕の表情で指し続けるのを見て、最後の分ぶん岐き点てんで新手を出すだろうと確信した）

　女王の予言どおり、陽太は新手を放った。それまで勢いよく指し続けた先手の手が、ピタリと止まった。

　敵陣崩ほう壊かいまであと少しというところまで来ていた先手の攻撃陣だったが、新手以降、陽太の分厚い攻めに一気に押し戻され、やがて守備陣も崩壊していく。優勢を意識すると手つきも力強くなる子供が多いが、陽太は終始柔らかい手つきで指し続けている。駒こまをそっと置き、そっと動かす。そういうところも、普通の子供とは一線を画していた。

　ある局面を迎えた時、解説の大橋名人が口を開いた。

「この局面、すでに先手玉ぎよくは詰つんでいます」

　聞き手の女じよ流りゆう棋き士しが、少し驚いた顔で大おお盤ばんを見る。詰んでいるとはわからなかったようだ。

「ここでの詰み手順は二つありまして、長手数ですが簡単な詰み筋と、難解ですが短手数の詰み筋。プロアマ問わず、後者の詰み手順は変化が多いのできっちり読み切れないと怖こわくて指せないでしょう。別にどちらを選ぶのが正解ということはありませんが、もしここで難解な短手数の方を選択して敵玉を詰ませたら、その人はプロ向きです」

　大おお橋はし名人の解説が終わると、桂けい香か先輩が僕に向き直った。

「私、簡単な方の詰み手順しかわからない。あゆむくんはわかった？」

「そうですね、一応……たぶん合ってると思うんですけど」

　僕はテレビに映っている盤上を指差しながら、難解な方の詰み手順を口頭で言った。

　桂香先輩は唸うなって、

「うーん、あゆむくんはプロ向きってことね。さすがだわ」

「ただ、こうやって傍ぼう観かん者しやの立場だから指せますけど、実際の対局だったら簡単な方の詰みを選択するかもしれません。大事な対局だったら、尚更」

「確かに、大事な対局だと、もしかしたら間違えてるかもって意識が働いて指せないかも」

「大橋名人の言ったことは、よくわかります。手堅くいくことは決して弱気ではないですけど、これからのことを考えたなら、難しくても短手数で詰ませた方が良いんだろうなと。──陽よう太たくんなら、きっと難解な方の詰み筋も見えていると思います。もし平然とした顔でそっちを選択したなら、奨しよう励れい会かいの中にいる《本物》以外は、もう誰も陽太くんを倒せないと思います」

　果たして陽太は、最後に残っていた五分の持ち時間を使い切ってから着手した。

　その一手は、短手数だが難解な方の詰み筋だった。陽太の表情は、微び笑しようを湛たたえたまま。不安な色は、微み塵じんもなかった。

　僕は思わず笑みが漏もれる。やはり素晴らしい。僕は半年ぶりに彼の神童ぶりを見せつけられることになった。

（もしかしたら、お前に負けたことで加速度的に成長したのかもしれない。より深く、より正確に読む能力が増している。あと、以前より少し慎しん重ちようになっている。良い意味でな。こうなると、攻めに逸はやって受けが疎おろそかになるということもなくなる。相手からすると、非常に厄やつ介かいなタイプの将しよう棋ぎ指さしだ）

　女王の言葉に僕は生なま唾つばを飲み込む。

（僕が怪かい物ぶつを目覚めさせたというわけですか）

（いや、怪物は最初から目覚めていた。お前は成長促そく進しん剤ざいを与えたんだ）

　陽太の対戦相手が、一手詰みの局面まで指して投了した。涙を流して俯うつむいている。晴れの決勝の舞台なのに、為なす術すべなく一方的に敗れた子供に僕は同情した。きみは弱くない。相手が強過ぎるんだ。

　対局室から解説場へと画面が切り替わる。大おお橋はし名人が陽よう太た達に賞状やトロフィーを手渡し、総評を述べる。

「四人とも力強い躍やく動どう感かんのある将しよう棋ぎを指していましたが、その中でも栄さかえ村むら陽太くんはずば抜けた力を見せつけました。今まで私が見てきた小学生の中でも、一番強いですね。私は小学五年の時に小学生名人戦を優勝しましたが、その時の私と栄村陽太くんが戦っていたら、確実に私が負けていました。素晴らしい才能です」

　女王同様、大橋名人も陽太の実力を絶賛していた。将棋の神様と棋き界かい最強の棋き士しの二人からお墨すみ付つきを貰もらった陽太。彼の目には、どこまでも広がる大地が映っているだろう。行く手を阻むことのできる人間は、果たして何人いるだろうか。

　大橋名人の話が終わると、聞き手の女じよ流りゆう棋き士しが陽太にマイクを向けて将来の目標は何かと訊たずねた。

　陽太はカメラ目線で口を開く。

「目標はたくさんあるけどねぇ、大人になるまでの目標は二つあるよ」

「それは何ですか？」

「一つは小学生のあいだにプロ棋士になること。もう一つは、大橋名人を倒して最年少名人になること」

　あの日と同じように、陽太は純じゆん真しん無む垢くな笑顔できっぱりと言った。聞いているこちらが清すが々すがしい気分になるくらい、爽さわやかな宣言だった。

　陽太を映していたカメラが、大橋名人へと向きを変える。大橋名人の表情は至って穏やかで、優しい眼まな差ざしで陽太を見ていた。その顔には、嬉うれしさの色も浮かんでいるように見えた。

「大橋名人、栄村陽太くんが打だ倒とう大橋名人に名乗りを上げました。いかがですか？」

「いや、頼もしいですね。真剣勝負の場に脚を踏み入れるのならば、このくらいの気き概がいがないといけません。ただ、栄村陽太くんが名人挑ちよう戦せん者しやになった時、名人が私じゃなかったらがっかりさせてしまうと思うので、私も頑がん張ばって名人の座を守り続けなければいけませんね」

　大橋名人の言葉で番組は締しめ括くくられ、最後に陽太のカメラ目線での笑顔を映して終了となった。

　僕の胸の中は熱くなっていて、苛いら立だちの波が立っていた。

　それは嫉しつ妬とという名の感情だった。

　以前にその宣言を聞いた時は何も思わなかったが、本人を前にして全国放送できっぱりと倒すと言い切ったその純粋さに、そして大橋名人が絶賛したその才能にも、僕は嫉妬していた。

　小学三年生の子供に嫉妬するなんて……でもその感情を打ち消せなかった。

「父から収録の内容は聞いていたけど、こうやって映像で見ると、改めてその凄すごさがわかるわね。父を前にして、きっぱり倒すと言ったのにも驚かされた。怖こわい物知らずね、陽太くんは」

「対局者としては怖い存在ですけど、一将棋ファンという観点からすると、どこまで行くのか見てみたいと素直に思わせられます」

「この収録があった日、父が言ってたのよ。陽よう太たくんは恐るべき才能だけど、その陽太くんの読みを上回って勝ったあゆむくんも素晴らしい才能だって。二人が同期で奨しよう励れい会かいに入ったら、きっと切せつ磋さ琢たく磨まして互いを高めていける。そう話してた」

「……置いていかれないように頑がん張ばらないといけないですね。陽太くんは若いから少しくらい立ち止まってもどうってことはないですけど、僕の場合はほんの少しでも立ち止まっていたら、あっという間に置いていかれると思うので」

　心の底からという感じで桂けい香か先輩は笑い出した。

「前にも言ったことがあると思うけど、あゆむくんってたまにおじさん臭くさい物言いをするわよね。中学二年のあゆむくんが小学三年の陽太くんを若いと評すのは、いくらなんでも達観し過ぎよ。あゆむくんから見たら、高校生の私はおばさんになるの？」

「いえいえ、まさかそんな。あの、僕が言ったのは将しよう棋ぎの世界での話です」

「将棋の世界でも、あゆむくんは十分若いわよ。最盛期を二十代半ばと仮定しても、まだ十年以上あるのよ。陽太くんと比べてどちらが伸びるかなんて、誰にもわからないこと。全ては、これからの努力と学んだことの吸収力次第よ」

　女王と同じようなことを桂香先輩は言っている。でも、そのとおりなのだろう。実際には僕はまだスタートラインにすら立っていない。

　桂香先輩は腰を上げて、テーブルの前に移動した。盤ばん上じようの駒こまを動かしながら、

「あゆむくん、父との対局まであと一ヵ月だけど、調子はどんな感じ？」

　僕もテーブルの前に移動して、

「自分としては、着実に棋き力りよくがアップしているという実感はあります。でも、どれだけ力を増しても、どういうハンデの内容だったとしても、相手は大おお橋はし名人ですから、勝てるという確信を持つことは最後までないと思います」

「精神面はどう？　父を前にした時、吞のまれない自信はある？」

「それは、その時になってみないとわからないですけど、絶対に大丈夫と言えないところが心配ではあります」

「私もそれを懸け念ねんしてるの。あゆむくんには万全の状態で戦って欲しいからね。間違っても、父のオーラに威い圧あつされて悪あく手しゆや疑問手を指してしまったなんてことにはなって欲しくない。──それで、私なりに考えたの。あゆむくんが父と対たい峙じしても泰たい然ぜん自じ若じやくとしていられるにはどうしたらいいかって」

　言い終わると、桂香先輩は持ってきたバッグの中に手を入れて何かを取り出した。

「ほら。私がこれを付けた状態で対局したら、あゆむくんに免めん疫えきができて、父を前にしても吞まれることはないんじゃないかなって思って作ってみたんだけど、どうかな？」

　その現物を見た時、僕の思考は一いつ瞬しゆん停止したが、一拍の間を置いて大笑いした。桂香先輩を前にした時の笑いとしては過去最大だった。

　桂けい香か先輩がバッグから取り出したのは、大おお橋はし名人の顔だった。複合機で作成したのだろう。上う手まく顔の形に出来上がっていた。桂香先輩は、大橋名人の顔を自分の顔に重ねてこちらを向いている。僕にはそれが堪たまらなく可お笑かしかった。

「確かに、その大橋名人の顔に見られていたら、耐たい性せいが付くかもしれません。──僕のために、ありがとうございます」

「このまま対局してみる？」

　桂香先輩の声音は至って真ま面じ目めである。

「はい。お願いします」

　駒こまを初期配置に並べながら、そう言えば桂香先輩と対局するのは随ずい分ぶん久しぶりだなと思った。いつ以来だろう。団体戦の決勝大会以降は一度も指していないから、練習対局で指した去年の八月以来ということになるだろうか。そうすると、九ヵ月ぶりの対局になるのか。

　よろしくお願いしますと頭を下げて、僕の先手で対局を開始する。

　ほんの一年前までの僕は、桂香先輩には全く歯が立たなかった。何度指しても、大人と子供の差だった。でも、駒娘達の指導を受けて、今では……。

　戦型は相あい矢や倉ぐらになっていた。過去を振り返る。確か桂香先輩と初めて指した時も、僕の先手で相矢倉の戦いだった。昔の僕だと、先手で勢いよく攻めても、受け切られるかカウンターを喰くらって無残に敗れ去っていた。けれども今の僕は違った。女王に教えてもらった新しん手てを放てる局面になりさえすれば、そのまま一気に優勢を築き、寄せ切れるだけの指し回しができるようになっていた。

　盤ばん上じように集中させていた視線を、僕は少し上げた。

　真剣な表情の大橋名人が、盤面に視線を落としている。

　さっきは噴ふき出してしまったが、こうやって対局している最中に見ると、一いつ瞬しゆん本当に大橋名人がそこにいるような感覚になった。僕は気を引き締め直して、盤上に視線を戻す。

　僕が攻めて桂香先輩が受ける展開がずっと続いていた。銀をあげる代わりに、と金を作る。桂けい馬まと香きよう車しやを取らせるあいだに、またと金を作る。僕はそういう攻め方を選択していた。形だけ見れば僕の駒こま損ぞん。しかしそれを気にすることなく僕は敵の陣じん地ちを荒らしていく。桂香先輩の駒台には豊富に駒が載っているが、それを攻めに使わせる展開にはさせない。僕は攻めを緩ゆるめることなく、敵玉へと攻め駒を近づけていく。

　桂香先輩は僕の攻めを受け切ろうとする指し回しを見せるが、僕は全てを薙なぎ払う攻めで桂香先輩の玉を討うち取った。トップレベルのプロ棋き士しが指す受け方であれば話は変わってくるが、今の僕に普通の受け方は通用しない。どんな細かい攻めでも、それこそ歩ふ一枚あれば壁かべに穴を空けられるだけの攻め方を女王に教え込まれていた。

　それまでずっと大橋名人の複製した顔を僕に向けていた桂香先輩は、すっとその手を下げた。そこには微び笑しようがあった。

「わかってはいたことだけど、やっぱりもう次元が違う強さになってるね。これだけ強かったら、きっと父との試験対局にも勝てるわ。私が保証する」

　桂けい香か先輩は胸をぽんと叩たたいた。

「大おお橋はし先輩に保証してもらえるのなら、いける！　という気になります」

「この父の顔相手に指し続けて勝てたから、きっと実物を前にしても自然に指せるはずだわ」

「はい。そういう意識になってることを願います」

　午後六時の時報が町内に鳴り響ひびく。桂香先輩が立ち上がった。

「さてと、今日はこれで帰ろうかな」

「外まで送ります」

　一階に下りて、外へと出る。日曜日を十分に満まん喫きつした顔の子供達が、笑い声を上げて走り去って行く。

「父との対局までに私に何かできることがあったら、遠慮なく言ってね。いつでも協力するから」

「はい。その時はお願いします」

「それじゃ、またね、あゆむくん」

　桂香先輩は手を振って去っていく。僕は数ヵ月前までそうしていたように、その姿が消えるまで手を振り続けた。

　玄関のドアを閉めたところで、台所にいる母親から夕食ができたことを知らせる声が飛んできた。食卓に着くと、また母親が桂香先輩のことについて色々と話し始めた。食卓には父親もいて、僕と桂香先輩の関係に興味を持っているようだった。両親にはまだプロ棋き士しを目指す意思があることを話していない。いつか話さなければいけないと思っているのだが、今日は止めておくことにした。二人揃そろって桂香先輩のことをアレコレ訊きいてくるのが、煩わずらわしいったらありゃしないのだ。僕は急いで夕食を食べ終えると、自室へと逃げ帰った。

　部屋の中には駒こま娘むすめ達が座っていた。僕はその中に腰を下ろす。

「さっきの桂香との対局、ほぼ完かん璧ぺきだったぞ」

　正面に座る女王のお褒ほめの言葉。少しずつではあるが、僕は女王に褒められる回数が増え始めていた。その分だけ、棋き力りよくがアップしているということになる。

「女王様に教えてもらった新しん手てを出すことが出来れば、確実に優勢を築けるようになってきました」

「私がお前に教えている新手は、まだまだ部分的なものに過ぎない。弱い者なら、新手を指しても必ず優勢になるとは限らない。きっちりと形勢を自分のものにできるお前は、それだけ自力があるということだ。──桂香が言っていた、大橋名人と対たい峙じした時の精神面はどうだ？　こればっかりは、私でもどうすることもできないからな」

「大丈夫だと思います。少なくとも、過度に意識するということはないと言えます」

「それならいい。──桂けい香かがあそこまで気を遣つかってくれたんだから、その気持ちを無む駄だにはできないな」

　僕は深く首しゆ肯こうし、

「仰おつしやるとおりです。桂香先輩の気遣いに報むくいるためにも、僕は試験に合格しなければいけません」

「うむ。それでは指導対局を始めるか」

　僕と女王は、戦いの痕こん跡せきがあった盤ばん上じようの駒こまを初期配置に戻していく。桂香先輩がいた時の和なごやかな雰ふん囲い気きは消えて、室内には緊きん迫ぱく感かんが充満していた。

　大おお橋はし名人との試験対局の詳しよう細さいがわからないこともあって、特別な対策は練ねらずに、僕は平ひら手てでの指導対局を受け続けていた。ただ、それで十分だった。誰とどういう戦いになっても、女王の指導こそ至高のものだからだ。

　指している途中、僕は何度か女王の顔を見る。今まではそんなこともなかったのだが、どれだけ盤上に集中しても、あの日以来、指導対局を受けている時いない時にかかわらず、断続的にある言葉が僕の脳裏を過よぎっていた。

『もう私達の役目も終わりに近づいているのかと思えてくるな』

　あの日、女王が僕に背中を向けて言った言葉。

　あの発言、香きよう車しやはやきもちによるものだと言った。しかし、断言はできないとも。女王の本心は、他の駒娘でもわからないのだ。

　あの日以降の女王の言動に、僕を不安にさせるものはない。指導する内容も、至って普通だ。いや、今までよりも一層指導に力が入っているようにも感じられた。どれだけハンデをもらおうとも、このくらい濃のう密みつにやらないと大橋名人に勝つことはできない。女王の指し手がそう告げていた。

　でも、僕の頭にはあの言葉が響ひびき続けている。

　僕が大橋名人の弟子になっても消えませんよね？

　対面に座る女王に、僕は無言で訊たずねた。

　僕の心の声に反応するかのように、女王は顔を上げた。視線が交わる。

　一いち瞥べつしただけで、女王は盤上に視線を戻す。

　僕はもう一度心の中で女王に問う。

　僕が大橋名人に弟子入りしても、変わらずに指導を続けてくれますよね？

　今度は顔を上げなかった。
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　目覚めの良い朝だった。胃い袋ぶくろが縮んでいるということもなく、朝食、昼食ともに完食した。女王が作ってくれた最善手を当てる問題も正答率が高く、頭の回転も良好。もうちょっと緊張した方がいいのではないかというくらい、僕は落ち着いていた。

　約束の時間である午後二時まで三十分を切った時、僕は部屋着から学生服に着替える。歩ふが学生服の隅すみ々ずみまで、エチケットブラシを当てて綺き麗れいにしてくれた。僕はお礼を言って腰を下ろす。

「今日のあゆむくんは、とても凜り々りしく見えますわ。一段、大人になった感じがします」

「明日になったらまた元通りになってるかもしれないけど」

　と、僕は笑って言った。

「自然体でやれば、女王様に教わった数々の手が普通に指せる。あゆむなら大丈夫や」

　香きよう車しやが僕の頭を撫なでた。

「桂けい馬まの使い方はまだまだだけど、棋き力りよくだけなら、あなたは相当伸びている。桂馬を主役にした戦い方をしなさい。そうすれば大おお橋はし名人を打倒できる」

　桂馬の温かい言葉を受けたあと、僕は女王に視線を移した。

「前にも言ったが、対局が二回あると思うな。一回目で決めるという意識を持て。私が予想するに、一回目に比べると二回目はハンデの内容も緩ゆるいはずだ。きっと今のお前なら余裕と感じるほど緩い内容になるはず。しかしそんな試験に合格しても、意味はない。これからのことを考えるなら、誰も勝ったことがないという一回目で勝て。私の言っている意味、わかるな？」

「はい。よくわかります」

「うむ。その面つら構がまえなら、持てる力を全て出せる。──それと言い忘れていたが、今回私達は同行しない。お前一人で戦いに行け」

　僕の心臓が胸から飛び出しそうなほど大きく跳ねた。ズキズキと胸が痛み始める。この三ヵ月間、ずっと小さいままだった不安の芽が大きく開いた。

「なぜ付いてきてくれないんですか？」

「過去何度か、お前が対局している時、私達は声を出すことがあった。直接的なアドバイスではなかったとしても、やはり声は出さない方がいい。しかし私を含めて皆、お前に対して深い情があるので、それをコントロールするのが難しいんだ。お前が劣勢になった時、放っておけないという感情が優まさってしまう。だからもう付いていかない方がいいという結論を出した。私達は駒こまのあるところなら、どこへでも意識を飛ばしてお前に言葉をかけることができるが、それには強い力を使わないといけない。しかしお前のポケットの中にいる時は、ちょっと思っただけのことがお前の頭に届いてしまう。今までのようにしていると、いつか直接的なアドバイスをする恐れがある。だから付いていかないことに決めた」

　確かに、言っていることは理解できた。僕のことを思っての言葉に聞こえる。

　だけど、それは本心なのだろうか。別の意図があるのではないか。

「本当に、それが理由ですか？」

「私が噓うそを吐ついているとでも言うのか？」

「いえ、そういうわけではないですけど……」

「たとえば遠方での対局であれば、人間の姿になって近くまで付いていくということも有り得るかもしれん。しかし今日はその必要はない。ここでお前の対局を見守る。──もう時間だ。頑がん張ばれよ」

　女王に促うながされて立ち上がったが、僕の心は乱れていた。

　ドアノブを回してドアを開けたあと、僕は振り返る。

　四人の駒こま娘むすめが、こちらを見つめている。何度も目にしている光景。帰ってきた時も、またみんなの顔を見ることができるよね。心の中で語りかけた。

「あの、帰ったら対局の感想を聞かせてくださいね」

「感想を言えるような棋き譜ふを残せよ」

　僕はドアを閉めて、後ろ髪がみを引かれる思いで家を出た。

　駒娘達のことを考えると不吉なことばかり考えてしまうので、その思考を遮しや断だんすることにした。きっと大丈夫だと、自分に言い聞かせる。最後に見た香きよう車しやの笑顔は、いつもと変わらなかった。もし本当に女王が僕の前から消えることを考えているのなら、それを察知した香車が何か言ってくれていたはずだ。だから大丈夫。家に帰ったらいつものように、僕を迎えてくれる。女王に叱しかられないように、実のある棋譜を残さなければ。

　大おお橋はし名人宅に着く。両腕を広げて一度深呼吸してから、呼び鈴を押した。すぐに桂けい香か先せん輩ぱいが玄関ドアを開けて出迎えてくれた。

「いらっしゃい。どうぞ上がって」

「お邪じや魔まします」

　いつもは玄関を上がってリビングや階段のある右手の方へと進むのだが、今日は初めて左手の方へと案内された。

「今日は、父が将しよう棋ぎの研究をする時に使う部屋で対局をするみたい」

「そんな場所で対局できるなんて、光栄です」

「あと、私、父から時計係を頼まれたの」

「時計係……桂香先輩が秒を読むんですか？」

「うん。試験対局の時は、集中して指ささせるためにチェス・クロックは使わせないみたい。私が時計係を頼まれたのは今回が初めてだけどね」

　緑の多い庭を臨のぞむ襖ふすまの前で、桂香先輩は脚を止めた。僕に向かって拳こぶしを突き出す。

「あゆむくんなら、絶対に勝てる。自信を持って指して」

　僕は頷うなずき、その拳こぶしに自分の拳を合わせた。

　桂けい香か先輩が襖ふすまを開けると、和服姿の大おお橋はし名人が正座した姿で現れた。

　一いつ瞬しゆんで僕は気け圧おされた。

　まさか和服姿とは思わなかった。タイトル戦と同じではないか。すでに室内に入っていた桂香先輩だったが、僕は生なま唾つばを飲み込むばかりで前に進めなかった。

　大橋名人がこちらに振り向き、笑顔を見せた。

「上かみ条じようくん、もしかして、私の恰かつ好こうを見て緊張したかな？」

「えっと、そうですね、はい。驚きました」

「この恰好は正装したのではなくて、単に涼すずしいからなんだ。夏に入ってからは、いつも和服なんだよ。──なあ桂香」

　同意を求められた桂香先輩が首しゆ肯こうする。

「あゆむくんにプレッシャーをかけてるわけじゃないから安心して。もしそんなことしたら、私が許さないんだから」

　その言葉で、僕の張り詰めた糸は弛し緩かんした。

　一礼して室内に入り、盤ばんを挟はさんで大橋名人の前に正座する。

　すでに駒こまは並べられている。今まで僕が見た将しよう棋ぎ盤ばんと駒の中でも一番高価であることが、その艶つやと光沢から見て取れる。僕の傍かたわらには、水の入った容器とコップが盆に載せられた恰好で置かれていた。桂香先輩は僕の左側に座っていて、テーブルの前にはアナログ式の時計が二個載せてある。

　対面に座る大橋名人に視線を向ける。

　僕が大橋名人と盤をあいだに挟んで向かい合うのは、これで二回目。だけど以前向かい合った時は、僕の隣となりには桂香先輩がいた。今回は僕一人。前回の対局時とは違い、勝負に懸かけているものの重さが段違いということもあって、圧迫感は比べものにならなかった。

　これがもしプロの公式戦だったら……タイトル戦だったら……大橋名人の射い抜ぬくような視線の前に、今の僕では顔を上げることもままならないだろう。

　大橋名人が水を一口飲んで、口を開く。

「以前話したとおり、対局回数は二回。ハンデの内容は一回目と二回目で変えるけれど、一回目は、私が初手から一手十秒未満。上条くんは持ち時間六十分で、切れたら一手六十秒未満で指してもらう。先手は上条くん。駒落ちなしの平手。いいかな？」

「はい。わかりました」

「今二時五分だから、二時十五分になったら対局を開始しよう。聞いていると思うけれど、時計係は娘が行う。持ち時間を十分消費するごとに伝えて、十分を切ったら一分消費するごとに伝える。それでいいかな？」

「はい。よろしくお願いします」

　僕は桂けい香か先輩に向かって頭を下げて、用意してもらった水をコップに注いで飲んだ。程良く冷えた水が、食道を伝って胃に流れ落ちていく。

　初手から一手十秒未満で指し続けるという設定は、以前将しよう棋ぎ祭まつりで対局した時と同じものだったが、あの時大おお橋はし名人は一回だけ三分間の考慮時間を使えたが今回はなし。僕の持ち時間も大幅に増えて六十分。そして僕はあの時よりも棋き力りよくが増している。

　普通に考えれば、僕にかなり有利な条件に思えるが、大橋名人は一手十秒未満でも鋭い手を指し続けることができる。僕は身を以もつてそれを経験している。

　見事に大橋名人の弟子になった人達でさえ、一回目の試験対局では全員負けている。溢あふれんばかりの才能を持つ人間でも、勝ち切るのは難しいということだ。

　女王の言ったとおり、一回目で勝つことに意義があると思った。この条件で勝てたら、きっと将来に弾はずみも付くだろう。そしてほんの少しだけ、今は高くて頂点が見えない高い壁かべも、縮んで見えることになるかもしれない。

「対局開始時間になりました。対局を開始してください」

　桂香先輩の凜りんとした声が室内に響ひびいた。

「よろしくお願いします」
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　僕は太ふと腿ももの上に両手を置いて、深く頭を下げた。

　桂けい香か先輩が対局時計のボタンを押したのを確認してから、僕は初手▲７六歩ふと指した。

「一、二、三、四、五……」

　僕が指し終わると同時に、桂香先輩の秒読みが続くことになる。

　大おお橋はし名人は△３四歩と応じた。

　僕はこの対局に予想というものを持ち込んでいなかった。どういう戦型になっても、その時一所懸命に考えた一手を指すつもりだった。対局前に唯ゆい一いつ考えていたことは、終しゆう盤ばんに多く時間を残す指し方をするということくらいだ。

　三手目、僕の▲２六歩に対し、大橋名人は△４二飛と指した。

　対抗型か。対抗型の急戦と持久戦だと、僕は持久戦の方を得意としていた。大橋名人の時間設定であれば、急戦を仕し掛かけた方がいいのかもしれないが、ここは自分の得意な戦法を選択することにする。持久戦狙ねらいでいくなら、自玉の囲いは穴あな熊ぐまにするのが賢明か。自玉の囲いをガチガチに固めて、攻めに専念できる展開を作り出そうと決めた。

　しかし穴熊に組もうと手を進めていた時、僕の手はぴたりと止まる。

　大橋名人は、対たい居い飛び車しや穴あな熊ぐまの戦法を使ってきた。後手の右側にある桂けい馬まが、すでに７三桂と跳ねている。このままこちらが穴熊を目指せば、６五歩と突つかれたり８五桂と跳ねられたりして、一気に急戦となる。

　ここからでも工夫して指せば穴熊にすることは可能だったが、余程上う手まく指しこなさないと数手で劣勢になる局面。この戦法の棋き譜ふは多く目にしていたが、実際の対局ではほとんど相手にしたことがなかった。正直、経験値は乏しい。経験値が乏しいということは、判断に迷い、多く時間を浪ろう費ひすることになる。何よりも、相手は大橋名人である。対居飛車穴熊の戦法を使ってきたということは、絶対に穴熊には組ませないという意思表示と見ていいだろう。

　そんな強い決意を見せる大橋名人相手に、穴熊に組む勇気は持てない。

　水を飲みながら、盤面を広く見る。

　この対居飛車穴熊の戦法は、居い玉ぎよくのまま駒こま組ぐみを進めていくことが多い。実際、大橋名人の玉はまだ５一の地点にいる。１筋から９筋まで立派な駒組になっているが、玉は一手も動かされていなかった。居飛車側に穴熊に組ませない、穴熊に組もうとしたら即そく戦いを仕掛けることを狙いとしているので、玉を囲うのを後回しにしているのだ。

　ここからでも持久戦にすることは可能。しかし穴熊に組めないのであれば、持久戦にする利点が少ないように思えた。いつでも相手から仕掛けられる盤面になっているのが、僕には不満だった。

　戦いを起こす一手は、自分が指したい。それが勝利への最低条件だと思っていた。

　相手が居玉の今、こちらから戦いを仕掛けた方が良いのではないか。こちらも中途半端な玉形だが、条件は同じ。大事なのは、相手に仕掛けさせるのではなく、こちらから仕掛けること。

　この瞬しゆん間かんに攻めを開始することを強く意識した僕は、きちんと攻めが繫つながるか、数分使って読むことにした。

　頭の中に思い描いた盤ばん上じようの駒こまを、一番激しいと思う順で動かしていく。

　やや細いが、攻めは繫つながると僕は判断する。正直、玉をきちんと囲えていない状態で大おお橋はし名人と攻め合いの勝負をするのは怖こわかったが、ほとんど素すっ裸ぱだか状態の敵玉を見て、恐きよう怖ふ心しんを打ち消し自信に変えることにした。

　僕は深呼吸して、▲６五歩ふと指す。歩がぶつかった状態になり、角かく道みちも開いた。７七にいるこちらの角と、３三にいる敵角が睨にらみ合う形。こうなると、もう後戻りはできない。玉を囲う余裕もない。互いに攻め続けるのみだ。

　本格的に戦いの幕が上がった今、僕の中で心境の変化が起こっていた。

　大橋名人に勝ちたい。初めてそう思った。

　闘とう争そう心しん自体は、まだ小さい。しかしそれも時間の経過と共に大きくなっていく。そんな予感がした。

　大橋名人の方から角交換をしてきた。互いの駒台に角が載る。ここからは角の打ち込みにも注意を払って指していくことになるが、こんな風に読まなければいけない筋を一つでも多く増やす戦い方が僕の目指すところだった。

　僕には考える時間が用意されているが、大橋名人にはない。互角のペースを保ちつつ、戦線を拡大していく。そうすれば、いかに大橋名人と言えども緩かん手しゆや疑問手を指してしまうはず。

　僕の持ち時間が四十分を切った時、僕の飛車は２三の地点で龍りゆうとなっていた。代だい償しようとして銀と桂けい馬まの交換で僕の駒こま損ぞんになっていたが、展開としては悪くない。未いまだに５一に留まっている敵玉に圧力をかけることには成功していた。

　ここで大橋名人はどう指すか。一度玉を逃がすだろうか。二手かけて６二から７一へと玉を移動させれば、一ひと先まず安全な形にはなる。僕が大橋名人の立場ならそう指す。

「７、８、９」

　桂けい香か先輩の秒読みが９まで進んだところで、大橋名人は着手した。慌あわてた様子は微み塵じんもなく、落ち着いた手つきで△９六歩とぶつけてきた。これは考えることなくすぐに同どう歩ふと取る。今度は７筋の歩をぶつけてくる。また僕は同歩と取る。大橋名人は更に５筋の歩もぶつけてきた。少し考えて僕はそれも同歩と取る。直後、大橋名人は３八に角を打ち込んできた。

　戦線を拡大させようと意図していた僕だったが、大橋名人の方から進んで盤面を複雑化してきた。大橋名人としては、歩を垂らしたり歩の下に香きよう車しやを打ち込んだりするのが狙ねらいなのだろう。こちらからすると歩の受けが利きかないので、厄やつ介かいな形ではある。

　その狙いを実現させると形勢が厳しくなるので、攻めのスピードを速めないといけない。

　だが、どの攻め筋を読んでも、いまいち感かん触しよくが良くなかった。とりあえず今２三にいる龍を使いたいが、３一に金がいるので一気に潜もぐり込めない。２二に歩を打ち込んでと金を作る展開が思い浮かぶが、一目見て攻めが重かった。大橋名人もその攻めは脅きよう威いではないと判断しているから、２二歩ふと打って僕の龍りゆうを下がらせることをしないのだ。と金を作られるのが厭いやだと思っているのなら、数手前にそう指している。

　持ち駒ごまの角を８二に打って９一の香きよう車しやを取る展開も見えているが、香車を逃がされてしまうと、取るのに数手かかってしまう。馬を作れる展開は魅み力りよく的てきだが、すぐに駒を取れないというのは芳かんばしくない。反対に敵の角は、上う手まく歩を使えば、２九にある桂けい馬まと１九にある香車を取れる展開。それを阻止するためには、２三にいる龍を自陣に引くことだが、それでは攻めることはできない。複数の箇か所しよに歩を垂らせることができる後手の方が、楽しみの多い盤ばん面めんだった。

　現在先手の６筋と７筋の歩は五段目にあって、攻めにも受けにも役に立っていない状態。六段目に歩を垂らされたり香車を打ち込まれたりすると、瞬またたく間に自玉が危険になる。なので、相手に歩を取らせるためにどんどん前進させる展開も読んでみる。すぐにダメだという結論が出た。確実に相手の攻めのスピードが優まさる。

「あゆむくん、残り三十分です」

　桂けい香か先輩の声に反応し、僕は対局時計を見る。いつの間にか十分近く考え込んでしまっていたのか。それだけ、大おお橋はし名人にも考える時間を与えてしまったことになる。まだ中盤の局面でこんなに時間を使ってはいけない。

　速い攻めが見つからないことに加えて、六十分もあった持ち時間が半分を切ったことで僕に焦あせりが出始めていた。

　２二歩と打って、と金を作るしかないか。それは決して悪い攻め筋ではないが、やはり重い。大橋名人の攻めが加速しそうな厭な予感しかしなかったが、どうしても他に攻め筋が思い浮かばないので仕方がない。

　僕は駒台の歩を取り、▲２二に打った。

　大橋名人は即そく座ざに△２七歩と打つ。龍の利ききが遮断されたので、３八にいる敵角は桂馬と香車を取ることが可能となった。

　僕はと金を作り、敵の金をどかせたあと、二手かけて１一の香車を龍で取った。大橋名人は２九角成なりから二手で桂馬と香車を手に入れた。

　僕のこれからの攻め筋は、と金をどんどん敵玉に近づけていくことだが、どう見ても遅い。大橋名人の方は、僕の歩の受けが利かない６筋と７筋を中心に攻めてくるだろう。一目見て速い攻めだ。１九にいる敵の馬が、攻めにも受けにもすぐには使えないことだけが僕にとっては好材料だったが、現時点では大橋名人の方がはっきりと形勢は良かった。

　不利を意識した僕の額に汗が滲にじむ。僕は手の甲で汗を拭ふき、水を飲んだ。

　一手十秒未満という世界で、大橋名人はどこまで先が見えているのだろう。僕が考えている時間は、大橋名人も同じ時間読むことができる。とは言え、ほとんどの局面は直感で指しているはず。それなのに、この鋭するどさ。いくら経験値が桁けた違ちがいと言っても、ここまで差があるものなのか。

　同じ盤ばん上じようを見ているはずなのに、きっと僕の見ている世界と大おお橋はし名人の見ている世界は違うのだろう。これだけ優位な時間設定にしてもらっているのに、まるでそれを感じさせない。

　それから一手指すごとに、まるで駒こま娘むすめ達と指している時のような、この相手には絶対に勝てないという思いが僕自身を覆おおい始めていた。情なさけないが、もっとハンデを付けてもらわないと勝てない。強くそう思った。

「あゆむくん、残り二十分です」

　ちらりと桂けい香か先輩を見る。

　視線が交わる。

　桂香先輩は微び笑しようを浮かべて、微かすかに頷うなずいた。

　僕は盤上に視線を戻す。

　きっと、僕は、物もの凄すごく単純なのだろう。

　数秒前まではどん底まで気落ちしていたのに、桂香先輩の微笑と仕し種ぐさを見ただけで、発はつ奮ぷんしてしまっていた。桂香先輩の前でみっともない姿は見せられないぞと。まるで団体戦の時のように、僕はこの戦いが一人だけのものではないという感覚になっていた。

　本当に、なんて単純なのだろう。思わず苦笑する。

　でも、単純でもいい。戦う気力が戻ってきたことは歓迎すべきことだ。

　僕は両手で軽く頰ほおを叩たたき、過去の印象に残った対局を思い浮かべた。

　対二に階かい堂どう戦。

　対西にし本もと戦。

　対陽よう太た戦。

　勝敗に違いはあっても、苦しい局面から逆転の一手を放ったところは共通している。

　逆転できると信じて、最善の攻め筋を探そう。

　僕は玉ぎよく頭とうから激しい攻めを受けていて、上部脱出も考えなくてはいけない形になっていた。ただ、入にゆう玉ぎよくまでは持っていけない。今の形だと、敵てき陣じんに入る前に捕まる。一方の大橋名人の玉は、僕の攻めに追われて５一から８二の地点まで移動していた。その玉の近くには、銀と金が一枚ずついる。金を一枚挟はさんで、僕の龍りゆうが敵玉を睨にらんでいる恰かつ好こう。持ち駒と相談した場合、上部から攻めるのが理想に見えた。

　ただ、そうやって上部から攻め合うとなると、僕の読みでは先に詰つませられるのはこちらの玉だった。必ひつ至しをかけることはできても、一手足りない計算。

　攻め筋を変えて読んでみる。

　上からではなく、横からの攻めだったらどうか。龍の睨みを活かして銀やと金を使って横と下から攻める。

　……悪くはないが、この攻めだと８二にいる敵玉は９三へと逃げてしまう。それ以上、下から王手をかけても、王手は追う手の格言どおり上部へ逃げられるだけだし、その時点で敵玉の逃げ道を塞ふさぐ持ち駒ごまは残されていない。

　一応、敵玉が９三に移動した時、４二にいる馬を７五に引けば王手は続くが、９四玉と躱かわされて継続手がなかった。

「あゆむくん、残り十分です」

　いよいよ持ち時間が十分を切った。

　どうする。攻め合ってもダメ。受け切りを狙ねらってもダメ。入玉も狙えない。万事休すだ。

　目を閉じた僕の脳裏に、西にし本もと戦で放った一手がふっと過よぎった。

　あの時の僕も、ギリギリまで追い詰められた状態だった。その絶体絶命の局面から飛車を捨てる一手を放ち、形勢を引っくり返した。結果は僕の負けだったが、その瞬しゆん間かんに形勢逆転したのは事実。

　この局面でも大駒を捨てる攻め筋がないだろうか。敵てき陣じんの中には龍りゆうと馬がいる。これを捨てて攻めを繫つなげる筋はないか。

　一瞬、龍を切って一気に敵玉を寄せる展開が見えて僕は前のめりになる。だが、もう一度深く読むと、その読みは錯さつ覚かくだということがわかった。大おお橋はし名人が最善の受けを指せば、一枚攻め駒が足りずに寄せ切れない。もう一枚の大駒である馬を捨てたり切ったりする筋も読んでみたが、こちらの方は明確に無理筋だった。

　対西本戦のように、大駒を捨てて形勢逆転を狙える筋は存在しない。

　他に、何かないだろうか。

　僕は将しよう棋ぎの歴史に残る妙みよう手しゆや鬼き手しゆをプロ棋き士しが放った盤ばん面めんを思い浮かべてみた。

　寄せのスピードを段違いに速めるために、一見タダで取られて終わりに見える７七に桂けい馬まを打ち込んだ一手。やはり一見するとタダで取られるだけの手に見えて、実際には敵玉の逃げ道を塞ぎ詰めろをかけていた５二銀の一手。絶体絶命と思われた局面から、詰めろ逃のがれの詰めろをかけるために持ち駒の銀を６六に捨てた一手。

　そんな見る者に驚きの声を上げさせる妙手や鬼手を思い浮かべて、今僕が目にしている盤面と照らし合わせてみる。その中から活かせるものがないだろうかと、隅すみ々ずみを凝視する。

　両手で頭を抱えて考え込んだが、閃ひらめきは生まれなかった。ダメだ。この盤面に大橋名人を仰のけ反らせるような攻め筋はない。僕には、見えない。

　僕は頭を抱えていた両手を太ふと腿ももの上に乗せて、深い溜ため息いきを吐ついた。

　大橋名人の間違いに一いち縷るの望みをかけて、一番激しい上部からの攻めを開始するしかないか。本当は、相手の間違いに期待して指すなんてことはしたくない。そんな勝ち方をしても、嬉うれしくも何ともない。得られるものもない。ただ他に有効な選択肢しがない以上、一番激しい攻めを敢かん行こうするしかなかった。

　指す前に気持ちを落ち着かせようと、僕はゆっくりと水を飲む。

　と、その時だった。

　先ほど読んでいた横からの攻めが脳裏を過よぎった。

　僕の攻めに追われて敵玉が９三に逃げ出した局面。

　さっきは７五馬と王手をしても９四玉と躱かわされてダメだと思ったが……９四玉に出られない状態にできるのではないか。その局面が、微かすかに見え始めていた。

　大おお橋はし名人が９三玉と指したあとは、僕の手番。ここで僕に何ができるか。どの一手を指すのが最善なのか。全神経をそこに集中させて読み続ける。

　現在、僕の玉は８八にいる。大橋名人の狙ねらいはわかり易やすい。６六にいる歩ふを６七歩成なりとしてから、７七金と打って王手をかける。誰でもそう指す。一本道だ。僕は９七の方から上部に逃げるしかないが、最後は詰まされる。

　だが、大橋名人が６七歩成とする前に、僕が７七玉と指したらどうか。６七歩成は成立しない。そのまま何もしないと、６六玉と指して脱出できる。こちらから上へ逃げ出すことができれば、詰まされることはない。こうなると相あい入にゆう玉ぎよくで持じ将しよう棋ぎになり、点数勝負になる可能性が出てくる。

　僕の読みが加速する。掛かかっていた霧きりが段々と薄うすれていき、目の前が晴れていく。

「あゆむくん、残り五分です」

　焦あせるな。落ち着けと言い聞かせる。まだ五分もある。

　僕が７七玉と指したら、大橋名人は入玉を阻止するために６七金と打つだろう。僕の玉は８八へと後退させられ、王手が続くが……そこまで読んだところで、僕の脳裏にある光景が鮮せん明めいに見えた。

　僕が今見た盤ばん面めんは本当に実現するのだろうか。

　もう一度、７七玉と指してからの展開を読む。自分に都合の良い読みではなく、自分が指されて一番苦しいと思う指し手を連続させる。

　同じ光景が浮かんできた。僕の読みが正しいなら、僕が見たのはこの戦いの最後の光景だ。

「あゆむくん、持ち時間を使い切りましたので、これより一手六十秒未満で指してください。……十秒……二十秒」

　僕は目をぎゅっと瞑つぶって、深い息を吐はく。

　その時の僕は余計な考えを一いつ切さい持っていなかった。ただ無心で、自分が指すべき手を頭の中に描き続けた。

「五十秒、一、二、三、四……」

　まずは敵玉を９三へと追いやるために、６一にいると金を６二へと動かした。大橋名人の応手は僕の読みと同じ。そこから互いに数手指し、敵玉を９三へと移動させることに成功した。僕は即そく座ざに▲７七玉と指す。

　無意識に、僕の視線が大橋名人へと向いた。

　大橋名人は眉み間けんに深い皺しわを刻み、手で頭を押さえていた。本当に困った時にすると言われている仕し種ぐさ。

　今まで一切慌あわてた様子を見せなかった大おお橋はし名人が、桂けい香か先輩が九秒まで数えた時に駒こま台だいから取った金を叩たたきつけるように△６七へと打ち込んだ。慌てた手つきで打ち込んだので、付近にあった駒が乱れた。大橋名人が乱れた駒を直す。僕はそれを待ってから、▲８八玉と指した。

　６七歩ふ成なりから７七金と王手されていたら自玉は詰つんでいたが、一手早く後手に持ち駒の金を使わせたことで、今度は９七から自玉が逃げても詰まない形になっていた。それでも大橋名人は７七金打と王手を続ける。僕の玉は追われ続け、最終的に８五の地点まで逃げ出すことになった。９三にいる敵玉と、斜ななめに向かい合っている恰かつ好こう。

　大橋名人は、３九にいた龍りゆうを、３五へと引いた。遠く離れたところからの王手。僕の持ち駒は歩だけ。合あい駒ごましようにも、歩を打てる場所はどこにもない。玉を移動させて王手を躱かわそうにも、自玉は一マスも動けない恰好。盤ばん面めんを広く見ていないと、詰んでいるようにも見える。

　救世主は、４二にいる馬だった。

　僕は馬を挟はさむと、▲７五馬と指した。龍の王手を防ぐと同時に、９三にいる敵玉に王手をかけた形。

　先ほどの読みでは９四玉と躱されて万事休すの形だったが、今は８五に僕の玉がいるために敵玉は動くことができない。これが、僕の見た最後の光景だった。

　すでに持ち駒を使い切っている大橋名人がこの王手を防ぐ方法は、一つしかない。

　龍で馬を取ること。

　しかしそれだと僕は同じく玉と指して、そのまま入玉できる恰好になる。反対に大橋名人の玉は、僕に飛車を渡したことで、手数はかかるが詰む形となっている。

　大橋名人は一度盤上に手を伸ばしたが、深い溜ため息いきを吐ついて手を引っ込めた。

「七、八、九……」

「負けました」

　大橋名人が両手を太ふと腿ももの上に乗せて、深く頭を下げた。

　瞬しゆん間かん、世界が反転した感覚に陥おちいった。

　頭の中が真っ白になっている僕だったが、

「あ、は、はい。ありがとうございました」

　と、太腿に両手を乗せて大橋名人以上に深く頭を下げた。

　魂たましいが抜け落ちてしまいそうなほど、僕は脱力していた。盤上の敵玉を詰ます光景は鮮あざやかにイメージできても、大橋名人が投とう了りようする光景は全く浮かんでいなかった。

　そんな僕の頭に、懐かしさを憶える声が届いた。

（中盤までは褒ほめられた内容ではなかったが、終盤は見事だ。一回目で勝てたことは、必ずこれからの将しよう棋ぎ人生にプラスになる。よくやった）

　ポケットの中に手を入れて返事をしようとしたが、部屋に置いてきたままだったことを思い出した。

　ありがとうございます。僕は深く頭を下げたまま、心の中で女王にお礼を言った。

「おめでとう、あゆむくん」

　顔を上げると、笑顔の桂けい香か先輩が拍手してくれていた。

　抜け殻のようになっていた僕の肉体に、活力が戻った。




　　　　２




　桂香先輩が僕のためにオレンジジュースを持ってきてくれた。ひんやり冷えたジュースは、今まで飲んだ中で最高の味だった。ああ、なんて美お味いしいのだろう。お酒を飲んで生き返ったぁ、と言っている父を連想した。

　大おお橋はし名人も僕と同じように、美味しそうに緑茶を飲んでいる。表情はもういつもの温和なものへと変わっている。飲み終わると、口を開いた。

「上かみ条じようくん、本音で話してもいいかな」

「は、はい。何でしょうか」

「約束どおり、私は上条くんを弟子に取る。ただ正直、私から上条くんに教えられることは、ほとんどないと思う。すでに相当の棋き力りよくを有しているとは思っていたが、まさかここまでとは思わなかった。私がやっている、プロ棋き士し同士の研究会に上条くんも参加できるくらいのレベルだ。そんなレベルの子に、私が教えられることはほとんどないと言っていい。それでもいいかな？」

　僕は深く首しゆ肯こうして、

「はい、あの、僕は大橋名人に師し匠しようになっていただきたいので、よろしくお願いします。今の対局だと凄すごく上う手まく指させたように見えるかもしれませんが、実際にはまだまだ粗がたくさんあって、吸収しなければいけないことがたくさんあります。だから、あの、これからご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願い致します」

　大橋名人は微び笑しようを浮かべて、

「そうか。わかった。以前話したとおり、弟子に取るからには、必ず上条くんをプロ棋士にする。精神的なことも含めて、私が教えられることは全て伝える。これから一緒に頑がん張ばっていこう」

「はい。ありがとうございます」

　僕は天にも昇る心地になっていた。あの大橋名人に、必ずプロ棋士にするとまで言ってもらえた。

　この瞬しゆん間かん、僕の中でプロ棋士になることへの決意は揺ゆるぎないものへとなった。プロ棋士を目指すことは、何よりも自分のためであるが、その中には僕を指導してくれている人への思いも含まれる。大おお橋はし名人にここまで言ってもらえたのだから、僕は必ずプロ棋き士しにならなければいけない。

「それにしても、今の対局、最後の指し回しは素晴らしかった。どこから読んでいたのかな？」

「最初は９三玉と指されたあとに７五馬と王手しても、９四玉と躱かわされてダメだと思っていたんですけど、７七玉と指して入玉を匂におわせて、一手早く持ち駒ごまの金を使わせれば、８五の地点まで逃げ出した時にギリギリ詰まないと読んだんです。そしてその形なら、７五馬の王手が成立すると結論を出しました」

　大橋名人はとても感心した風に頷うなずいて、

「なるほど。やはり適当に指した結果ではなく、かなり前の段階で読んでいたのか。いや、本当に素晴らしい。私も６七金と打った時は厭いやな予感がしていたんだが、最後の局面ははっきりとは読めなかった。久しぶりだよ。勝負の最中に素晴らしいと思って嘆たん息そくしたのは」

　僕は何度も首を横に振って、

「いえ、あの、僕がああいう指し回しができたのは、時間設定が有利だったからです。それだけです。僕が一手十秒未満の時間設定で指していたら絶対に読めていませんでしたし、大橋名人のような指し回しも絶対にできませんでした。大橋名人に考える時間があれば、７五馬の一手は早い段階で読まれていたわけですから、別の手を指されて僕が負けていました」

　僕が言ったことは全て蛇だ足そく。僕が勝ったのは時間のお陰とか、大橋名人が負けたのは時間がなかったからとか、誰でもわかることなのでいちいち言わなくてもいいことだった。だが、言わずにはいられなかった。僕は、大橋名人に勝ったなんて思っていない。ただ課せられた試験をクリアしただけという認識しかない。

「そんなことないわよ」

　僕の意見を否定したのは、桂けい香か先輩だった。

「同じ時間設定でも、あゆむくんが父を打ち負かしていたかもしれないわ。時間があっても、最後の指し方は誰でもできるものじゃない。今のあゆむくんなら、きっと父とも良い勝負ができる。もっと自信を持って」

　なぜ桂香先輩は大橋名人を挑ちよう発はつするようなことを言うのだろうか。以前にも思ったことだが、何かあるのか？　それともこれがよくある父と娘の関係なのだろうか。

　大橋名人は、娘の言葉を笑って聞いていた。

「そうだな。上かみ条じようくんの力なら、同じ内容でも良い勝負になる。今度は同じ時間設定で指そうか。指導対局ではなく、本気の対局だ」

　いえいえ勝負になりません。そう言って断ろうかと思ったが、負けた方が勉強になる。本気で打ち負かしてもらった方が、絶対に良い。だから僕はお願いすることにした。

「はい。是ぜ非ひ本気の大橋名人と指してみたいです。よろしくお願いします」

「ああ、是非指そう」

「その対局にあゆむくんが勝ったら、四つ持ってるタイトルの一つをあゆむくんにあげてよね」

　桂けい香か先輩はどこまでも愉快そうだった。

「ああ、負けたら譲渡することも考えなくてはいけないだろうな」

　大おお橋はし名人も楽しそうに娘の話に乗っかった。

　ここで「それでは勝ったらタイトルをいただきます」と言えないところが、僕の性格の惜おしいところだった。自分で言うのも何だが、本当に惜しい。この楽しそうな会話の輪に入れたら、大橋家の一員になれた気分を味わえたかもしれないのに。ああ、勿もつ体たいない。

　大橋名人が僕に向き直り、

「以前話していたけど、今も中学生名人戦で優勝を目指すことに変わりはないのかな？」

「はい。僕は個人戦では何も実績がないですし、あの大会を勝ち上がれないようでは、奨しよう励れい会かいでも絶対に勝ち上がれないと思っています」

「そうか。上かみ条じようくんは自らに条件を課す必要もないほどの棋き力りよくがあるが、気き概がいがあるのは良いことだ。自分を厳しく律することのできる人間は、必ず伸びる。どこまで行けるか楽しみだ」

「どこまでって、もちろん一番高い位置に座ってるお父さんのところまで行くのよ。そしてお父さんを引き摺ずり下ろしてあゆむくんがそこに座るの。──ねえ、あゆむくん」

　大橋名人のいないところでならともかく、ご本人を前にすると返答に困る。だから僕は、はははと笑って誤ご魔ま化かした。

「私を玉座から引き摺り下ろす、か。栄さかえ村むら陽よう太たくんもいるし、楽しみだ」

「ニューウェーブが来るまで、お父さんも頑がん張ばらなきゃ」

「そうだな。がっかりさせないためにも、私も頑張って腰を下ろし続けないといけないな」

　大橋名人は笑みを浮かべた目で桂香先輩を見ていたが、やがて何かを思い出したような顔になると、僕と桂香先輩を交互に見た。

「そういえば桂香、昔言ってたな」

「何を？」

「『お父さんより将しよう棋ぎの強い人じゃないと結婚しない』と」

　それじゃ桂香先輩は一生独身になってしまう。と、僕は本気で心の中でツッコんでいた。

　桂香先輩は怪け訝げんな顔で首を傾かしげて、

「そんなこと言ったかな。というか、なぜ今そんなことを話すのよ」

　大橋名人は僕に顔を向けて、

「上条くんが私を玉座から引き摺り下ろせると思っているのなら、お前のお相手の候補になるのかなと思ってね」

　その一いつ瞬しゆん、確実に、僕の中の世界が停止した。

　恐る恐る、桂香先輩を見る。桂香先輩も僕を見ていた。

　桂香先輩の頰ほおが、見る見るうちに紅こう潮ちようしていく。僕の身体からだの中も、火を噴ふくほど熱くなっていく。

「な、何を言ってるの、いきなり。あぁ、びっくりした」

　初めて見る桂けい香か先輩の慌あわてっぷり。こういう一面もあるのか。凄すごく得をした気分になった。

　それにしても、大おお橋はし名人がこんなことをする人だとは思わなかった。これもまた、僕にとってはとても貴重な体験だった。僕にとってプロ棋き士しは特別な存在なので、特別視している面もあるのかもしれないが、子供をからかうお父さんという一面は普通に誰もが持っているものなのかもしれない。

　大橋名人は立ち上がる。僕も立ち上がった。

「さて、上かみ条じようくん。今日はお疲つかれ様」

「はい。お疲れ様でした」

「これからどんなやり方で指導していくのかとか、そういうスケジュール的なことは、また後日話し合おう。家も近いし、何か急ぎの時は直接訪たずねてくるといい」

「はい。わかりました」

「とりあえず、今度の土曜日は大丈夫かな？」

「はい。学校がない日であれば、僕はいつでも大丈夫です」

「それでは、土曜日に来てもらおうかな。その日は奨しよう励れい会かい員いんの弟子二人も来ることになっているから、お互いにとって良い勝負相手にもなるはずだ。──それじゃ、私はこれで失礼するよ。桂香、あとはよろしく」

　桂香先輩に確認して、大橋名人は部屋を後にした。僕はその姿が消えるまで、お辞儀をし続けた。

「ふぅ」

　桂香先輩は手を団扇うちわ代わりにして顔を扇いでいる。頰ほおはまだ赤い。先ほどの大橋名人の言葉が、まだ身体の中で熱く息巻いているようだ。

　まあ、それは僕も同じなのだが。

　無言のまま視線が交わる。

　互いに口を開きかけるが、言葉を発する前に口を閉じた。

　気まずい雰ふん囲い気きが部屋に充じゆう満まんしている。特大の扇風機でも回さないと散らないほど重い空気だ。

「あ、お父さん、駒こまをそのままにしてる。いつもは必ず駒を片付けるのに……それだけあゆむくんとの対局に集中していたってことかな」

　そう言って桂香先輩は将しよう棋ぎ盤ばんの前に座った。そのまま僕を見上げて、

「あゆむくん、この盤面をいつまでも忘れないでね。どういう条件だったとしても、あゆむくんは現役の名人に勝ったの。これからプロ棋士を目指す上で苦しく思う時もあるかもしれないけど、その時はこの盤面を思い出すといいわ。きっと悩みや苦しみも吹き飛ぶと思う」

　僕は首しゆ肯こうして終局図を一心に見つめた。

　これからの僕の将しよう棋ぎ人生がどうなるかわからない。凄すごく順調に進むかもしれないし、自信を失いそうになる時もあるかもしれない。落ち込んだ時は、この終局図を思い出そう。桂けい香か先輩が話したとおり、自分ならきっと目標を達成できるはずだと活力が漲みなぎるはずだ。

　桂香先輩が、箱の中に一枚一枚、丁てい寧ねいに駒こまを戻していく。その指が玉将を挟はさんだ時、僕の脳裏に女王の顔が過よぎった。

　直後、僕の鼓こ動どうを不安げに速まらせる。

　対局が終わったあとに女王の言葉が聞こえてきたが、その物言いにちょっと引っかかっていた。気にし過ぎなのかもしれない。しかし一刻も早く帰って確かめたい衝しよう動どうに駆かられた。

「あの、大おお橋はし先輩。ちょっと用事を思い出したので、僕帰ります」

「そう……。父が言ったとおり、何かあったらいつでも来ていいからね。私の携けい帯たいに電話してきてもいいわ。何も遠慮しないで。あゆむくんはもう、ただの後輩じゃなくなったんだから」

　言葉以上の意味はないとわかっていても、その言葉は僕を浮かせた。しかし今は女王達の状じよう況きようを知りたいという気持ちが優った。

　玄関で靴くつを履はき、桂香先輩に向き直る。

「時間設定とか関係なしに、本当に凄い戦いだった。あんな間近で、あんなに痺しびれる棋き譜ふを見せてもらって嬉うれしかった。ありがとうね、あゆむくん」

「そんな風に言ってもらえると、まだアマチュアですけど、将棋を指していて良かったなって思います。僕、多くの人を感動させられるような将棋を指すのが究極の目標なので、精しよう進じんしていきます」

「あゆむくんならきっと目標を達成できる。頑がん張ばって」

「今日はありがとうございました。それでは、失礼します」

「うん。またね。バイバイ」

　手を振る桂香先輩に、僕は控ひかえ目に手を振り返してドアを閉めた。

　敷地を出ると、僕は急ぎ足で自宅を目指した。

　大橋名人に師し匠しようになってもらえた至上の喜びは確かに感じていたが、先ほど女王に褒ほめられた時に僕は思った。やはり僕にとって、大橋名人と女王は比べることのできない、かけがえのない存在なのだと。

　自宅が見えてきた。僕の歩度は更に速まる。

　二階の窓とカーテンは開けられている。出てきた時と同じ。

　玄関のドアを開けて、階段を駆け上がる。

　ドアの向こうに意識を向けるが、話し声も物音も聞こえてこなかった。

　ドアノブを握り、ゆっくりとドアを開ける。

　いつも駒娘達が座っているところには、誰もいなかった。右を見ても左を見ても、誰もいない。

「女王様」

　返事はない。

「香きよう車しやさん、桂けい馬まさん、歩ふさん」

　名前を呼んでも、返事はなかった。

　窓まど際ぎわに行き、見える範はん囲いまで視線を伸ばす。どこにも駒こま娘むすめ達の姿はない。

　押し入れを開ける。いない。

　両親の出払っている一階に下りて、リビングや両親の寝室、浴室、トイレ、庭、全部に目を通すが、駒娘達はどこにもいなかった。

　二階の他の部屋を確認してから自室に戻り、テーブルの上に載っている将しよう棋ぎ盤ばんの上に箱を引っくり返して駒を全部出した。一枚ずつ駒を見ていく。

　なかった。女王の玉将を始め、香車も桂馬も歩も、一枚ずつ足りていなかった。

　考えないようにしていたあの出来事が、脳裏に蘇よみがえってくる。

　僕が大おお橋はし名人の弟子になったら、女王は僕の前から消えることを匂におわせる発言をした。香車はそれをただのやきもちだと答えを出したが、その推測が間違っていたとしたら……本心で言っていたのだとしたら。ある段階で香車達も女王の考えが本気であるということを知り、僕に気づかれないように振る舞えと女王に言われていた可能性もある。

　大橋名人との対局後に僕の頭に届いた女王の言葉も、別れの言葉に聞こえなくもなかった。この状じよう況きようで振り返ってみると、全て自分の見方が正しいことに思えてくる。

　本当に、僕の元を去ってしまったのか。

　なぜ？

　大橋名人の弟子になったから。

　じゃあ試験に不合格だったら、変わらずに指導を続けてくれたのだろうか。

　答えてくれる人がいないから、わからない。

　僕は力なくベッドに背中を預ける。

　ただ僕の前から消えるだけなら、駒に戻って二度と人間の姿になって出てこないという方法も取れるはず。駒ごと消えたのはどういう理由なのだろう。

　情を完全には断ち切れないから。という答えが浮かんできた。

　今日、大橋名人との対局に向かう前、女王は言っていた。僕への情が深いから、アドバイスするのはダメだとわかっていても言葉をかけてしまうと。僕の前から完全に消えたのは、駒の形として残っていると、また人間の姿になって出てきてしまう衝しよう動どうを抑おさえられないからではないか。十分有り得る話だと思った。

　じゃあ、四人の駒娘達はどこに消えたのだ。

　僕の知らない遠いところだろうか。どこかの将棋道場の駒に紛まぎれて、深い眠りに就つくのかもしれない。

　手の甲に涙が落ちた。拭ふいても拭いても涙は零こぼれ落ちてきた。

「酷ひどいよ……こんな終わり方ってないよ……」

　僕の脳裏に、駒こま娘むすめ達との思い出がスライド写真のように流れ始めた。

　始まりは香きよう車しや、歩ふ、桂けい馬まの三人が現れたところ。腰を抜かしそうなほど驚いたことは、今も鮮せん明めいに憶えている。あの瞬しゆん間かんを忘れることは、一生ない。

　香車。時に激しい言葉を放つこともあったし、僕をからかって面おも白しろがることもあったが、僕のことを一番に思って行動してくれた駒娘だった。僕と桂けい香か先輩の距離が縮まったのは、単純に僕の棋き力りよくが増したからという以上に、プライベートな面でも香車が面倒を見てくれたからだ。香車が背中を押してくれなかったら、きっと今の僕はなかった。だからこそ、最後まで見届けて欲しかったのに……。

　歩。いつどんな時でも僕の味方で、僕が精神的に落ち込んだ時には、必ず優しい言葉をかけてくれていた。暴走しがちな香車を止める役割だったが、時には香車以上に怖こわい一面を見せることもあった。出会った頃に比べると、僕は歩に励はげまされる回数は減っていた。それだけ、精神的に成長した証あかしだと思う。これからもまだまだ、将しよう棋ぎ指さしとしても人間としても成長した姿を見せたかったのに……。

　桂馬。僕との会話のほぼ全ては、桂馬の使い方に関することだった。時間の経過と共に、桂馬の使い方を褒ほめられる回数は増えていったが、まだ百点満点を貰もらったことはなかった。今日の桂馬の使い方は完かん璧ぺきだった。いつかそう言ってもらえることを目標の一つとして頑がん張ばっていたのに……。

　この三人の駒娘のお陰で、僕は色々なものを手に入れることができた。そもそも最初に出てきてくれた駒娘以外の駒達は、僕のことをあまり良く思っていないということだったので、三人の駒娘があの日出てきてくれなかったら、今の僕は存在しなかったと言ってもいい。

　そして、玉将の化身である女王。最初は暴力的なキャラなのかなと思ったが、実際はどの駒よりも女の子らしい性格だった。女王の指導を受け始めて一年近くになるが、将棋の答えを知っている女王の教えは、どれだけ時間が経たっても新鮮さと驚きが薄うすれることはない。女王が密ひそかに想いを寄せていた僕の祖先と顔が似ていると聞いて以来、女王の期待に応えられる結果を残すことを決意していたのだが……僕はまだ女王を満足させられるような結果を残していない。だからその瞬間まで、傍そばにいて見届けて欲しかった。

　僕が悪かったのだろうか。大おお橋はし名人の弟子になれるかもしれないとわかった時、毎日丁てい寧ねいに教えてくれている女王の前ではしゃいだ僕が悪いのだろうか。

　もしそうなら謝りたかった。僕にとってはどちらも大切で、どちらかを選ぶという選択肢しはないのだということを伝えたかった。

「ごめんなさい。謝るから戻ってきてください」

　僕の呟つぶやきと同時に、ドアの向こう側で物音がした。直後、ドアが開いた。

　香きよう車しやが入ってきた。続いて、歩ふ、桂けい馬ま、女王が入ってきた。

　あれ……みんな……戻ってきてくれた？

　喋しやべろうとしたが、言葉に詰まってきちんと喋れない。

　香車と視線が交わった。

　笑顔だった香車の顔が、驚きに満ちたものへと変わっていく。

「な、何やあゆむ。何で泣いてるんや？」

　香車が駆かけ寄り、僕の頭に手を置いた。歩も小走りでやって来て僕の手を握る。

「あゆむ、どこか痛いんか？　ん？」

「お腹でも痛いのあゆむくん？」

　僕は首を横に振って、

「違います。みんなが、どこかに行っちゃったと思ったから。僕の前から消えてしまったと思ったんです」

「あたし達が消えるぅ？　誰がそんなこと言ったんや？」

「前、女王様が、僕が大おお橋はし名人の弟子になったら、私達の役目も終わるみたいなことを言ってたから、それで……」

　香車は声を出して笑い、僕の頭を優しく撫なでた。

「だから、あれは本気では言ってへんて言ったやろ。あたしの言葉で納なつ得とくしたものと思ってたのに、ずっと気にしとったんか？」

「はい。今日僕が大橋名人の弟子になることが決まったら、いなくなることも有り得るのかなって。帰ってきたらいなかったから、だから悲しくなって……」

「ちょっとコンビニに行ってたんや。ほら」

　そう言って香車はコンビニ袋を見せた。

「あゆむが大橋名人に勝って弟子入りを決めたお祝いをしようと思って、色々と買ってきたんや。あゆむの好きなデザートも買ってきたで」

「何だ、そうだったんですか。良かったです」

　僕は顔をくしゃくしゃにして涙を拭ぬぐった。本当に良かった。

「あたしもまだまだやな。まさかあゆむが、あの時の女王様の言葉をずっと気にしてるなんて、露つゆほども思ってなかったわ。あれはあの時話したとおり、女王様が大橋名人に対してやきもちを焼いただけ。本心ちゃう」

　それまでずっと後ろで様子を見ていた女王が前に出て来て、香車の頭に黄金の扇せん子すを置いた。

「おい香車。私がやきもちを焼いたというのは、何の話だ」

　香車が引き攣つった顔で振り返る。

「あ、いや、違います。口が滑すべっただけです」

「何も違わないだろうが！　戯たわけ！」

　香きよう車しやが隠れるようにして僕の背後に隠れた。

「あの、女王様」

「何だ」

「女王様達のお陰で、僕は大おお橋はし名人の課した試験に合格して、晴れて弟子になることができました。本当にありがとうございました」

「うむ。さっきも言ったが、終しゆう盤ばんは見事な指し回しだった。中盤までの指し回しはダメ出しを何回もすることになるが、まあ終わり良ければ全て良しだ。褒ほめてやる」

「ありがとうございます。──あの、僕、女王様に言っておかなければいけないことがあります」

「何を？」

「僕、女王様への感謝が足りなかったかもしれません。将しよう棋ぎの神様に教えてもらっているのに、いつしかそれを当たり前のことのように思ってしまっていた気がします。本当は全然当たり前じゃなくて、僕だけの特別な時間にもかかわらず、その特別さに胡坐あぐらを搔かいてしまっていたんだと思います。今まで、本当にありがとうございました。そしてこれからも、変わらぬご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願いします。僕は大橋名人の弟子になりましたけど、女王様の弟子でもあります。両親と同じで、僕の中ではどちらも大切な存在です。だから、これからもずっと傍そばにいてください」

　言い終わると、僕は深く頭を下げた。

　顔を上げた時、女王は頰ほおを赤く染めていた。僕の後ろにいる香きよう車しやが小声で「ずっと傍にいてくれなんて言うから、女王様めっちゃ照れてる」と呟つぶやいた。
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　女王は高速で扇せん子すを扇ぎ、

「いつまで教えるかは私が決めるが、まあお前が長く教えて欲しいと願うのならそうしてやろう。お前は、私達の主あるじだからな」

「はい。よろしくお願いします」

　僕達の会話が終わると香車が前に出て来て、

「さっ、せっかく買ってきたケーキが温ぬるくなるから食べようや」

　と言ってテーブルの上にケーキやジュースを並べていく。

　僕は駒こま娘むすめ達のあいだに腰を下ろし、ショートケーキを頰ほお張ばる。まだ涙の跡が消えていないので、甘い味の中にほんの少ししょっぱさも含まれている。だけど最高に美味なケーキだった。

　女王も香車も歩ふも桂けい馬まも、みんな美お味いしそうに食べている。その顔を見ているだけで、僕の心は満たされた。僕はこれからも、駒娘達と一緒に人生を歩んで行ける。それはこの世界で唯ゆい一いつ、僕だけが体験できる特別な時間だ。


第一部　完












　あとがき




　おやおや、またお会いしましたね。どうも皆さんお久しぶりです。熊くま本もとの狂きよう犬けん、青あお葉ば優ゆう一いちです。

　さて、一巻や二巻のように普通にあとがきを書いてもいいのですが、しんみりしちゃいそうなので、趣しゆ向こうを変えて『青葉優一Ｑ＆Ａ』をやりたいと思います。きっと皆さん、私に訊ききたいことが五十や百くらいはあるでしょうから、たぶんこういうことを訊きたいだろうなぁと私が予想して答えていきます。




　Ｑ　一度は恋人に言ってもらいたい言葉は何ですか？

　Ａ　『あなたのこと見くびってたわ。ごめんね』




　Ｑ　もし明日世界が終わるとしたら何をしますか？

　Ａ　とにかく、考え得る限りの善行をします。天国に行ける可能性を高めるためです。天国に行きたいなら普段から良い行いをしていた方がいいんじゃないかって？　そうですね。仰おつしやるとおりです。




　Ｑ　小学生時代の心温まるエピソードを教えてください。

　Ａ　あれは私が小学六年生の時でした。白地図に都道府県を書き込んでいくという社会のテストで、私はクラスで一番良い点数を取りました。すると担任の教師は、私を教きよう壇だんの前に立たせたあと、みんなに向かって強い口調でこう言いました。

『みんな何してるの！　青葉くんでもこんな良い点数取れるのよ！　みんなちゃんとしなさい！』

　席に戻った私に向かって、数人のクラスメイトが慰なぐさめの言葉をかけてくれたことが一番印象に残っています。




　Ｑ　どんな難事件も全て解決してきたとのことですが、この不可解な事件をどう推理されますか？

　Ａ　犯人はヤス。




　Ｑ　死ぬまでに一度は言ってみたい台詞せりふは何ですか？

　Ａ　「俺見たんだよ！　あれは絶対に人間じゃない！　エイリアンだ！」




　Ｑ　人としての器は大きいですか？

　Ａ　おちょこの裏くらいです。




　Ｑ　子供の時のあだ名を教えてください。

　Ａ　リアル狼おおかみ少年。




　Ｑ　どれくらい猫が好きなんですか？

　Ａ　猫を見ながらご飯三杯食べられます。




　Ｑ　担当編集者に言って欲しい台詞せりふは何ですか？

　Ａ　『青あお葉ばさん、おめでとうございます。百万部突とつ破ぱしました』







　このＱ＆Ａで、私の高尚な人間性が少しでも皆様に伝われば幸いです。

　お別れの時間が近づいてきました。

　この先、私がどのくらいの物語を世に出せるかわかりませんが、『王おう手て桂けい香か取とり！』はデビュー作なので、いつまでも思い入れがひとしおな作品として残るのは間違いありません。第一部完結までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。担当編集者とヤスさんも、ありがとうございました。心から感謝です。

　ちなみに私は、ヤスさんが描く登場人物の中では、あゆむが一番好きでした。変な趣味はありませんが、他の女の子達よりもあゆむが一番可愛かわいく見えていました。でも、私のイメージどおりの主人公です。

　願わくは、皆様とはまた次回作でお会いできればと思っております。お前の次回作は読まない、なんて非情なことは言わないでください。面おも白しろい物語をお届けできるように、担当編集者と協力して書き上げるので、私の新作を見かけたら、何も考えずに手に取ってレジまで進んでください。よろしくお願いします。

　あれ？　何だこれ？

　……ちょっと、すみません。

　おかしいな……何かおかしいぞ……何だよこれ……。

　あ、すみません。ちょっとパソコンの画面が歪ゆがんだように見えたので故障かなと思ったら、涙が出てきて滲にじんで見えてしまったみたいです。

　泣かないって決めてたんですけどね。歳を取って、涙るい腺せんが弱くなったみたいです。

　もうすぐ三十七歳になる男の子が泣いちゃダメですよね。

　ちくしょう。涙が止まらねえ……。

　すみません。このままだとキーボードが濡ぬれて故障してしまうので、ここらで終わりとさせていただきます。

　また会う日まで、お元気でお過ごしください。


青あお葉ば優ゆう一いち
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青あお葉ば優ゆう一いち

小説家としてデビューする前、私はこんな風に考えていました。『俺は小説家になったら真人間になるはずだ』と。……そんな簡単に人間性は変わりませんでした。すみません。でも、誰かに感謝する心というのは確実に豊かになりました。全ての読者様、ありがとうございました。
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イラスト／ヤス

漫画家・イラストレーター。８月３日生。徳島県出身で埼玉県在住。気がつけばそろそろ２０１４年も終わってしまいますね。あっという間です……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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